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　　　　　プロローグ




　時は28世紀。

　地球は、かつてない危き機きに陥おちいっていた。

　星せい交こうを求めてやって来たグラマラスな女性型異い星せい人じん、ラグマラース星人が、地球側がわに不利な不ふ平等条じよう約やくを結ぼうとしていたのだ。

　そんな彼女らと対等に星せい交こう渉しようが行える人物は、全ぜん人類の代表たるトーマス・ジョコットマン地球大だい統とう領りようをおいて他にはいない。

　しかし、困ったことにジョコットマンはエロ系けいの刺し激げきに対して全く耐たい性せいがなかった。ぶっちゃけ、エロに弱かったのだ。

　このままでは、ラグマラース星人の色いろ仕じ掛かけに敗北し、不平等条約を結ばされ地球は彼女らの食い物にされてしまうのは必ひつ至し。

　そんな時に、28世紀最さい高こうの頭ず脳のうと称しようされるマエチャック・アイテル博士はかせが声こえ高たからかにおっしゃった。




「地球大統領がちっともエロを克こく服ふくできんのは、前ぜん世せの体たい質しつを引き継いでしまう前世依い存ぞん体質だからだぎゃ。解決法ほうはただ一つ。前世にエロ修しゆ行ぎようさせるんだぎゃ！」




　アイテル博士の指し揮きのもと、最高のセクシロイド（セクシーアンドロイド）が過去へと送られる。

　ジョコットマンの前世である少年、梶かじ山やま獣じゆう吾ごのエロ修行をするために。

　プロジェクト名は、『獣吾ドキドキプロジェクト！』。

　地球の未来がかかった、かつてない挑ちよう戦せんだった。
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　夜の繁はん華か街がいを、一人の女子学生が歩いていた。

　長い髪かみの毛と眼鏡めがねが特とく徴ちよう的てき。少々地じ味みな印いん象しようを受けるものの、美び少女と言って差し支えないだろう。

『文ぶん学がく少女』

　そんなキャッチコピーがしっくりとくる雰ふん囲い気きだった。

　彼女の名前は星はし野の沙さ奈な。近くにある、私立雲うん南なん高校二年Ｃ組の生徒だった。

　性格は真ま面じ目めで勤きん勉べん。成績は学年でもトップクラスだ。ちなみに、見た目のイメージからあまり知られていないものの運動神しん経けいだって決して悪くない。むしろかなり良かった。

　欠点らしい欠点と言えば、少々潔けつ癖ぺき症しようすぎるきらいがあるぐらいだろう。

　とくに、Ｈな男子が大の大の大だい嫌きらいだったりする。

「遅くなっちゃったわ」

　帰る途と中ちゆうで本屋に寄ったのがいけなかった。ついつい夢む中ちゆうになって本を選んでいるうちに、こんな時間になってしまったのだ。

　少しでも早く帰ろうと、いつもは使わないこの道にしたのも失敗だった。会社帰がえりのサラリーマンや繁はん華か街がいに繰り出した若者達たちで賑にぎわっている。沙さ奈なには苦にが手てな雰ふん囲い気きだった。

「早く、早く帰らなくちゃ」

　呪じゆ文もんのように繰り返しながら、沙奈が足早に歩く。先にある角かどを曲がった時、事故は起こった。歩いてきた人物と軽くぶつかってしまったのだ。

　大学生ぐらいの若者だ。後ろには同じような若者が数人控ひかえている。

「す、すみません」

　ペコリと頭を下げると、脇を抜け立ち去ろうとする沙奈。だけどそんな彼女の前に若者が立ちはだかった。

「ちょっと待てよ。そっちからぶつかって来ておいてそれはないんじゃないかな？」

「そうそう、もうちょっと何かあってもいいんじゃない？」

　下した心ごごろ丸まる出だしのニヤニヤとした笑いが顔に張り付いていた。深い嫌けん悪お感かんと強い恐きよう怖ふが、沙奈の胸にこみ上げる。

「そうだ、これから一いつ緒しよにカラオケにでも行こうじゃないか」

「そうだ、少しぐらいならいいだろ？」

　若者達に取り囲まれ、沙奈が怯おびえた表情を見せる。

　その瞬しゆん間かんだった。

「センスのないナンパしてんじゃねーよ」

　稲いな妻ずまでも飲み込んだような、ガラガラとした声が響ひびいた。見ると、私服姿すがたの少年がニヤニヤしながら立っていた。

　沙奈と同じぐらいの年ねん齢れいだろうか。短く切られた茶ちや色いろの髪かみの毛に、ビシっと気き合あいの入った眉まゆ毛げ。細ほそ身みで筋きん肉にく質しつの体の持ち主だった。

「何だよお前は？」

「横から口くち出だすんじゃねーよ」

　沙奈を取り囲んでいた若者達が、ビシっと眉毛の少年へと矛ほこ先さきを変える。

「オレ達は、三みつ葉ば工こう科か大学のボクシング部だぜ」

「選手権けんで、入賞したことだってあるんだぜ」

　若者達の言葉に、少年は少しも動じる気け配はいを見せなかった。それどころか、ニンマリとほくそ笑えむ。

「ボクシング部か。そいつは楽しめそうだぜ」

　少年の不ふ敵てきな態度がさぞや頭に来たのだろう。若者達たちの表情が怒りのそれへと変化する。

「このガキが！」

　若者の一人が少年に向かってストレートパンチを放った。速くて重い最高のパンチ。ボクシング部なのはハッタリではなかったようだ。

　しかし、少年は軽かる々がるとそのパンチを片手で受け止めてしまう。

「なっ、バカな!?」

　信じられないって顔をする若者に、少年はフンと鼻を鳴らし興きよう冷ざめしたように言う。

「こんなもんか？　大したことないんだな、ボクシング部って」

「くそっ！」

　他の若者達も、一いつ斉せいに少年に襲おそい掛かる。

　少年は尖とがった犬けん歯しをむき出し笑った。まるで、この瞬しゆん間かんを待ちわびていたかのように。

「さあ、おっぱじめるとするか[image: ]」







　若者達のパンチを軽々と避けながら、反対に一人ずつ丁てい寧ねいに殴なぐりつけていく。

　人間離ばなれした運動神しん経けいと腕わん力りよく、天てん性せいのセンス、野や性せい的てきな闘とう争そう心しん、それらのうちどれか一つでも欠けていたらできないであろう芸げい当とうだ。

　アクション映画の１シーンのような少年の独どく壇だん場じようを見ながら、沙さ奈なはひたすら表情を強こわ張ばらせている。

　かなりやりすぎとは言え、危ないところを救われたのはありがたいことだ。だけど、沙奈には素直に喜べない理由ってのがあった。

　実は、少年のことを知っていた。

　いや、知っているどころの話じゃない。

　同級生なのだ。

「どうして？　どうしてよりにもよって梶かじ山やまが……」

　梶山獣じゆう吾ご。それが現在大おお暴あばれしている少年の名前だった。その類たぐいまれなるケンカの強さから、雲うん南なんの猛もう獣じゆうと呼ばれ恐れられている。

　それと同時に、野や獣じゆうのような性せい欲よくの持ち主としても有名だった。

　大人おとなの女性を相手に、そりゃあもうすごいことをしているともっぱらの評ひよう判ばんだった。

　若者達たちも、この尋じん常じようでない強さを体験し後おくればせながら気付いたのだろう。

「ちょっと待てよ、お前は、お前はもしかして、雲南の猛獣なのか？」

　まあなと頷うなずく獣吾に、若者達は青ざめる。

「だとしたら俺おれ達たちのかなう相手じゃないぞ」

　若者達が逃げていく。獣じゆう吾ごの恐ろしさは大学生にまで伝わっていたのだ。

「ちょっと物足りない気もするが、なかなか楽しめたぞ」

　満足気ぎ味みに頷うなずいてから、獣吾は沙さ奈なへと顔を向けた。

「お前、大だい丈じよう夫ぶか？」

　そこで初めて沙奈の顔を確かく認にんする。

「なんだ、誰だれかと思えば星ほし野のじゃねーか!?」

　意い外がいそうに目をパチクリとさせた。

「お前でも、こんなとこに来るんだな。意外だったぜ」

「ち、違うわ！」

　沙奈は大声を出して否定した。

「私はただ、本屋に寄ってて遅くなっただけよ。いつもはこんなところ通らないんだからね！」

「そっか、本屋か。星野、本好ずきだもんな。いっつも教室で読んでるし」

　納なつ得とくとばかしに獣吾は頷く。

「ま、いいや。オレはもう満足したから帰る。じゃあな」

　ピラピラっと手を振ると、スタスタと歩き出す獣吾。

　沙奈の胸に、モヤモヤとした感情が渦うず巻まいた。

（私が、こんなＨでスケベで性せい欲よくの塊かたまりのような男に助けられるなんて……）

　根本的に、沙奈は梶かじ山やま獣吾が大だい嫌きらいだった。そんな相手に助けられたことが、どうしようもないぐらいに屈くつ辱じよくに感じられてしまうのだ。

　こんな借りは早く返して、すべてなかったことにしてしまいたい！

「ちょっと待ちなさいよ！」

　気づいたら、沙奈は獣吾を呼び止めていた。

「ん、何だ？」

　肩かた越ごしに振り向く獣吾に、沙奈は懇こん願がんするかのように言った。

「何かお礼をさせて！　お願いだから！」
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　庭の木をよじ登り、獣吾は窓から自分の部屋へと入る。靴くつを脱いでベッドの下に隠かくすと、ふーと息を吐き笑った。

「よっしゃ、これで完かん全ぜん犯はん罪ざい達たつ成せいだぜ」

「何が達成ですか!?」

　いきなりクローゼットが開かれ一人の少女が飛びだしたもんだから、獣吾は大いに驚く。

「ま、マイラ！　お前、どうしてそんなとこにいるんだよ!?」

「逃げた獣じゆう吾ごさんが戻ってくるのを待ち構えてたに決まってるじゃないですか！」

　ピッタリと体に張り付く不ふ思し議ぎな服を着た少女だ。年は中学一年ぐらいだろうか？　ただしかなり発育が遅いタイプの。薄うすっぺらい胸に貧ひん相そうなお尻しりに太もも。色いろ気けってのはほとんど感じられない。

　彼女の名前はマイラ。『ＭＡＩＲＡ１０００型』というのが正式名めい称しようだ。

　獣吾のエロ修しゆ行ぎようのため、はるか未来の28世紀からやって来た女性型セクシーアンドロイド、セクシロイドなのだ（現在はちっともセクシーでなくなってしまってるけど）。

「エロ修行が嫌いやになって窓から逃げだすなんて！　見み損そこないましたよ！　獣吾さん！」

「いや、逃げだしたんじゃないんだって。オレは、ちょっとコンビニに買い物に」

「噓うそです！　獣吾さんの行動パターンなんてお見通しです！」

　マイラがピシャリと言葉を叩たたきつける。

「気晴らしにケンカでもしに、繁はん華か街がいの方に行ってたんじゃないですか？」

　見事に言い当てられたものだから、獣吾は口をモゴモゴさせる。

　もはや言い逃れはできないなと、獣吾は逆に開き直ることにした。

「こっちはしばらくケンカもしないでエロ修行してたんだから。それぐらいの息いき抜ぬきはさせてもらったっていいだろ？」

　さらに続ける。

「それに、オレが街に行ったおかげで、助かった女の子だっているんだからな」

「えっ？　女の子？」

　マイラの興きよう味みがそちらに向くのを見て、獣吾はこれ幸いと得とく意い気げに話す。

「そうなんだよ。オレが街を歩いてたら、大学生にナンパされてる女の子がいたんだよ。で、正せい義ぎ感かんからオレはそいつを助けたんだ」

「正義感？　ただケンカしたかっただけじゃないんですか？」

　ジトってした目でマイラが獣吾を見る。

「ま、そりゃナンパを邪じや魔ますればケンカを売ってくれるんじゃねーかって期待もあったさ。でも、二割ぐらいは困ってる女の子を助けようってのもあったんだぜ」

　たいして自じ慢まんできる割合じゃないけど、獣吾は胸を張って見せた。

「そしたらその女の子、うちのクラスの星ほし野のだったんだよね。よっぽどありがたく思ったのか、ぜひお礼がしたい頼むからお礼をさせてくれって熱心に言われたんだからな」

　実際はありがたがってじゃない。助けられた事実を消し去りたいぐらい嫌きらわれているからなのだけど、そこのところは獣吾には分からない。

「それで獣吾さん。何て答えたんですか？」

　マイラが身を乗り出してくる。

「その星ほし野のさんに、一いつ体たい何を要求したんですか？」

　何かを期待しているかのようにキラキラとした瞳ひとみだった。

「一体どんなことを、要求しちゃったんですか!?　恥はずかしがらず言っちゃってください！」

「別に、お礼なんていらないぜって帰ってきたけどよ」

　獣じゆう吾ごの言葉に、マイラは頭を抱えて悔くやしがる。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]もう、何やってるんですか！　せっかくのチャンスだったんですよ！　そこはいろいろとあるじゃないですか！」

　マイラは例を挙げ始めた。

「おっぱいを見せろとかパンティーを寄よ越こせとか一いつ緒しよにホテルにとか」

「でいやああああ！」

　獣吾は、マイラの頭とう頂ちよう部ぶに『何てこと言ってんだチョップ』を食らわせた。

「そんなこと頼めるはずがねーだろ！」

　顔はすでに真まっ赤かになっている。

　野や獣じゆうのような性せい欲よくの持ち主で、大人おとなの女性相あい手てに毎まい晩ばんすごいことをやってるなんてデマもいいとこだ。

　実際の獣吾は、いまだにエロ本すら開けないぐらいの純じゆん情じよう少年だったのだ。

「それにだ。星野はお前が期待してるような女子じゃねーぞ。地じ味みで静かで目立たなくて、いっつも自分の席で本を読んでるような眼鏡めがね女子だ。プロポーションだって普通かそれ以下なんだぞ！」

　さらに、小こ声ごえで付け加える。

「どっちかって言えば、こっちがお礼をしたい気分だぜ。星野のおかげで、久しぶりにケンカできたんだから」

　と、階段の方から声が聞こえてくる。

「マイラちゃん、獣吾、ご飯はんよ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「おっ！　飯めしだ飯。丁ちよう度ど腹はら減へってたとこなんだよな」

　さっさと獣吾は部屋を出て行く。

「獣吾さんは、何も分かってないですね」

　難しい顔してマイラは呟つぶやいた。

　本来、その体を使ってエロ修しゆ行ぎようをするはずだったマイラが、タイムスリップの影えい響きようでこんな体になってしまっているのだ。

　生なま身みの体を相手にエロ修行できるチャンスは、とんでもなく貴き重ちようだ。それをみすみす断ってしまうなんて。

（その星野さんにやっぱり何かお礼をしてもらうよう、獣吾さんを説せつ得とくしなくちゃ。最初だから軽めで全然いいんですよ。水着を着てもらうとかぐらいで）

　だけど、ちょっとした懸け念ねんもある。

　果たしてその星ほし野のという少女が、エロ修しゆ行ぎように貢こう献けんできるような体をしているかどうかだ。

　獣じゆう吾ごはああ言っていたけれど、実際どうなのかは見てみなければ分からない。

　マイラはしばし考えてから、コクンと頷うなずいた。

「これは、この目で確かめる必要がありますね」




　　　　　３




　雲うん南なん高校に、終業のチャイムが鳴り響ひびいた。

　しばらくすると、帰き宅たくする生徒が姿すがたを現す。トップバッターは梶かじ山やま獣吾だった。

　実は、今朝けさ家を出る時、マイラにしつこく言われていたのだ。

『獣吾さん。昨日きのうの遅れを取り戻さなくちゃいけませんからね。今日きようは授業が終わったら大急ぎで帰ってきてくださいね。大急ぎで学校を出てくださいね』

　部屋を抜けだした後ろめたさがあるから無む視しするわけにもいかず、やや急ぎで学校を出たのだった。

　もちろん、獣吾は知らなかった。

　そのマイラが、学校の校門の茂みに隠かくれているってことなんて。







「獣吾さん、ちゃんと言ったとおりに学校を出てくれたみたいですね」

　獣吾が通り過ぎるのを確かく認にんしてから、マイラは茂みの中からひょっこりと顔を出す。

　わざわざここまでやって来た目的は一つ。獣吾が助けたという星ほし野のという少女が、一体どんな体をしているのかを確認するためだ。

　とは言っても、昼ひる間ま来てしまったら獣吾に見つかってしまう。マイラの魂こん胆たんを知ったら、余よ計けいなことをするなと叱しかられるだろう。

　また、掃そう除じ用具倉そう庫こに閉じ込められることにもなりかねない。

　でもって考えだされたのが、『獣吾をさっさと家に帰らせてしまおう作戦』だったのだ。

　その作戦は大だい成功だった。後は獣吾のクラスに行き星野という女子生徒を探すだけだ。

　マイラは茂みを抜けだすと、正面玄げん関かんへと向かう。来客用ようのスリッパを履はき、獣吾のクラス、二年Ｃ組を目指す。

　チュニックにショートパンツっていう現代の格かつ好こうをしているものの、学校に私服の少女がいたら目立つ。ましてや明らかに高校生じゃないし、金きん髪ぱつだし。

　だけどマイラらは人の目なんてちっとも気にしなかった。期待に胸を膨ふくらませ、三階にある二年Ｃ組の教室へと到着する。

　丁ちよう度ど教室から出てきた女子生徒に、マイラは尋たずねた。

「すみません。星ほし野のさんってどなたですか？」

「星野、ああ、沙さ奈なね」

　マイラに少々戸と惑まどいながらも、女子生徒は振り向き教室内を確かく認にんしてくれる。

（沙奈さんって言うんですね）

　マイラはその名前を記き憶おくする。

「あ、いないわね。多分、部ぶ活かつに行っちゃってると思うのよ」

「部活……ですか」

　教室にいないのは残念だけど、まだ帰き宅たくしていないのなら問題ない。

「どこですか？　場所を教えてください」

「えっと、まず一階に行くのよ。それから渡り廊下に出て、少し歩くと左手に講こう堂どうがあるの。そこよ」

「一階の講堂ですね。分かりました」

　丁てい寧ねいにお礼を言うと、マイラは言われたとおりに一階へと向かう。渡り廊下を歩き途と中ちゆうにある講堂前まえで足を止めた。

　講堂は、小さな体育館といった感じの建物だった。

　校舎の他の部分と比べてアンバランスなぐらい古さを感じさせている。おそらく、校舎が改かい築ちくされる時、ここだけ取り残されたのだろう。

　今いま更さらだけど、マイラは小こ首くびを傾かしげる。

「一体、何の部活なんでしょうね？」

　地じ味みで静かで目立たなくて、いっつも自分の席で本を読んでいる眼鏡めがね女子。

　そんな獣じゆう吾ごの言葉を思いだす。

「文ぶん芸げい部ぶ……はこんな場所じゃやんないですよね。となると、演えん劇げき部とかですかね？」

　考えてても仕方がないから、マイラは扉とびらを開けてみることにした。

　そこには、予想をはるかに超える光こう景けいが広がっていた。

「え!?」

　まさか、こんな部が活動しているとは思わなかったから、マイラは少々驚おどろく。

　だけど本当に驚くのはこれからだった。

　沙奈を探そうと見渡すけれど、特とく徴ちようである眼鏡をかけた女子生徒の姿すがたがない。

　近くにいた生徒に、マイラは尋ねる。

「あの、星野沙奈さんって」

「星野さんなら、ほら」

　女子生徒が指さす方向に目を向けたマイラは、どっひゃ[image: ～][image: ～][image: ～]って声を出しそうになるぐらい驚いた。

「あ、あの人が、星ほし野の沙さ奈なさんなんですか!?　同どう姓せい同名の別人ってことないですよね？　二年Ｃ組の星野沙奈さんで間違いないんですよね」

「そうよ、正しよう真しん正しよう銘めい、二年Ｃ組の星野沙奈さんよ」

　女子生徒がクスリと笑う。

「まあ、驚く人も少なくないけどね。普段とギャップがあるから」

　女子生徒は、大きく手を振った。

「星野さ[image: ～][image: ～][image: ～]ん、お客さんよ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですから！」

　マイラは早口に言うとさっさと講こう堂どうを後にする。沙奈の姿すがたさえ確かく認にんできればそれで十分なのだ。

　少し歩いた場所で足を止めると、マイラは興こう奮ふんした口く調ちようで呟つぶやいた。

「これってすごいことですね。すごいチャンスですよね。昨さく晩ばんの口くち振ぶりからすると、獣じゆう吾ごさんは沙奈さんのことをまるで分かってないってことですね」

　最高の金きん脈みやくを見つけたような気分だった。

「獣吾さん、沙奈さんにしてもらうお礼、わたし、決めちゃいましたよ！」

　目を輝かせ、マイラはそう叫んだのだった。
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　自分の部屋の机にて、獣吾は雑誌を眺ながめていた。

　瞳ひとみは見開かれ鼻はな息いきは荒い。興こう奮ふん状態にあるのは間違いなかった。

　かと言って、眺めている雑誌がエロエロだってわけじゃない。プロレス雑誌だ。

「ポチョムキン藤ふじ岡おかの必ひつ殺さつ技わざ、ポチュバスター。一度生なまで見てみたいもんだぜ」

　獣吾が呟いた直後だった。いきなり部屋の扉とびらが開かれる。

「獣吾さん[image: ]」

　飛び込んできたマイラに、獣吾は大いに驚いた。

「ぐわっと！」

　慌あわててプロレス雑誌を隠かくそうとして手が滑すべり、床に落っことしてしまう。

（マズったぜ！）

　獣吾は顔をしかめた。

「ちょっと獣吾さん！　エロ修しゆ行ぎようをなまけて何てもの見てるんですか！」

　って叱しかられるのがいつものパターンだったのだ。

（いやいや、でもマイラだって悪いんだぞ。人に早く帰ってくるようしつこく言ってたのに、自分はどこかに出かけちまったんだから）

　怒られたらそのことを突っ込んでやろうと考える獣じゆう吾ご。だけどそんな必要はなかった。

　マイラは床に落ちたプロレス雑誌なんて眼がん中ちゆうにないといった様よう子すで獣吾に詰め寄ってくる。嬉うれしくてたまらないといった様子でだ。

「獣吾さん！　やっぱり沙さ奈なさんにお礼してもらいましょうよ！」

「沙奈？」

　ポカンとしてから、獣吾は頷うなずく。

「ああ、そういや星ほし野のの名前ってそんなだったな」

　獣吾は苦にが笑わらいを浮かべた。

「オレも、ちょっと考えてたんだよな。今日きよう、学校でもお礼をさせてくれってうるさかったから。明日あした辺あたり、ジュースの一本ぐらいおごってもらえばそれで」

「そんなのダメです！」

　マイラが声を大きくする。

「きっと、沙奈さんだって納なつ得とくしてくれません。もっと別なことを頼みましょうよ」

「おい、マイラ」

　獣吾が少々険けん悪あくな声を出す。

「またエロいこと頼めなんて言うんじゃねーだろうな？」

　もしそんなこと言ったらまたゲンコツだぞと獣吾は無む言ごんのプレッシャーをかける。

「そんなこと言いませんって」

　不ふ自然なくらい大きく首を振りたくる。

　それから、こんな提てい案あんをした。

「こんなのはどうですか？　部ぶ活かつしてるとこを見せてもらうってのは？」

「へっ、部活？」

「そうです。部活です」

「う[image: ～][image: ～][image: ～]む」

　獣吾はあまり気き乗のりしない顔で唸うなる。

「星野が入ってるとしたら、文ぶん芸げい部ぶとかそんなだろ？　わざわざ見るほどのもんなのか!?」

「それがいいんですよ！」

　マイラはここぞとばかしに説せつ得とくにかかる。

「わたし、前々から思ってたんです。獣吾さんって、乱らん暴ぼうなように見えて実は知ち的てきで繊せん細さいなとこがあるじゃないですか？　きっと文学の才能だってあると思うんです。ちょっとくらい覗のぞいてみるのも悪くないんじゃないでしょうか!?」

　適当なことを言っておだてるマイラ。

「知的で繊細だって!?」

　獣じゆう吾ごの瞳ひとみが大きく見開かれた。表情が強こわ張ばり犬けん歯しがガチガチと嚙かみ鳴らされる。

（あれ、わたし何か言ってはいけないこと言っちゃったのかも？）

　さすがのマイラも、背せ筋すじを震わせる。

（このままわたし、獣吾さんに頭からガリガリ齧かじられちゃうんじゃ？）

　だけど、そんなことにはならなかった。

「よく言ってくれた！　マイラ！」

　獣吾はマイラの肩を両手でバシンバシンと叩たたく。

　野や蛮ばんで凶きよう暴ぼうとなら耳にタコができるぐらいに言われ続けてきていた獣吾だけど、知ち的てきで繊せん細さいなんて言われたのは初めてだった。

　よほど嬉うれしかったのだろう。ニヤニヤしながら満まん更ざらでもない顔で呟つぶやく。

「そーだな、オレもそろそろ自分の才能を開かい花かさせてもいいころだ。よし、それなら星ほし野のに頼んでみるぜ。部ぶ活かつを見せてくれって」

「そうですよ、沙さ奈なさんもきっとＯＫしてくれますって！」

　作戦大だい成功とガッツポーズを決めるマイラに、獣吾は不ふ思し議ぎそうに尋たずねた。

「ところでマイラ。お前、どうして星野の名前を知ってたんだ？　オレだってほとんど忘れてたってのに」

「そんなことはどうだっていいじゃないですか!?」

　マイラは大声を出して誤ご魔ま化かした。

「とにかく、明日あした沙奈さんに部活してるとこを見せてくれって頼んでください！　きっと獣吾さんにとっていい刺し激げきになりますから！」
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「ねえ、沙奈。沙奈ってば」

　自分の席で本を読んでいた沙奈に声がかかる。

　顔を上げると、同じクラスの女子生せい徒と二名が立っていた。

　登校したばかりなのだろう。まだ鞄かばんを持ったままだ。

「おはよう。どうかしたの？　二人とも慌あわてて」

「どうかしたじゃないわよ」

　二人は沙奈に詰め寄った。

「聞いたわ。昨日きのう、何かと梶かじ山やま君に声をかけてたらしいじゃない。お礼がどうとかこうとかって。一体どういうことなの？」

　沙奈はやれやれとため息をつく。こうなるのが嫌いやでなるべくクラスメイトのいない廊下などで獣吾に声をかけていたというのに。

　こうなってしまったからには、話さないわけにはいかないだろう。

　沙さ奈なは手て短みじかにことの顚てん末まつを説明した。

「一昨日おとといの夜、学校帰がえりに駅近ちかくで大学生達たちにからまれたの。そこで、たまたまた通りかかった梶かじ山やまが助けてくれたのよね。だから、何かお礼をって思ったの。なのにあいつがお礼なんていいって言い続けてるから、しつこく声をかけてるってわけ」

「それじゃ何、梶山君は沙さ奈なを助けたヒーローってことなのね」

　女子生せい徒と二人がキャーって嬌きよう声せいを上げる。

「別に、そんなんじゃないわ」

　沙奈は不快そうに言った。

「私を助けるって言うより、ケンカしたくてたまらなかったって感じだったしね」

「でも、しつこくお礼させてって言ってるぐらいなんだから、沙奈は感謝してるってことでしょ？」

「あれだけ梶山君のこと嫌きらってた沙奈がそんなことするなんて、これってすごい進歩だわ」

　盛り上がる女子生徒らに、沙奈は首を横に振る。

「そんなんじゃないわ。梶山のことは相変わらず嫌いよ。ううん、大だい嫌いだわ」

「それじゃどうしてお礼なんか」

「大嫌いだからこそよ！」

　力強く、沙奈は言い切った。

「私は、一いつ刻こくも早く梶山獣じゆう吾ごって男に助けられた事実を消し去りたいの！　さっさと借りを返してしまいたいの！　この関係を解かい消しようしたいのよ！」

　沙奈の強い意志に、女子生徒らも言葉を失ってしまう。

「でも、沙奈。それって少し危険じゃないかな？」

　一人の女子生徒が口を開く。

「しつこくお礼をさせろって迫った結果、もし梶山君がとんでもないことを要求してきたらどうするの？」

「そうよ、例えば、沙奈の体を要求してきたりしたら」

　沙奈を心配してるって言うよりは、シチュエーションを想そう像ぞうして喜んでいるようだ。二人は顔を見合わせまた盛り上がる。

「もちろんそんなのは断るに決まってるわよ。何でもＯＫするわけないじゃない」

　当たり前だとばかしに沙奈は言うと、席を立った。

「私、図書館に用よう事じがあるから行くわ。それじゃね」

　本を小こ脇わきに抱え、沙奈は教室を後にする。

　本当に図書館に用事があるわけじゃない。あのまま教室にいたらさらに話の種たねになりそうだったからだ。

　それでも他に行く場所もないから、図書館にでも顔を出そうと足を進めた時だった。階段を登ってきた獣じゆう吾ごと遭そう遇ぐうする。

「あっ！」

「おっす、星ほし野の」

　獣吾が尖とがった犬けん歯しをむきだす。威い嚇かくしたんじゃない。笑ったのだ。

「いいところで会ったわ。梶かじ山やま。お礼のことなんだけど、ファーストフードの商品券けんでどう？　三千円……ううん、五千円分ぶん用意するわ！」

　お願いだから受け取ってってぐらいの気き迫はくを込めて獣吾に迫る。

「さすがにそんなもの受け取れねーよ。それに、お前にして欲しいお礼、ちゃんと考えてきたんだよ」

「えっ、考えてきたの？」

「ああ、そうだぜ」

　獣吾が頷うなずく。

『沙奈の体を要求してきたりしたら』

　先さき程ほど聞いた言葉が頭を過よぎった。

　沙奈は大きく深しん呼吸をした。ゆっくりと心を落ち着かせてから尋たずねる。

「それで、何？」

「そんな難しいことじゃねーんだ」

　そう前まえ置おきしてから、獣吾は言った。

「お前が部ぶ活かつしてるとこ、オレに見せて欲しいんだよ」

　沙奈は驚いた。

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　ぐらいは驚いた。

　何故なぜか青ざめ後ずさる。

「それ、本気で言ってるの？」

（何だよこいつ。オレには文ぶん芸げいなんて似に合あわないなんて思ってんのか？）

　少々ムッとした獣吾は、半なかば叫ぶように繰り返す。

「ああ、本ほん気きだ。部活してるお前を見たいんだよ！」

　沙奈ばしばらく考えてから、何かを決意したように頷いた。

「分かったわ。見せればいいのね」

　獣吾を睨にらみつけると、挑ちよう戦せん状じようでも叩たたきつけるかのように言い放った。

「今日きようの放課後ご、六時半に講こう堂どうに来て。いい、六時半よ！」
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　そして、六時半。

　すっかり薄うす暗ぐらくなった渡り廊下を歩き、獣じゆう吾ごは講こう堂どうの前へとやって来る。

　授業が終わってから二時間程ほど経けい過かしている。学校近ちかくのコンビニで立ち読みしたりして時間を潰つぶすのもなかなか大変だった。

「しかし、どうして六時半なんだ？」

　六時半と言えば完全下げ校こうの時刻だ。文化祭さい直前でもない限り、どの部ぶ活かつも六時十五分には終わりにする。事実、辺りには生徒の姿すがたはない。

　どうして沙さ奈ながこんな時間を選択したのか、獣吾にはさっぱり分からなかった。

　分からないと言ったらもう一つある。講堂という場所だ。

　決して体育館程ほどは大きくはないが、それでも普通の教室二つ分ぐらいはあるだろう。

（文ぶん芸げい部ぶにこんな大きな建物がいるのか？　そんなに大おお人にん数ずうってこともないだろ）

　獣吾は想そう像ぞうした。広い講堂の中央に置かれた机つくえ。そこに座り、カリカリと原げん稿こうを書く沙奈。

　何だか物もの寂さびしさを感じさせる光こう景けいだ。

「ま、いいか」

　細かいことは気にせず獣吾は扉とびらを開け講堂の中へと足を踏み入れた。

　机はなかった。その代わり、何故なぜか正せい方ほう形けいにマットが敷しかれている。

「マット？　文芸部に？」

　獣吾は首を傾かしげた。

「最近の文芸部は、寝ねっ転ころがって書くのが主流なんだろうか？」

　少し不ふ自然に感じる獣吾だったけど、待てよと思い直す。

（文学ってのはいわば心の内側を文字の形にしさらけ出すってことなんだ。堅かた苦くるしい体たい勢せいよりもリラックスできる状態の方がいいに決まっている。ううむ、奥が深い）

　自分勝かつ手てに納なつ得とくし感かん心しんしている獣吾に声がかけられる。

「来たのね」

　髪かみの毛を後ろで縛しばったジャージ姿の少女だった。

　最さい初しよ獣吾はそれが誰だれなのか分からなかった。すこし顔を眺ながめてからあって声を上げる。

「星ほし野のか!?」

「そうよ。誰だと思ったのよ」

　不ふ機き嫌げんそうに言う。

[image: ]

「だって、お前眼鏡めがねかけてないし。髪の毛だって」

「コンタクトよ。眼鏡も長い髪の毛も部活するのに邪じや魔までしょ？」

　そんなことも分からないのといった口く調ちようだった。

（あ？　物を書くのに眼鏡めがねと長い髪かみの毛が邪じや魔ま？）

　疑問を覚える獣じゆう吾ごに、沙さ奈なが言う。

「さっさと始めてさっさと終わらせましょ。見回りの先生が来る前に」

　とりあえず眼鏡と髪の毛の謎なぞは棚たなに置き、獣吾がぼやく。

「だったらもっと早くにすりゃいいのに。こんな時間まで待たせるんだから」

「そんなことできるはずないじゃない。早い時間にしたら、他のみんなもいるのよ」

　苦く渋じゆうの顔で続ける。

「みんなが部ぶ活かつしているとこ、あんたに見せるわけにはいかないわ。恥ち辱じよくを味わうのは私だけでいいのよ」

「ちじょくってどういう意味だ？」

「恥はずかしいって意味よ！」

　沙奈が鋭く叫ぶ。

「おお、さすが文ぶん芸けい部ぶだぜ。難しい言葉を知ってんだな～」

　感心する獣吾に、沙奈が怪け訝げんそうな顔をする。

「文芸部？」

　それにしてもと、獣吾は考え込んだ。

（しかし、文ぶん芸げい部ぶの活動ってそんな恥はずかしいものなのか？）

　これまで感じてきた疑問が頭の中を飛び回る。

　文芸部にしては大きな場所。

　机つくえはなく何故なぜかマット。

　眼鏡めがねと長い髪かみの毛が邪じや魔ま。

　獣じゆう吾ごに見られるのが恥はずかしいという活動。

　ようやくこの時になって、獣吾は核かく心しん部分にたどり着く。

（星ほし野のって、本当に文芸部なのか？　ひょっとして、もっと別の部ぶ活かつなんじゃ）

　次の瞬しゆん間かん、獣吾の表情が驚きよう愕がくのそれへと変化する。

「まあいいわ。始めるわよ」

　そう言った沙さ奈ながいきなりジャージのジッパーに手をかけ下ろしたからだ。

　その下から現れるのは、体にピッタリと張り付いた淡あわいピンク色のレオタード。

　上うわ着ぎに続き、ジャージのズボンまで脱ぎ捨てる。

　沙奈の体が、白日の下にさらされた。

　スラリとした体型。だけど決して貧ひん相そうなわけではない。レオタードの胸むな元もとは十分なボリュームを持っている。お尻しりの形だって抜ばつ群ぐんだ。

　かなり着やせする質たちなのだろう。普ふ段だんの制服姿すがたからは想そう像ぞうもできないような、セクシーボディーだった。

　彼女がこんなにも恵まれた体型をしているなんて獣吾は知らなかった。水みず着ぎ姿を見ていたら獣吾だって少しは察することができたかもしれないけど、実は沙奈、昨年の夏は体調不ふ良りようで水泳の授業に一度も参加していなかったのだ。

「な、ななななななななななな[image: ]」

　のけぞった獣吾は、唇くちびるをわなわなとさせる。

「おま、お前、な、何て格かつ好こうしてんだよ!?」

　すでに獣吾の顔は真まっ赤かだ。心しん臓ぞうはドキドキと激しく脈みやく打うち、喉のどはカラカラ、背中には嫌いやな汗が噴ふきだしている。

「別におかしな格好じゃないわよ！」

　かなり恥ずかしいのだろう。顔を真っ赤にし、沙奈は叫ぶ。

「新しん体操部ぶなんだから！」

「し、新体操部だって!?」

　すべての謎なぞが解けた瞬間だった。

　そりゃ、新体操部ならこれぐらいの場所は必要になるだろう。

　新体操部なら、机じゃなくマットがあって当然だ。

　新体操部なら、眼鏡も長い髪の毛も邪魔に思うのも頷うなずける。

　新しん体操部ぶなら、そりゃあ獣じゆう吾ごに見られたら恥はずかしいに決まってる。

（マイラ！　あいつ、星ほし野のが新体操部だってこと知ってやがったんだな!?）

　マイラの大して大きくもない手の上で踊らされたことに、獣吾は初めて気付いた。だけど、もう遅かった。

「音楽、かけるわよ。何もないと踊りにくいから」

　マットの脇に置いてあったＣＤラジカセを操そう作さする沙さ奈な。さらに、近くにあった箱の中からヒラヒラとした紐ひものついたスティックを取りだす。

　新体操で御お馴な染じみのリボンだ。

　獣吾は危き機き感かんを覚えた。

　何もしないでもこれだけの破は壊かい力りよくのある沙奈のレオタード姿すがただ。これで踊られてしまったらどんな兵へい器きへと昇しよう格かくするか分かったもんじゃない。

（星野の踊りなんて見たら、オレは鼻はな血ぢを噴ふきだすに決まってる！　その情なさけない姿は星野の口からクラス中、いや、学校中じゆうに広まるに違いない！　そしてオレは、ちじょくってのを味わうんだ！）

　覚えたての言葉を心の中で叫んでいる。

　いや、恥ち辱じよくを味わうだけじゃすまないだろう。弱点を広く知られてしまうことになるのだから。

　これまで獣吾に倒された不ふ良りよう達がエロ本なんかを武ぶ器きにリベンジしてくるのは明らかだった。

　第一に、そんな事実が広まったら男のプライドが我が慢まんならない！

「星野、止やめろ！　止めてくれ！」

　だけど、沙奈のレオタード姿にすっかり当てられてしまって、声がかすれてしまっている。

　沙奈は沙奈で獣吾の視線を意識しないよう、音楽に集中していたのも良くなかった。

　沙奈が踊り始めた。

　目を閉じるとかそっぽを向くとかしようとする獣吾だが、すでに全身が硬こう直ちよくしてしまっている。首を動かすどころか瞬まばたきをすることすらできない。

　踊る沙奈の姿に、獣吾がいつまでも耐たえられるはずもなかった。

　普ふ段だんのお堅い雰ふん囲い気きとのギャップも作用し、何だかとてつもなくエロティックに見えてしまう。破壊力は危険レベルだった。

　心しん臓ぞうがドキドキし血液が沸ふつ騰とうしそうになる。頭はクラクラし鼻の奥は灼しやく熱ねつする。

　すごい勢いで獣吾の鼻から鼻血が噴きだした。

「ぐおおおお！」

　獣けもののような唸うなり声を上げ、獣吾は鼻を押さえ講こう堂どうを飛びだして行く。転てん々てんと血の痕あとを残しながらだ。

「えっ!?」

　キョトンとしたのは沙さ奈なだった。踊りを中ちゆう断だんし、獣じゆう吾ごの飛びだしていった講こう堂どうの出入り口を見つめる。

「一体、どうしたのよ」

　心しん底そこ訳が分からないといった様よう子すで、沙奈はポツリと呟つぶやいたのだった。
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　睡すい魔まと闘う最大の難なん関かん、午後一の授業が終了した。

　教師が出て行くと、生徒達から息が漏もれる。これまで堪こらえていた欠伸あくびを連れん発ぱつする生徒もいた。彼らはまだいい方だろう。いまだ居い眠ねむりをしたままの生徒だっているのだから。

　そこへいくと、沙奈はさすがに優ゆう等とう生せいだった。居眠りなんてもちろんしていないし、欠伸だってない。

　ただ、少々うかない顔をしている。普ふ段だんより授業に集中できずにいたのだ。

　その原因はもちろん、昨日きのう目まの当たりにした獣吾の不ふ可か解かいな行動に他ならない。

（私が踊り始めた途と端たん、逃げだすなんて……。それに、あれって鼻はな血ぢよね）

　獣吾が噴ふきださせた鼻血を沙奈は見み逃のがしていなかった。第一、講堂の床に点々と落ちた血をキレイに拭ふきとったのは沙奈自じ身しんなのだから。

　獣吾だって人間だ。鼻血を出すことだってあるだろう。ただ問題は、どうしてあのタイミングでだってことだ。

　飛びだしていったきり、戻ってこなかったのも気になるところだった。

　本ほん人にんに尋たずねたくても、獣吾は珍めずらしく学校を休んでいるからそれもできない。

「本当に何なのかしら？」

　沙奈が考え込んでいる時だった。教室の端はしの方からこんな声が聞こえてくる。

「おおお、スッゲーなこれ」

「だろ？　今週のグラビアはマジで当たりなんだよ」

　チラリと横よこ目めで見ると、数名の男子が近くに集まっていた。昼休みに学校近ちかくのコンビニで買ってきた青年誌しのグラビアページでも眺ながめているのだろう。

　別に珍しくもない。教室ではよくある光こう景けいだ。

　軽けい蔑べつしたように眉まゆをひそめ視線を戻す沙奈。その耳に、さらに男子の声が飛び込む。

「この際どい水着を見ろよ。鼻血もんだぜ」

（えっ!?）

　沙奈は少し目を大きくした。

（鼻血ですって？）

　Ｈな本を見たりして鼻血が出るというのは、漫まん画がやアニメではポピュラーな光景だって沙奈は知っていた。だけどそれが現実に起こりうることとは思っていなかった。

「ねえ、ちょっといい？」

　男子達たちに沙さ奈なは声をかける。

　驚いたのは声をかけられた男子達だ。こういったグラビア雑誌を眺ながめる男子達に対し沙奈が無む視しを決め込んでいることはすでに有名だったからだ。

　てっきり沙奈が我が慢まんできなくなって抗こう議ぎのために声をかけてきたのだと男子達は思う。

「悪い悪い、もっと離れたとこで見るから」

　そそくさと離れていこうとする男子達に、そうじゃないと沙奈は告げる。

　それから、真ま顔がおで尋たずねた。

「おかしなこと聞くんだけど、男子ってそういう雑誌を見ると本当に鼻はな血ぢが出たりするの？　その、興こう奮ふんしたりして」

　沙奈にしてはかなり恥はずかしい質問だったけど、勇気をもってしてみた。

「鼻血……」

　しばしポカンとしてから、男子達は笑いだす。

「そんなはずあるわけないだろ？」

「そーそー、いくら何でもこんなグラビアで鼻血なんて出やしないよ。さっきのはほら、鼻血が出そうなぐらいスゴいって言いたかっただけだよ」

「小学生じゃあるまいし、高校生にもなって興奮して鼻血なんてな」

「そーそー、ありえないありえない」

　男子達が口々に言う。

「そう……なんだ。ありがと」

　お礼を言うと、沙奈は顔を戻す。

　小学生じゃあるまいし、高校にもなって興奮して鼻血を出すなんてありえない。それが男子達の見けん解かいのようだ。

　沙奈だって、自分が着やせするタイプだってことは分かっている。同どう年ねん代だいの女子に比べてプロポーションがいいことだって知っている。

　だけど、別に裸はだかになったわけじゃない。普通のレオタード姿すがただ。鼻血を出せるほど男子を興奮させる威い力りよくがあるとは到とう底てい思えない。

（第一に、そんなだったら最初から踊ってるとこを見せろだなんて言わないはずだわ）

　そこで、沙奈は思いなおす。

（いいえ、そうじゃないわ。梶かじ山やまは一ひと言ことだって『踊ってるとこを見せろ』なんて言ってなかったわ。ただ部ぶ活かつをしているところを見せてくれって）

　さらに思いだされるのは、獣吾の呟つぶやいた言葉だ。

『おお、さすが文ぶん芸げい部ぶだぜ。難しい言葉を知ってんだな～』

（ひょっとして梶かじ山やまは、私が新しん体操部ぶだって知らなかったんじゃ？　文ぶん芸げい部ぶと思い込んで、その活動を見学したいって思ってたんじゃ？）

　さらに、昨日きのうの細かい情じよう景けいを思いだす。

（私がレオタード姿すがたになった時、梶山、あたふたしてなかった？　顔を真まっ赤かにさせてなかった？　やっぱり、私のレオタード姿に耐え切れなかったんじゃ？）

　だけど、相手はあの梶山獣じゆう吾ごだ。数え切れないぐらいの大人おとなの女性をモノにしてきたという噂うわさの野や獣じゆうなのだ。沙奈のレオタード姿ごときで鼻はな血ぢを出し逃げだすはずがない。

　沙奈が一人、悩み続けていた時だった。

「沙奈」×２

　と声がかけられる。

　昨日、獣吾のことを尋たずねてキャーキャー喜んでいた女子生せい徒と二人だった。沙奈はほんの少しだけ面めん倒どう臭くさそうな顔になる。

「ねえねえ、あれからどうなったの？」

　何のことを尋ねているのかは容よう易いに想そう像ぞうがついたけれど、一いち応おう沙奈はそらっとぼけてみる。

「何のこと？」

「もちろん、梶山君のことに決まってるじゃない！」

「何か進しん展てんはあったの？　お礼、頼まれちゃったりしたの!?」

　二人の瞳ひとみでは、好こう奇き心しんって名の炎ほのおがメラメラと燃え上がっていた。

　獣吾の眼めの前でレオタード姿で踊ったなんて言ったら最後、大おお騒さわぎになるのは明らかだった。

「別に、何もないわ」

　明らかに落らく胆たんする二人に、沙奈は尋ねる。

「ところで、今いま更さらなんだけどね。あれって本当のことなの？」

「あれ？」

「その、何て言うか」

　モゴモゴと口を動かしてから、沙奈は小こ声ごえで囁ささやく。

「その、梶山が数え切れないぐらいの大人の女性を……その………モノにしてきたって」

「当然じゃない！」

「当然だわ！」

　女子生徒二人が大声を上げる。

「梶山君は、超ちようハードＨなＤＶＤをタダ同どう然ぜんの値ね段だんで男子達にばらまいてたのよ。大人の女性とそりゃあもうすごいことをやりすぎて、エロＤＶＤじゃ満足できなくなったからに違いないでしょ？」

「水泳の時だって、私達の水着姿を一度として見なかったのよ。あれって、私達の水着姿がかすんで見えるぐらい大人の女性といろんなことしてるに違いないわ！」

　これまでの沙さ奈なは、クラスで囁ささやかれるこれらの噂うわさを頭から信じていた。だからこそ、獣じゆう吾ごを不ふ埒らちで不ふ潔けつで節せつ操そうのない男だと軽けい蔑べつしてきたのだ。

　だけど、鼻はな血ぢを流し逃げていく獣吾を目もく撃げきした後だから、冷静になって別の考え方もできる。

（ＨなＤＶＤをタダ同どう然ぜんでばらまいていた。女子の水着姿すがたを一度として見なかった……か）

　少し考えてから、沙奈は思った。

（それってもしかしたら、ＨなＤＶＤを手放したい。女の子の水着姿を見たくないってことじゃないかしら）

　単たん純じゆんに考えればそんな可能性も十二分にありえる。

　なまじ顔が怖こわくてケンカが強くて超ちよう肉食系けいのイメージが固まってたから、誰だれもがそう考えられなかったようだ。

　沙奈は、ここで一つの仮か説せつを立てた。

（性せい欲よくの塊かたまりだとか、息を吸うように女性を襲おそうとか、ＯＬ千せん人にん斬ぎりをしたとか、そういった類たぐいの噂は全ぜん部ぶ全部ただの噂。本当の梶かじ山やまは、Ｈなことが人ひと一倍苦にが手てなんじゃないかしら？　女の人の裸はだかはもちろん、私のレオタード姿でさえまともに見られないぐらいに）

　恐るべし星ほし野の沙奈、獣吾の秘ひ密みつの核かく心しんに迫ろうとしていたのだった。
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　ガチャリと音を立て、梶山家の二階、獣吾の部屋の扉とびらが開かれた。

　ひょっこりと入ってきたのは梶山家の居い候そうろうアンドロイド、マイラだ。可愛かわいらしいエプロンをつけている。

　もうすぐ夕方だと言うのに、カーテンは閉められたままで薄うす暗ぐらい。布ふ団とんはこんもりと盛り上がっている。どうやら獣吾はまだ布団の虫になっているようだ。

「もう、仕方ないですね」

　マイラは窓まど際ぎわに向かうとカーテンを開けた。窓も少し開け換かん気きをする。

　それから、こんもりと盛り上がる布団に顔を向けると腰に両手を当て言った。

「獣吾さん、いくら何でも落ち込みすぎですよ。もうすぐ夕方なんですから、シャキっとしてくれないと」

　布団から返事はなかった。

「獣吾さんってば、起きてくださいよ。お出かけしてる獣吾さんのお母かあさんが戻ってきたらさすがに怒られちゃいますよ」

　マイラはベッドに歩み寄ると、両手で力強くこんもりとした膨ふくらみを押す。

「それに、獣じゆう吾ごさん昨さく晩ばんから何も食べてないじゃないですか。そんなんじゃヘロヘロになっちゃいますよ。わたし、ホットケーキを作ったんです。一いつ緒しよに食べましょうよ。今度のは自信作さくなんですよ。二枚に一枚しか焦こがさなかったんですから」

　誇らし気にマイラがそう言っていた時だ。いきなり布ふ団とんの中からゴツい腕がニョキッと突きだされる。それはマイラの顔をガッチリと摑つかんだ。

「こうなったのは、一体誰だれのせいだと思ってやがるんだゴラ」

　険けん悪あくってのをたっぷりと塗りつけた声と共に、獣吾が顔を出す。

　ゲッソリとしているが、瞳ひとみだけは怒りでギラついていた。

「オレを騙だましてあんなものを見せたお前のせいだろーが！」

　ガラガラとした声を響ひびかせる。火でも噴ふきそうな勢いだ。

「なのにお前は反省もせず能のう天てん気きにホットケーキなんぞ焼きやがって！」

　言いがかりもいいとこなのだけど、こういう時の獣吾に何を言ったって仕方ない。数ヶ月の付き合いでマイラだって十二分に分かっている。

「すみませんすみません、昨日きのうの夜にチョップされてしっかり反省してますから！　わたしもちょっとやりすぎました。もう二度とあんなことしませんです！」

　適当な謝しや罪ざいの言葉を並べる。

　獣吾はマイラの顔から手を離すと、ガックシと脱だつ力りよくした。

「きっと星ほし野のの口からオレの弱点はクラス中、いや学校中に広まっているはずだ。猛もう獣じゆうなんて笑わせるぜ、梶かじ山やま獣吾はただのエロヘタレじゃないかって皆して大おお笑わらいしてるに違いない」

　被ひ害がい妄もう想そうを膨ふくらめて頭を抱える獣吾。やがて、むっくりと顔を上げる。

　妙みように据すわった瞳で、獣吾は呟つぶやいた。

「旅に出よう」

「え!?」

「ほとぼりが冷めるまで二、三年旅に出てくるぜ」

　いきなりベッドから飛びだすと、クローゼットを開く。奥から大きなスポーツバッグを引っ張りだし、その中に服やら下した着ぎやらプロレス雑誌やらを詰め込み始める。

　これが冗じよう談だんじゃないのが梶山獣吾の恐ろしいところだ。

「ままま、待ってください！　エロ修しゆ行ぎようはどうするんですか!?　未来の地球の運うん命めいがかかってるんですよ!?」

「うるさい！　未来の地球よりもオレの男のプライドの方が重要なんだよ！」

　手早く荷物を纏まとめると、獣吾はスポーツバッグを肩に背負った。

「じゃあな、マイラ。親父おやじとおふくろのこと頼んだぜ」

　そのまま二階の窓から外に出ようとする。窓からのエスケープはよくやっていることだから屋根には外そと履ばきだって用意されているのだ。

「ままま、待ってくださいって！」

　マイラが獣じゆう吾ごの腰にしがみ付く。必ひつ死しに獣吾の旅立ちを阻そ止ししようとするのだけど、力では到とう底ていかなうはずもない。

「ええい、放せマイラ！　行くって言ったら行くんだよ！」

　ベリベリと引き剝はがされそうになりながら、マイラは声を張り上げた。

「分かりました！　それじゃこうしましょう！　誤ご魔ま化かす方法を考えるんです!?」

「誤魔化す方法だって!?」

　獣吾が馬ば鹿か言うなよと鼻で笑う。

「オレは、レオタード姿すがたの星ほし野のが踊り始めてすぐに鼻はな血ぢを出して逃げだしたんだぜ。あれをどう誤魔化すって言うんだよ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしを誰だれだと思ってるんですか？　28世紀の技術の粋すいを極めて作られたスペシャルなアンドロイド、ＭＡＩＲＡ１０００型ですよ。電子頭ず脳のうだってそんじょそこらのアンドロイドに搭とう載さいされているものよりはずっと高こう性能なんです。待ってください。今、最高の誤魔化し方法を考えますから」

　マイラは両手の人ひと差さし指ゆびをこめかみに当てると、目を閉じう[image: ～][image: ～][image: ～]んと考え始める。

　しばらくが経過した後、パッチリと瞳ひとみを開いた。

「分かりました！　これならバッチリです！」

「本当か!?　どんな方法なんだ？」

「沙さ奈なさんに、こう説明するんですよ」

　自信たっぷりに、マイラは言った。

「あの鼻血は別にレオタード姿に興こう奮ふんして出たものじゃないって。たまたま通りかかった透とう明めい人間にパンチされて出たものだって。講こう堂どうを飛びだしたのだって、逃げたんじゃなく透明人間を追いかけただけなんだって」

　獣吾はしばし無む言ごんとなる。




『な[image: ～][image: ～][image: ～]んちゃって。これは冗じよう談だんです。本当は……○○○○○です！』

『おお、それなら完かん璧ぺきに誤ご魔ま化かせるぜ！　さすがは高性能の電子頭脳だ！』

『でしょでしょ～？　えっへん』




　とまあ、こんな展開になるのを待っていたのだ。

　だけど、いくら辛しん抱ぼう強く待っていてもマイラから『な[image: ～][image: ～][image: ～]んちゃって』という言葉は聞こえてこない。

　どうやら、『透明人間にパンチされた』と言うのが、28世紀のアンドロイドが電子頭脳をフル活用し導きだした最高の誤魔化し方法だったようだ。

「じゃあな、マイラ」

　窓まど枠わくに足をかける獣じゆう吾ご。

「あああ、獣吾さん！　待ってください！　もっといい案を考えますから！」

　マイラが獣吾の足にしがみ付く。

「時間の無む駄だだ！　お前がいくら考えたってろくでもないアイデアしか出てこないに決まってる！」

「そ、そんなことありませんよ！　他にだっていろいろ考えられますって！　寄き生せいしていたエイリアンが鼻から出てきそうになったとかどうですか!?」

　ろくでもなかった。

「話にならんぞ！」

　部屋を出て行こうとする獣吾に、ヤケクソとばかりにマイラは叫んだ。

「じゃあもうチョコでいいです！　チョコを食べ過ぎてたことにしましょうよ！」

　獣吾が動きを止めた。ゆっくりと振り向く。

「チョコの食べ過ぎ……だって？」

　片かた眉まゆを吊つり上げそう言ってから、感かん心しんしたように息を吐いた。

「なるほど、そいつは悪くないかもしれねーな」

　獣吾は考える。

（星ほし野のの部ぶ活かつ見学までは放課後ごえらく待たされてたからな。その間に大量のチョコを食べていた。鼻はな血ぢはそのせいだってことにすればいいのか）

　これにより、獣吾が実は甘い物好ずき男子という噂うわさは広まるかもしれない。

　でも、エロヘタレだって事実が広まることに比べればどうってことない。喜んで甘い物好き男子の称しよう号ごうを受け入れようと獣吾は思った。

「何だよ、お前もちゃんとしたアイデアを出せるじゃねーかよ」

　上じよう出で来き上出来と、獣吾はマイラの頭をグリグリと撫なでる。いつもなら喜ぶところなのだろうけど、何故なぜかマイラはうかない顔だ。

「ん、どうしたんだ？」

「いえ、自分で言っておきながら何なんですけど、どうもひっかかるんですよね。何か、チョコに関係して重大なことを忘れていることがあるよーな」

　考え込むマイラの肩を獣吾はバシンと叩たたく。

「思いだせないようなら大したことじゃねーさ。それよりも、いかにしてこの話に信しん憑ぴよう性せいをつけるかだな。オレ、甘い物そんな好きってわけじゃねーし、チョコなんて滅めつ多たに食べないからな」

　しばし沈ちん思ししてから、獣吾は頷うなずく。

「よし、しばらくの間あいだ学校でチョコ三ざん昧まいだな。さもうまそうに食べて見せて、チョコ好きってのをアピールするんだ」

　これは悪くないアイデアだなと獣じゆう吾ごは一人で悦えつに入る。

　今後、もし不ふ慮りよのエロハプニングが起こって誰だれかの前で鼻はな血ぢを出したとしても、全部チョコのせいにできるのだからだ。

「マイラ、オレをハメた罰ばつだ。今すぐ近所のスーパー巡りをしろ！　ありったけのチョコを買ってくるんだ！　もちろん、お前の小こ遣づかいでな[image: ]」
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　それからしばらくの後。

　両手に大きなビニール袋ぶくろをぶら下げて、えっちらおっちらと歩くマイラの姿すがたがあった。

　もちろん未来服ふくだと目立ってしまうからごくごく普通の服を着ている。

「ふう、重いですね」

　重いはずだ。袋の中には近きん隣りんのスーパーを渡り歩き買い占しめた大量のチョコレートがぎっちりと詰まっているのだから。

「せっかくのお小遣いがこれでパーですよ。せっかく今月は可愛かわいらしいお洋服を買おうと思っていたのに」

　それから、マイラはうかない顔になる。

「だけど、何なんですかね。このどうにもスッキリしない気持ちは」

　何か、チョコに関係して重じゆう大だいなことを忘れてしまっているような……そんな気がしてならない。

（本当に何なんですかね？　もうちょっとで思いだせそうな感じなんですけど）

　歩きながら考えるマイラだったけど、すぐにそんな思し考こうも止まる。

　意い外がいな人物と遭そう遇ぐうしたからだった。

「あれ!?」

　角かどを曲がった少し先にある梶かじ山やま家け。その前に立ちそわそわとした素そ振ぶりを見せているのは、雲うん南なん高校の制服を着た髪かみの長い少女だ。

　背中を向けていて顔は見えないけれど、その後うしろ姿には見み覚おぼえがある。

（ひょっとしてあの人は……）

　近づいたマイラは、おずおずと声をかけた。

「あ、あの」

　少女が振り向いた。整った顔立ちに理り知ち的な眼鏡めがねが似合っている。紛まぎれもなく星ほし野の沙さ奈なだ。

「沙奈さん!?」

　驚いた声を上げるマイラに、沙奈もまた目を大きくする。

　それもそうだろう。初しよ対たい面めんの金きん髪ぱつ少女にいきなり名前を呼ばれたのだから。

「ど、どうして私の名前を!?」

「え、いや、その」

　マイラはあたふたとした。昨日きのう、学校に忍しのび込み部ぶ活かつをしている沙さ奈なをこっそり覗のぞき見ていたなんて言えない。

「獣じゆう吾ごさんにクラスの写真を見せてもらったことがあるので」

　もごもごと口を動かし誤ご魔ま化かしてから、マイラは早口に自己紹介する。

「わ、わたしは獣吾さんの親しん戚せきの梶かじ山やまマイラって言います。いろいろと訳あって、今は獣吾さんの家に居い候そうろうさせてもらってるんです」

　軽く頭を下げてから、マイラは尋たずねる。

「あの、家に何か御ご用ようですか？」

　今度は沙奈が少々あたふたする。

「えっと……その……。梶山……じゃなくって、梶山君。今日きよう学校休やすんじゃったでしょ。それで先生が心配して、様よう子すを見てくるようにって」

「あ、そうなんですか」

　マイラがこくこくと頷うなずく。

「とにかく、中にどうぞ」

　家の扉とびらの前に立ったマイラは、右手のビニール袋ぶくろの持ち手を手首の所に移動させる。ずっと重い物を持っていてジ～ンと痺しびれている右手で玄げん関かんのドアを開いた。超ちよう高性能のアンドロイドだから、『痺れる』という機き能のうもついている。ちなみに、正せい座ざをしたって十五分が限界だ（実に必要のない機能だけど）。

　沙奈をリビングへと案内する。

「そこのソファーに座っていてくださいね。今、獣吾さんを呼んできますから」

　そう告げると、マイラはチョコのビニール袋を下げたまま二階へと向かう。

（予想外がいの出来事ですよ。まさか沙奈さんが家に来ちゃうなんて……）

　マイラは二階に上がると、獣吾の部屋へと飛び込んだ。

「お、マイラ。帰ってきたか」

　獣吾はベッドに寝ね転ころがり熱心にプロレス雑誌を読んでいる。

「誰だれかの話声が聞こえたけど、おふくろ帰ってきたのか？」

「そーじゃないんです。そーじゃないんです」

　持っていたビニール袋を放りだし、マイラが獣吾に詰め寄った。

「来たんです！　来ちゃったんです！」

「来た？」

　最初ポカンとしていた獣吾だけど、その表情を強こわ張ばらせる。

「そう……か。オレの弱点を知った連れん中ちゆうが、オレを倒そうとエロ本か何かで武ぶ装そうしやって来たってことなんだな」

　こいつはマズいぜって顔をする獣じゆう吾ごに、マイラは首を左右に振って見せる。

「そーじゃありません！　来たのは、獣吾さんに恨うらみを抱く不ふ良りようの人達じゃありません！　沙さ奈なさんなんです！」

「星ほし野のが!?」

「はい、そうです。先生に獣吾さんの様よう子すを見て来いって頼まれたそうで」

　マイラの説明に、獣吾は深しん刻こくそうな顔で考える。

「そいつはおかしいぞ。一日休やすんだぐらいで様子を見てこいなんて先生が言うなんて思えねーからな。第一、どうして星野に頼むんだ？　オレと同じ中学の出身で家の近い連中だってクラスにはいるのに」

「あ、そう言われればそうですよね。ちょっとおかしいですね。それじゃ沙奈さん、一体何しに……」

　しばし考えてから、マイラはハッとする。

「ひょっとして、助けてもらったことがきっかけで沙奈さんは獣吾さんにラブしちゃったとか？　純じゆん粋すいに休んだ獣吾さんのことが心配でお見み舞まいに来たとか？」

「お前、少女マンガの読み過ぎじゃねーのか？　そんなことあるわけねーだろ」

　馬ば鹿かにしたようにフンと鼻を鳴らしてから、獣吾は名めい探たん偵ていを意識したような渋しぶい顔を作りこう言った。

「オレが思うに、星野の奴やつは確かめに来たんだろーな」

「確かめる？　一体何なにをですか？」

「もちろん、オレが本当にエロに弱いかどうかってことさ」

　深しん刻こくな顔で続ける。

「昨日きのうのオレの様子を見て星野も大おお方かた予想はついたんだろう。だけど、確信を得るためにもう一度確たしかめたかったんだろうな。うん、そうに違いない」

　確信を込めて何度も頷うなずく獣吾。

「間違いないと分かった後で、そこら中に言いふらすつもりなんだろう。ってことはつまり、オレの弱点についてはまだ誰だれにも話してないってことだ」

　これは実に都つ合ごうがいいぞと獣吾は鼻はな息いきを荒くする。

「今この場で星野を誤ご魔ま化かすことができれば、オレの弱点は誰にも知られずにすむ。最高のチャンスが向こうからやって来てくれたってことじゃねーかよ」

　獣吾はマイラに顔を向けると早はや口くちに命令する。

「マイラ、星野に茶でも出して世せ間けん話ばなしでもしててくれ。で、その中で、オレがチョコ好きだってことを話しておくんだ。頃ころ合あいを見計らってオレが降りて行く。齧かじりかけのチョコを片手に鼻はな血ぢを流した姿すがたでな」

「なるほど、それなら確かに説せつ得とく力りよくはありますけど……」

　心配そうにマイラが尋たずねる。

「でも、そう簡単に鼻血なんて出るものなんですか？」

「そんなことなら大した問題じゃねーよ。鼻血なんてこいつでどうにでもなる」

　獣じゆう吾ごが拳こぶしを持ち上げて見せる。自分の顔面をパンチするつもりなのだろう。

「もちろん、こいつは最後の手段だ。とりあえず食べられるだけチョコを食べてみるさ。それでも鼻血が出なかったら、その時は拳の出で番ばんだぜ」

　獣吾はマイラが手放したビニール袋ぶくろに歩み寄ると、板チョコを引っ張りだした。包み紙を剝はがし、一気に齧かじりつく

「うへえ、甘いなこいつは」

　顔をしかめながらも、バリバリと食べ続ける。信しん憑ぴよう性せいを高めるための努力だった。

「ほら、お前はさっさと行けって。しっかり頼んだからな」

「わ、分かりました」

　マイラは獣吾の部屋を出た。

　やっぱり少し、チョコに関することで思いだせない何かがあったけど、今は悩んでいる場合じゃない。

　沙さ奈なと世せ間けん話ばなしをしつつ、さりげなく獣吾のチョコ好きをアピールしなくちゃならないのだから。

「これは責任重じゆう大だいです！」

　使し命めい感かんに燃えながら、マイラは一階へと向かったのだった。
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（梶かじ山やまに、あんな親しん戚せきの女の子がいたなんてね。訳あって居い候そうろうしてるって言ったけど、どんな訳かしら？）

　疑問に思うけど、沙奈は自分を諫いさめるように首を振る。

（そんなことはそれぞれの家庭の事情だわ。首を突っ込むべきことじゃない。私が確かめたいことは、梶山が実はＨなことが苦にが手てかどうかよ）

　改めて決意を固めているところに、マイラがやって来る。

「すみません、もうちょっとしたら獣吾さん降りてくると思うので。ちょっとだけゆっくりしててくださいね。あ、お茶入いれますねお茶」

　マイラが台所へと向かう。しばらくするとお盆ぼんに紅こう茶ちやのカップを二つ載のせてやってくる。戸と棚だなにあったちょっとしたお茶ちや菓が子しも一いつ緒しよにだ。

「どうぞ」

「ありがとう」

　沙さ奈なが紅こう茶ちやカップを手にすると一口すする。そして尋たずねた。

「それで、梶かじ山やま君大だい丈じよう夫ぶなの？　風邪かぜとかひいてるんじゃ？」

「あ、そんなんじゃありませんって。ついつい居い眠ねむりしすぎて学校をサボっちゃっただけですから。もうピンピンしてますよ。ご存じのとおり、獣じゆう吾ごさんってば超強いから」

「そう……ね。確かに強いわね」

　小さく頷うなずいてから、沙奈はふと思う。

（ひょっとして、居い候そうろうしてるこの娘こなら梶山のことを知っているかもしれないわ）

「あの、マイラちゃん。こんなこと聞くのもおかしいかもしれないんだけど」

　そう前置きをすると、努めてさりげなく尋ねる。

「梶山君って、苦にが手てなものあったりするのかな？」







（来ましたね!?）

　紅茶のカップ片手に、マイラは体を硬こう直ちよくさせた。

（このわたしから、獣吾さんの秘ひ密みつを聞きだそうって狙いですね。悪いですけど、そーはいきませんから）

　内ない心しんで不ふ敵てきな笑えみを浮かべてから、マイラは口を開く。

「獣吾さんに苦手なものなんてあるはずないじゃないですか？　猛もう獣じゆうなんて呼ばれてるぐらいなんですからね」

　誇らし気に言い放つ。

「そうね、確かに彼は雲うん南なんの猛獣なんて呼ばれてるわね。でも、そのイメージが先行して誤ご解かいされてることもあるような気がするのよ。例えば……」

　口ごもってから、沙奈は消え入りそうな声で言った。

「Ｈなことに……貪どん欲よくだって噂うわさとか」

（ついに核かく心しんを突いてきましたね！）

　もちろんマイラは首を振ってみせる。

「まったくもって噂のとおりです！　わたしがここに居候するようになってからも大人おとなの女の人が入れ替わり立ち替わりそりゃあもう大変なんですから！」

　そこでマイラは、実にわざとらしく「あっ」って声を上げる。

「でも、誤解されてることもあるかもしれませんね。多分、獣吾さん、見かけから辛から党とうに思われてると思うんですけど」

　とてつもない秘密を打ち明けるかのようにもったいをつけてからマイラは告げる。

「実は、大の甘あま党とうなんです。特にチョコレートには目がないんです」

「チョコレート？」

　沙さ奈なも意い外がいだと思ったのだろう。驚いたように目を丸くする。

「はい、そうなんです」

　ここが勝負どころだと、マイラは身を乗りだした。

「獣じゆう吾ごさんは本当にもうチョコ好きで、暇ひまさえあればチョコを食べてるんです。その爆ばく発はつ的なカロリーがあるからこそ、大おお暴あばれできるんでしょうね」

「でも、梶かじ山やまがチョコを食べてる姿すがたなんて、学校では見たことないわ。そんな噂うわさですら聞いたこと」

「そこなんですよ。獣吾さん、チョコ好きなのを恥はずかしく思ってるようなんです。だから家か族ぞく以外の前でチョコは絶対に食べないんです」

　さらに、マイラは続ける。

「そう言えば、獣吾さん昨日きのう言ってましたね。沙奈さんの踊りを見せてもらうのを待ってる間に、ついついチョコを食べ過ぎてしまったって。そのせいで鼻はな血ぢが出てしまったから、何か恥ずかしくて逃げ帰って来たって」

　一応は納なつ得とくいく説明だ。

　だけど沙奈としてはまだそれを１００パーセントは信じられない。

　鼻血の説明はついても、その直前のソワソワした様よう子すや赤せき面めんした顔の理由にはならないのだから。

　そんな沙奈の様よう子すに気づき、マイラはさらにさらに攻める。

「獣吾さん、家でもしょっちゅうチョコの食べ過ぎで鼻血出だすんですよ。そんなになってもどうして食べ続けるのかって家族みんな呆あきれてるんですけどね。ほら、さっきわたしが持ってたビニール袋ぶくろの中身って全部チョコレートなんです。今いま頃ごろ着替えをしながらボリボリ頰ほお張ばっているのかも。あ、沙奈さんもチョコ好きですか？　二、三枚持もってきてあげましょうか？」

「ううん、私は遠えん慮りよするわ」

　沙奈が首を振る。

「チョコレート、あまり得とく意いじゃないの。チョコを食べると何故なぜかクシャミが出るのよ」

「あ、それってチョコアレルギーですよ。たまにいるんです。わたしの知ってる人にもいましたよ」

　マイラが思いだしたように頷うなずいた。

「その人は、クシャミじゃないんですけどね。たくさんチョコを食べると……」

　そこでマイラは固まった。

　ずっと思いだせなかった、『チョコに関係する何か』。それが電子頭ず脳のうのメモリーに蘇よみがえったのだ。

（メアリーさんが言ってました！　地球大だい統とう領りようはたくさんチョコを食べるとベロンベロンに酔よっぱらったようになってしまう体たい質しつだって。一度お花はな見みの時にチョコを食べ過ぎたせいで、裸はだか踊おどりをしかけたこともあるって）

　28世紀の地球大統領、トーマス・ジョコットマン。前ぜん世せ依い存ぞん体質という特とく殊しゆな体質を持つ彼は、前世である梶かじ山やま獣じゆう吾ごの嗜し好こうや弱点をそのまま引き継いでしまっている。

　そんなジョコットマンが、チョコで酔っ払ってしまう体質だとしたら、それは前世である獣吾から引き継いでいると考えるのが普通だ。

　獣吾は甘い物がそれほど好きじゃないから、これまでチョコレートだってそんなに食べてこなかった。だから自分の体質に気付いていないのだろう。

　計画では、頃ころ合あいを見み計はからって獣吾がチョコを片手に鼻はな血ぢを流しながら降りてくることになっている。だけど、もしチョコのせいでベロンベロンになっていたとしたら……。

　素すっ裸で踊りながら降りてきてしまう可能性だってあるのだ。

「あああああああああ！」

　マイラは両頰ほおに手を当てると悲鳴を上げた。驚く沙さ奈なをそのままにダッシュで二階、獣吾の部屋を目指す。

「獣吾さん！　それ以上チョコを食べちゃ駄だ目めです！」

　部屋に飛び込んだマイラが見たものは、コレクションのプロレスマスクを被かぶり仁に王おう立だちとなる獣吾の姿すがただった。

　幸いまだ服は着ているものの、目付きが強きよう烈れつに危ない。

「フォ──────[image: ]」

　意味不ふ明めいの雄お叫たけびを獣吾が上げる。

「よく来たな、マイラ・デ・モンテカルロ！　さあ、勝負を始めようじゃねーか！」

　そう言うが否やいきなり服を脱ぎだした。細ほそ身みながら筋きん肉にく質しつの肉体が姿を現す。

「獣吾さん、落ち着いてください！　獣吾さんはチョコの食べ過ぎでベロンベロンになってしまってるんです！　わたし、水を持ってきますから大人おとなしくしていてください！」

　マイラが声を張り上げるけれど獣吾は聞いちゃいない。

　両手を振り上げてマイラめがけて襲おそい掛かってくる。

「とりゃあああああ！」

「お、落ち着いてくださいって！　獣吾さん！　獣吾さんってば！」







　二階からドタバタと響ひびいてくる音に、残された沙奈は少々不ふ安あんになる。

（何が起こってるのかしら？）

　続いて、階段を駆かけ下りてくる音と共に、マイラがリビングに飛び込んでくる。

「ま、マイラちゃん！　一体どうしたの!?」

　慌あわてる沙さ奈なに、マイラは切せつ羽ぱ詰まった声で言う。

「沙奈さん！　早く逃げてください！　今この家はとてつもなく危険なんです！」

　マイラに手を引っ張られリビングを出る。そこに立ちはだかっていたのは、マスクを被かぶり体はブーメランパンツ一枚という獣じゆう吾ごだった。

　どうひいき目に見たって、Ｈなことが人ひと一倍苦にが手てですごく純じゆん真しんな男の子ができるような格かつ好こうじゃなかった。

（え、どういうこと!?　どうして梶かじ山やま、そんな格好してるのよ！）

　恥はずかしさと驚きでさすがの沙奈もパニック寸前だった。

　しかも、状況はさらに悪い方向へと転がった。獣吾が熱い視線を沙奈へと向けてきたのだ。

「マイラ・デ・モンテカルロだけでなく、ホシノ・ダ・フライングチャンプまでいたとはな。いいだろう、まとめて相手をしてやるぜ！」

　ガハガハと笑いながら大きく両腕うでを動かす。

「行くぞ！」

　獣吾が二人に向かって飛びかかった。

「あああああああああ！」

「きゃああああああああああ！」

　マイラと沙奈の悲鳴が、梶山家けに響ひびき渡ったのだった。
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　そして……翌よく日じつ。

　制服姿すがたの獣吾は、学校へと向かっていた。

　空は雲一つない快晴だ。気持ちのいい風が吹き、小鳥のさえずりが聞こえてくる。年間を通してもなかなか遭そう遇ぐうできないような気持ちのいい朝だった。

　だけど、そんな爽さわやかな朝に似つかわしくなく、獣吾の顔はしかめられている。かなりお疲れの様よう子すだった。

「ううう、頭が割れるように痛いぜ」

　いつも以上にガラガラとした声でそう呟つぶやく。

　頭痛だけならまだしも、気分だって超ちよう絶ぜつに悪かった。足あし元もとだってフラフラとしている。

　典てん型けい的な二ふつ日か酔よいの症しよう状じようだ。だけどそれを引き起こしたのはお酒じゃない。

　チョコレートだった。

「まさか、チョコがあんなにも恐ろしい食い物だったとはな」

　しみじみと呟く。

　沙さ奈なを誤ご魔ま化かすためにと、板チョコを四、五枚頰ほお張ばったことまでは覚えている。ただその後何があったのかまるで思いだせない。

　気が付いたらもう今朝けさになっていた。何故なぜかブーメランパンツ一枚という格かつ好こうでベッドの上に寝ね転ころがっていたのだ。

　ガンガンする頭を持ち上げ、どうにかシャワーを浴びて家を出てきたのだけど、何が何だかさっぱり分からない。

　昨日きのう何があったのかとマイラに尋たずねたものの、いつになく寝ね入いっていてマイラは満足に応えてくれない。

　とりあえず、獣吾の弱点がエロだって疑ぎ惑わくに関しては誤ご魔ま化かせたことだけを聞きだし、こうやって学校へとやって来たのだ。

（つまり、オレはちゃんとチョコを食べ鼻はな血ぢを出しながら星ほし野のの前に姿すがたを現したってことなんだよな。で、星野もそれを見て納なつ得とくしたってことなのか）

　そうこうしている内にも、雲うん南なん高校へと到着する。正面玄げん関かんから入り上うわ履ばきに履はき替え教室を目指す。

　三階の教室に到着した時だった。そこから出て来る沙奈とバッタリと遭そう遇ぐうする。

「おっ！」

　獣吾は表情を強こわ張ばらせる。

（心配するな。マイラも言ってたじゃないか。うまく誤魔化せたって）

　そう自分に言い聞かせると、獣じゆう吾ごは尖とがった犬けん歯しを見せ笑った。

「オッス、星野」

　それから、実にワザとらしく続ける。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、星野。昨日はビックリしただろ？　オレのあの姿には」

「ええ、びっくりしたわ。まさかあんな姿を見せられるなんてね」

　沙奈が頷うなずく。それも、ひどく剣けん吞のんな声でだ。

「しかも、あんなことをされるなんて」

「え、オレはお前に何かしたのか？」

　尋たずねる獣吾をキっと睨にらみ付ける。

「ちょっとでも、ちょっとでもあんたに期待した私がバカだったわ！」

　大きく息を吸い込むと、沙奈は絶ぜつ叫きようせんばかりの勢いで叫んだ。

「この！　ド変へん態たい男！！！」

　沙奈の強きよう烈れつな平ひら手て打うちが獣吾の頰ほおに炸さく裂れつした。沙奈はそれ以上顔かおを見るのも嫌いやだとばかりに、背中を向け歩き去っていく。

「はっ!?　あんなこと？」

　獣吾が茫ぼう然ぜんとしている時だった。ポケットの中で携けい帯たい電話が身み震ぶるいする。

　自宅からの着ちやく信しんだった。

「もしもし」

『あ、獣じゆう吾ごさんですか？』

　聞こえてきたのはマイラの甲かん高だかい声だ。

『登校中ちゆうに失礼します。一いち応おう話しておいた方がいいかなってことがあって。昨日きのうのことなんですけどね』

「それは丁ちよう度どオレも聞きたかったことなんだ。今星ほし野のと会ったんだけど、思い切り引っぱたかれたんだよ」

『あららら、沙さ奈なさんに会っちゃったんですか』

　マイラが嘆なげく。

『そりゃあ、引っぱたかれますよ。昨日あんなだったんですから』

「教えろよ。鼻はな血ぢ流して見せる以上のことをオレはやらかしたのか？」

『はい、やらかしてしまいました』

　神しん妙みような様よう子すでマイラが答える。

『大量のチョコで酔よっ払ぱらった獣吾さんは、プロレスのマスクをかぶってブーメランパンツ一枚って格かつ好こうでわたし達の前に立ちはだかったんです。でもって、散さん々ざんわたし達にプロレス技をかけたんですよ。どうだ！　ここがいいのか！　オラオラ！　なんて叫びながら執しつ拗ように何度も何度も』

「オレが……そんなことを」

　さすがの獣吾も言葉を失う。

『頑がん張ばって沙奈さんだけは途と中ちゆうで逃がしたんですけど、わたしは夜になるまでずっと獣吾さんのプロレスに付き合わされたんです。だからヘロヘロになっちゃってて朝も起きられなかったんですよ』

　獣吾を少々非ひ難なんしてから、マイラは打って変わって明るい口く調ちようで言う。

『でも、怪け我がの功こう名みようって奴やつかもしれませんよ。少なくとも、獣吾さんがエロに弱いってことは誤ご魔ま化かせたんですから。きっと沙奈さん、獣吾さんのことをどうしようもない変へん態たいだと思ったはずですよ』

　マイラの想そう像ぞうは正しいのだろう。ついさっき変態男おとこと呼ばれたばかりなのだから。

『それじゃ～』

　能のう天てん気きな声を最後に、マイラは受話器きを置く。

　沙奈に叩たたかれた跡をくっきり頰ほおに残しながら、獣吾は複雑な表情で立っていた。

　プロレスマスクにブーメランパンツ。そんな奇き抜ばつな格好で、沙奈にプロレス技までかけてしまったのだ。

　その強きよう烈れつなインパクトは、獣吾の鼻血の件なんて吹き飛ばしてしまっただろう。

　本来の目的は果たせたのだけど手放しには喜べない。だって、変へん態たいだと思われてしまったのだから。

　それと、もう一つ気になることがあった。

　変態と叫ぶ前に沙さ奈なが口にした言葉だ。

『ちょっとでもあんたに期待した私がバカだったわ！』

　獣じゆう吾ごの記き憶おくが確かならば、沙奈は変態と叫ぶ前にそんなことを叫んでいた。

「あいつ、一いつ体たい何を期待してたって言うんだよ」

　困こん惑わく気ぎ味みに、獣吾は呟つぶやいた。







　早あし足ばやに沙奈は廊下を歩いていた。まるで廊下に恨うらみでもあるかのように力強く踏みつけながら。

（ひょっとしたら、梶かじ山やまは仲間じゃないかって思ったのに！）

　心の中で強く呟く。

　教師に頼まれたからなんて言うのはもちろん真まっ赤かな噓うそ。沙奈が昨日きのう獣吾の家を訪ねたのは、疑ぎ惑わくを確かめるためだった。

　その疑惑こそ、梶山獣吾はＨな物が苦にが手てなのではないか？　だ。

　そこまでは沙奈の予想は的中している。問題はその動機だ。

　ハッキリさせてから獣吾の弱点を広く言いふらそうだなんて沙奈はこれっぽっちも考えていなかったのだ。

　潔けつ癖ぺき症しようで、Ｈな男子が大だい嫌きらいの沙奈。もちろんそんなだから男おとこ友達もいないし、クラスの女子からも少々浮ういている。

　だからこそ、同じ様な弱点を持つ友達が欲しかったのだ。

　もし梶山獣吾という人間が、実はＨなことが人ひと一倍苦手な少年だったとしたら、仲良くなれるのでは？　そんなことを考えていたのだった。

　だけど、実際の獣吾はマスクにパンツ一枚という格かつ好こうで女子にプロレス技をかけてくるような変態だった。

　もしかしてと期待していただけに、沙奈は裏切られた気分になってしまっていた。

「もう二度と、あんな変態とかかわり合いになったりなんかしないわ！　絶対によ！」

　大いなる決意を込めて、沙奈はその言葉を口にしたのだった。







[image: 第２話　エロ修行は肉体を抜けて]
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　短パンにトレーナーといった格かつ好こうの少年が立っていた。

　細ほそ身みで筋きん肉にく質しつの体、ビシっとした眉まゆ毛げと鋭い目つき。口くち端はしから覗のぞく尖とがった犬けん歯しが特とく徴ちよう的てきだった。

　少年は、困こん惑わく気ぎ味みに呟つぶやく。

「ここは、どこなんだ？」

　辺りは薄うす暗ぐらく、さらにモヤまでかかっている。視し界かいはすこぶる不ふ明めい瞭りよう。

　しかも、少年の記き憶おくも定かではなかった。

　ここにはどうやって来たのか？　いつからこうやって立っているのか？　まるで覚えていないのだ。

「ええい、こうなったら」

　少年は固く瞳ひとみを閉じる。間違いのない記憶から辿たどって行こうと考えたのだ。

「オレの名前は梶かじ山やま獣じゆう吾ご。埼さい玉たま県けん桜さくら庭ば市しに住んでて、私立雲うん南なん高校の二年Ｃ組で。みんなからは雲南の猛もう獣じゆうなんて呼ばれてて」

　梶山獣吾。それがこの困惑している少年の名前だった。

　売られたケンカを喜んで買い、なおかつとてつもなく強いせいで、世せ間けんからは極ごく悪あく不ふ良りよう生徒と思われている。雲南の猛獣というのは、県下の不良生徒達たちを震わせるには十分な異い名みようだった。

「それから……それから……」

　獣吾はちょっとだけ声を潜ひそめ続けた。

「みんなからは、ケダモノの性せい欲よくを持つ男とか、モノにした女は３ケタじゃすまないとかいいように言われてるけど、実際はエロに弱くって」

　そう、無む敵てきとも称しようされる梶山獣吾の最大の弱点。それこそがエロだった。

　普通のグラビアですら、見み続つづけることはかなり危険レベル。相手がエロ本ともなれば敗北は必ひつ至し。水道の蛇じや口ぐちを全ぜん開かいにしたかのように鼻はな血ぢを噴ふき出し気き絶ぜつしてしまう。

　もちろんこんなこと恥はずかしくてオープンにできないから、根も葉もない噂うわさも流れるままにしている。そのせいもあって、『年中発はつ情じよう期きの猛獣』とか『性欲魔ま神じん』なんて不ふ名めい誉よな異名も囁ささやかれているほどだった。

　さらに獣吾は記き憶おくの海に釣つり糸を垂れる。

「でもって、オレがエロに弱いせいで未来がピンチに陥おちいってて。それをどうにかするためにへっぽこアンドロイドのマイラが……………あっ！」

　獣吾は大きく目を見み開ひらいた。不明瞭だった記憶の一部が蘇よみがえったのだ。

「マイラだ！　そーだ、せっかくの休日なのに、あいつがあんまりにもエロ修しゆ行ぎようエロ修行ってうるさいからオレ、こっそり家を抜けだしたんだっけ？　で、誰だれかケンカ売ってくんねーかなって思いながら歩いてて」

　蘇よみがえったのはそこまでだった。そこから先はやっぱり分からない。

「まあ、桜さくら庭ば市しの外ってことはないだろう。適当に歩いてれば知った道にでるはずだ」

　獣じゆう吾ごがそう思った時だった。遠くの方に光が見えた。

（お、丁ちよう度どいいぜ。あの光に向かってみよーか）

　闇やみ雲くもに歩き回るよりはずっといいと思い、獣吾は光に向かって歩きだす。

　光が近づくにつれて、なんだか体がフワフワとするような奇き妙みような感覚をおぼえた。まるで夢ゆめ心地ごこちのようの意識までもがぼんやりとしてくる。

　だけど、決して悪い気分じゃない。むしろいい気分だった。気持ちが軽くなり、全ての悩みがなくなっていくようだった。

　眠りに落ちる瞬しゆん間かんの至し福ふくの時といった感じだろうか？

（ああ、もういろんなことどーでもいいや）

　とろけた意識でそんなことを思いながら、光の中へ獣吾がその身を投じようとしたその時だった。

　いきなり後ろからがっちりと腕を摑つかまれる。

「そっちに行っちゃダメです！　獣吾さん！」

　肩かた越ごしに振り向くと、一人の少女が必ひつ死しの顔付きで獣吾の腕を摑んでいた。

　先さき程ほど思いだしていた、へっぽこアンドロイドのマイラだ。

　元々は、ムチムチボインの体を持つ最高級きゆうのセクシロイドだったのだけど、タイムスリップの影えい響きようで故こ障しよう、背も縮み胸はお尻しりやふともももボリュームダウン。ちっとも『ぐっ』と来ない貧ひん相そうな少女の姿すがたとなってしまっている。

「マイラじゃないか。邪じや魔まするんじゃないよ。せっかくこれからいいところに行こうとしてたのに」

　呆ほうけた様よう子すの獣吾に、マイラは激しく言葉をぶつけた。

「いいところなんかじゃありませんよ！　とにかく戻ってきてください！」

　マイラは、獣吾を光とは反対側がわへと引っ張っていく。

　光は徐じよ々じよに遠ざかっていく。それに伴い、モヤのようなものも薄れていった。

　気づくとそこは、獣吾もよく知っている近所の大おお通どおりだった。

　さきほどまでの薄うす暗ぐらさが噓うそのように明るい。見上げると太陽が真ま上うえにある。正しよう午ごを少し過ぎたころだろうか？

　とろけていた意識も元に戻っている。

「さっきまでのモヤはなんだったんだ？　それにあの光は？」

「良かった、間に合って」

　マイラは薄っぺらい胸を撫なで下ろす。

　そして、真剣度ど合あい３００パーセントな顔を獣じゆう吾ごへと向ける。

「獣吾さん。驚かないで聞いてください！」

　そう前まえ置おきしてから、マイラは言う。

「さっきまでいた場所は、生と死の狭はざ間ま。あの光は、あの世への入り口です。獣吾さんは今いま現在トラックに跳ねられて重じゆう体たいなんです！」
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　たっぷりとした間の後、獣吾は声を出した。

「オレが、何だって？」

「ですから、獣吾さんはトラックに跳ねられて重体なんです！」

　マイラはもう一度言いった。くっきりはっきりきっぱりとだ。

「よく思いだしてください。エロ修しゆ行ぎようを逃げだした獣吾さんはここの大おお通どおりを通りかかったはずです。そこで、車に跳ねられそうになっているおばあさんと遭そう遇ぐうしたんじゃないですか？」

「………あっ」

　モヤを抜けたせいで頭までクリアになったのだろうか？　マイラの言葉で、思いだせなかった記き憶おくが立て続けに蘇よみがえる。

「そーだ、そーだったぜ。で、オレは叫んだんだ。ばーさん危ねーぞって！　だけど耳が遠くて聞こえないのかそのまま歩いてくるだろ？　しかも突っ込んでくるトラックが全ぜん然ぜん減げん速そくしやがらねーんだ。オレはもう無む我が夢む中ちゆうで道路に飛びだしてばあさんを突き飛ばして……」

　その後、全身に衝しよう撃げきが走った。そこまでが獣吾の記憶だった。

「マイラ、あのばーさんはどーなった？　トラックにはぶつからなかったけど、オレが突き飛ばしたせいで心しん臓ぞう発ほつ作さとか起こしてねーだろーな？」

「獣吾さんってば、人の心配をしてる場合じゃないのに」

　涙を拭ぬぐってから、マイラが答える。

「おばあさんは無ぶ事じです。ちょっと転んで擦すりむいただけで、看かん護ご師しさんに薬を塗ってもらって家に帰ったそうです」

「そっか、良かったぜ」

「全然良よくなんかありませんよ！　だって、獣吾さんがトラックに跳ねられちゃったんですから！　意識不ふ明めいの重体なんですよ！」

　マイラの必ひつ死しの叫びに、獣吾は勘かん弁べんしてくれよと苦く笑しようする。

「マイラ、お前まえ何なに言ってんだよ。意識不明の重体だって？　オレを見ろよ。意識だってハッキリしてるし」

　獣じゆう吾ごは改めて自分の体を見る。別に怪け我がなんかしていない。軽く腰を捻ひねり体を動かしたりしてみるけれど痛みなんかもない。

「ほら、重じゆう体たいどころかまったくの無む傷きずじゃないか。おかしなこと言うんじゃないよ」

　笑い飛ばす獣吾に、マイラが問いかえた。

「獣吾さん。おかしいと思わないんですか？　トラックに跳ねられたのにどうして無傷なのかって。擦すり傷きず一つ、打ち身一つできていないのかって」

　確かに言われてみればおかしな話だった。

　少し考えてから、獣吾は満まん更ざらでもない顔でふふんと笑った。

「さすがオレだぜ。無む意識のうちに華か麗れいな受け身を取ったんだな」

　マイラは呆あきれたように首を振ってから、

「そーじゃありません。獣吾さんの体は病院のベッドの上にあります。ここにいるのは、体を抜けだしてしまった魂たましいなんです。分かりやすく言えば、霊れい体たいです。半はん人にん前まえの幽ゆう霊れいです」

　早はや口くちに正解を言う。

「魂？　霊体？　幽霊？」

　一いつ瞬しゆんだけ深しん刻こくな顔をしてから、獣吾はぶひゃっと吹きだした。

「あのな、マイラ。冗じよう談だん言いうならもうちょっとマシなのにしろよな。よりにもよってオレが幽霊になってるだなんて」

「だったらそこの空あき缶かんを拾ってみてくださいよ。そうすれば分かりますから」

「この空き缶だろ？　分かったよ、もうちょっとだけお前の冗談に付き合ってやるよ」

　しょーがねーなーって顔をしながら、獣吾は体を折り曲げ落ちている空き缶を摑つかもうとする。

　スカッ！

　手がすり抜けてしまった。

　何かの間違いと思いもう一度チャレンジするも、獣吾の手は空き缶を摑むことができない。

　何度試ためしても駄だ目めだった。

「分かったぞ！　この空き缶は本ほん物ものの空き缶じゃねーな、立体映えい像ぞうか何かなんだろ!?」

　とことん往おう生じよう際ぎわの悪い獣吾に、マイラは再度やれやれと息を吐く。

　それから、獣吾の腕を摑み引っ張った。丁ちよう度ど人が歩いてくる前へと連れて行く。

「おい、何するんだよ。ぶつかっちまうだろ？」

「いいんです。そのままでいてください」

　まあ、歩行者も気付いて避けてくれるだろうと思う獣吾だけど、やって来るサラリーマンの男はそんな素そ振ぶりすら見せない。

　そして、信じられないことは起こった。男が獣吾の体をすり抜けていったのだ。

「えええ！」

　男だけじゃない。その後に走ってきたママチャリも、獣吾をすり抜け走り去っていく。

「獣じゆう吾ごさん。これで自分が霊れい体たいだってことを分かってくれましたね？」

「ああ、分かったぜ」

　ここまでくると、さすがの獣吾も認めないわけにはいかない。固い表情で頷うなずいた。

　どうやら、普通の人間には獣吾の姿すがたはまるで見えていないようだ。

　そこで、獣吾はとんでもないことに気付く。

　マイラの格かつ好こうは、光こう沢たくを放つ特とく殊しゆな素そ材ざいで作られた未来服ふくだ。目立たないはずがない。

　にも関わらず、道行く人々は獣吾のみならずマイラにまで気付いていない様よう子すなのだ。

（そーだよ、マイラはオレを見てた。しかも触ってたぞ。ってことはつまり……）

　驚きの表情で見つめられ、マイラも獣吾の疑問を悟さとったのだろう。

　大きく頷うなずき、こう言った。

「はい、そのとおりです。わたしも、獣吾さんと同じ霊体になってるんですよ。ちょっと幽ゆう体たい離り脱だつをしてみたんです」

「ちょっと待て[image: ～][image: ～][image: ～]い！」

　獣吾は全力で突っ込みを入れた。

「お前は人間じゃないだろ!?　アンドロイドだろ!?　ロボットみたいなものなんだろ!?　それが幽体離脱だなんてありえないぞ！」

「そこが、わたしがそんじょそこらのアンドロイドとはわけが違うとこですよ！」

　えっへんとマイラは胸を張った。

「警察からの連れん絡らくで、わたしは獣吾さんのお母かあさんと一いつ緒しよに病院に駆かけつけました。で、重じゆう傷しようの上、頭を強く打って意識不ふ明めいの獣吾さんを見たんです。その時に、わたし、思いだしたんです。こういう時は、体から霊体が抜けだしてしまってることが多いって。霊体があの世に行ってしまったら、もう絶対に助からないって」

　目め覚ざましい科学の進歩を遂とげた未来の地球では、オカルトについてもきっちりと分ぶん析せき、研究されているらしい。マイラがそういった知識に詳しくても不ふ思し議ぎはない。

「わたしにはちょっとした霊を感じるプログラムがインストールされていますが、ただそれだけ。見ることも話をすることもできません。もちろん捕まえることだって不ふ可能です。獣吾さんを見つけて連れ戻すにはどうしたらいいのか？　考えた結果、わたしはひとつの結けつ論ろんに達しました」

「それが、幽体離脱だと？」

「はい、そのとおりです。すぐに本屋に向かって、『幽体離脱入にゆう門もん』って本を買いました。その本を読んで、試しにやってみたんです。まずあぐらをかいて、心を穏おだやかにし、口の中で呪じゆ文もんを唱となえてですね」

　その結果、信じられないことに成功してしまったのだろう。

　思えば、前にもこんなことがあった。獣吾に、ボインが肉まんに見えるって催さい眠みん術じゆつをかけた時だ。あの時も、奇き跡せき的に成功してしまったのだ。

　おそらく、この幽ゆう体たい離り脱だつもたった一度きりのビギナーズラックに違いないだろう。

　それにしても信じられない偉い業ぎようだ。

　計算とか、精せい密みつ作業とか、記き憶おくとか、およそアンドロイドのできそうなことがまるでダメダメなくせに、絶対できそうもないことを成功させてしまうマイラ。

　呆あきれつつも、獣じゆう吾ごは感かん心しんしてしまう。

（こいつに本を渡せば、悪あく魔まだって召しよう喚かんしてしまうかもしれん。たった一度だけだろうけど）

　ただ、まだ疑問が残る部分がある。

　アンドロイドに霊れい体たいなんて存在するのだろうか？　ってとこだ。

　その旨むねについてマイラに尋たずねるけれど、彼女の答えはしごくあっさりとしたものだった。

「さあ、よく分かりませんけど。こうやってできたんだからいいじゃないですか」

「まあ、そりゃそーなんだけどよ」

　まだイマイチ判はん然ぜんとしないといった顔の獣吾にマイラが言う。

「さ、難しいことは考えずに早く病院に行きましょう」

　すたすたとマイラが歩き向かうのはブロック塀べいだ。

「おい、マイラ。道はこっちだろ？」

「獣吾さん。今、わたし達は霊体なんですよ。道なんか歩かなくたって最さい短たん距離を突っ切ればいいんです」

　マイラは堂どう々どうとブロック塀をすり抜けていく。

「ま、こんな体験滅めつ多たにできないだろうしな」

　獣吾もマイラの後を追いかけブロック塀に突とつ撃げきしてみる。何の抵てい抗こうもなく体は塀をすり抜ける。その先の家もしかりだ。昼飯を食べている家族がいたけれど、もちろん獣吾の姿すがたになんか気付かない。

　このすり抜けるというのは妙みように楽しかった。やがてマイラを追い越し、獣吾はスポスポといろいろなものをすり抜けていく。

　だけど、そんなスポスポにも終わりが訪れた。

　何なん軒けん目めかに飛び込んだアパートにて、獣吾は遭そう遇ぐうしてしまったのだ。

　女性の、着き替がえをしている光こう景けいにだ。

　若くて美人でグラマラスな女性。しかも、下はパンティーで上はセクシーな紫むらさきのブラジャーだ。

「ぐおっ！」

　のけぞった獣吾は、激しく後こう悔かいする。

（ああ、調子に乗るんじゃなかった。多少遠とお回まわりでも普通に道を歩けば良かったんだ）

　さらに、今後の運うん命めいを悟さとる。

（グラビアどころか、本ほん物ものを見ちまったんだ。オレはもう鼻はな血ぢ大だい噴ふん出しゆつで気き絶ぜつするに違いない）

　なのだけど……。

「ん？」

　ちっとも鼻血が噴ふきだす気け配はいがない。意識だってしっかりしている。

　と、獣じゆう吾ごの後ろの壁からマイラがスポンと姿すがたを現した。

　状況を確かく認にんしたマイラは、驚きの声を上げる。

「獣吾さん！　どうして立っていられるんですか!?」

「自分でもわけが分からないんだ」

　困こん惑わく気味に獣吾は答えた。

「いつもなら心しん臓ぞうが破は裂れつしそうなぐらいにドキドキし、それから脳みそが燃えるように熱くなり、鼻の奥が爆ばく発はつし血が噴きでるはずなのに」

　恐る恐る、獣吾は女性を見た。エロい体だなって思った。だけどそれだけだった。

「ありえん、あえりんぞ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　叫ぶ獣吾の隣となりで、マイラがポンと手を叩たたく。

「なるほど、謎なぞは解けました！　獣吾さんが平へい気きな理由、それは！」

　ビシリと指を突き付ける。

「獣吾さんは、今いま現在肉にく体たいがないからです！」

　マイラが説明を続ける。

「心臓がないから、ドキドキなんてしません。脳みそもないから、熱くなんてなりません。そもそも血が流れていないのだから、鼻血が出る道どう理りがありません！」

　かなり強ごう引いんな理り屈くつだけど、実際に獣吾は平気なのだから納なつ得とくするしかない。

　霊れい体たいというスピリチュアルなものは、性せい的てきなものを超ちよう越えつした存在だという考え方もできなくもないし。

「ま、良かったぜ。霊体の状態で気き絶ぜつしたらどうなるか少し不安だったしな。目覚めたらあの世でしたなんてオチだったら最悪だぜ」

　ブルルって身み震ぶるいしてから、獣吾はマイラを見る。

「さ、マイラ。さっさと病院に行こうぜ」

　マイラは返事をしなかった。

　その顔には、何か良からぬことを考えた時の良からぬ笑えみが浮かんでいた。擬ぎ音おんをつけるなら、『にふふふふふ』といったところだろう。

「獣吾さん。わたし思いついちゃいました！」

　瞳ひとみをキラキラさせてマイラが言う。

「せっかくのチャンスなんです！　この機会に獣吾さんのエロ修しゆ行ぎようをしちゃいましょう！　いろいろなエロを見て、慣れさせてしまうんです！　体に戻ったあとも、きっとその影えい響きようは出てくれるはずです。うまく行けば、大幅にレベルアップできるかもしれませんよ♪」

「いや、だけど大だい丈じよう夫ぶなのか？　オレは意識不ふ明めいの重じゆう体たいなんだろ？　道みち草くさ食ってる間に体の方がくたばっちまったら」

「大丈夫です！」

　マイラがだだんと太たい鼓こ判ばんを押す。

「意識不明の重体ですが、命に別べつ状じようはないってお医者さんが言ってました。信じられないぐらい強きよう靭じんな肉体だって驚いてましたよ！」

　握りしめた拳こぶしを振り上げる。

「さあ、霊れい体たいドキドキエロ修しゆ行ぎようのはじまりです！」

　適当につけたネーミングを、マイラは高らかに叫んだのだった。
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　マイラが最初に獣吾を連れて行ったのは、市内にある女子大だいだった。

　テニスサークルの女性達たちが、練習に励んでいた。

　ポロシャツに短いスコートといった格かつ好こうだ。激しく体を動かした時には、スコートの端はしがピラって捲めくれ上がったりする。

　普ふ段だんの獣吾なら赤せき面めんものの光こう景けいだけど、今は違っていた。

「ほー、なかなかいい眺ながめじゃねーかよ」

　腕を組み、余よ裕ゆうの笑えみすら浮かべている。

「前に雅まさ彦ひこがチラリズムは男のロマンとか言ってたけど、少し分かったような気がするぜ」

　隣となりでは、マイラが感動でむせび泣いていた。

「まさか、獣吾さんの口からそんな言葉が聞けるなんて……」

　涙を拭ぬぐってから、マイラは意い気き揚よう々ようと叫ぶ。

「さ、次行ってみましょ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」







　続いてやってきたのは、市内のデパートだった。新しん作さく水着の発表会があるのだとマイラは言った。

「よくもまあそんなことを知ってたな」

「そりゃあもう、わたしはエロトレーナーとして日々そういった情報を集めてますから」

　特とく設せつステージには、水着を着たモデルのお姉ねえさん達が並んでいた。観客席せきから、男達が鼻はな息いきを荒くしながらパシャパシャと写真を撮とっている。

　獣吾は、最さい前ぜん列れつでまじまじと見つめる。ローアングルから見るお姉さん達は、かなりエロい姿すがただった。

　でも、獣じゆう吾ごは平へい気きだった。

「やっぱり下した乳ちちはこれぐらい見えてた方がいいんだろうな」

　真ま顔がおでそんな感想を口にしたりする。

「あの獣吾さんから、こんな言葉が聞けるなんて」

　懲こりずにマイラはまたむせび泣いた。

「さあ、どんどん行きますよ！」







　次に二人が向かったのは、市内にある大型ＤＶＤ店だ。

　店内に所せましと並べられるのは基本的にエロＤＶＤばかり。モニターにはお勧めの作品が再生されている。

　並ぶ肌はだ色いろのパッケージを眺ながめ、再生されているエロＤＶＤを眺め、獣吾はしみじみと呟つぶやく。

「実はオレ、この店のことをこれまでずっと地じ獄ごくだと思ってたんだよね。実際は大したことないんだな」

「素晴らしいです、獣吾さん」

　女じよ子し大だい生せいのパンチラをクリアし、お姉ねえさんの水みず着ぎ姿をクリアし、さらに、エロＤＶＤさえも難なくクリアしてしまった。

　この次に挑ちよう戦せんするものといったら、もはや本ほん物ものの裸はだかしかない。

「さあ、獣吾さん。電車に乗って遠とお出でしますよ」

「どこに行くんだ？」

「もちろん、裸の女の人が見れる場所に決まってるじゃないですか！」




　そ……し……て……。




　桜さくら庭ば市しの駅の改かい札さつをすり抜け外へと出た獣吾は、感かん心しんしたような口ぶりで言った。

「ストリップ劇場ってのはあんな風ふうになってたんだな」

　マイラに連れられて向かったのは電車で三十分程ほどの場所にある大だい歓かん楽らく街がい。そこのストリップ劇場へと、二人で潜もぐり込んだ。

　たっぷり踊り子さんを観かん賞しようしてから、こうやって元の街に戻ってきたのだった。

「踊りは、花か凜りんさんが一番キレイだった気がするぞ。体は、チェルシーって踊り子さんが一番エロエロだったかな」

　平へい然ぜんと感想を口にする獣吾の後ろで、マイラはひたすら感動していた。

「あの獣吾さんが、ストリップ劇場に行ってその感想を喋しやべってるなんて」

　奇き跡せきを二十乗じようぐらいしなきゃ追いつかない。

「マイラ、サンキューな」

　獣じゆう吾ごがマイラにむかってお礼を言う。

「霊れい体たいでエロ修しゆ行ぎようするなんて、最初はまたしょーもないことを考えたって呆あきれてたけど、終わってみればいい経験だったぜ。何より、これまでオレを散さん々ざん苦しめてきたエロに勝利できたことが嬉うれしいんだ」

　少々、照てれ臭くさそうに獣吾はもう一度『サンキューな』と繰り返した。

「獣吾さん」

　マイラは嬉しくてたまらなくなる。エロトレーナー冥みよう利りに尽きるというものだった。

「肉体に戻ってしまっても、記き憶おくは残っています。今日きようの数々の勝利の経験は、きっと獣吾さんをレベルアップさせてくれるはずです」

　熱っぽくマイラは言う。

「さ、それじゃ病院へ行きましょう。きっと獣吾さんのお母かあさんも心配してるでしょうし」

「ああ、行こう」

　さすがに霊体だからタクシーを捕まえるってわけにもいかない。てくてくと歩いていくしかないのだけど、少々面めん倒どうくさくも感じていた。

「なあ、マイラ。普通幽ゆう霊れいってのは空を飛ぶもんだろ？　オレ達はできないのか？」

「さあ、どうでしょうか？　できないってことはないと思いますけど、難しいんじゃないですか？」

　マイラがそう答える。

（病院まで飛んでいけたら楽チンだぞ。それに、空を飛ぶなんて経験、こんな時でなきゃできないし。試すだけ試してみるか）

　そう思った獣吾は、その場で両足を開き腰をかがめた。

「オレは霊体だ。体の重さなんて関係ない」

　ぶつぶつと呪じゆ文もんのように口ずさむと、

「でいやああ！」

　叫び声とジャンプする。

　獣吾の体は、はるか上空に飛び上がった。落下することなくその場でふわふわと漂ただよう。

「何だ、簡単じゃないかよ。マイラ、お前も早く来いって」

「本当ですか!?」

　マイラも、恐る恐るその場でジャンプする。びっくりするぐらい簡単に、マイラの体は空中に浮かび上がった。

「これなら電車なんて使う必要なかったな」

　面白そうに空中を漂う獣吾の隣となりで、マイラは少々うかない顔をしている。

（霊れい体たいが空を飛んだりできるようになるのは、かなり慣れてからじゃないと無む理りだって聞いたことがあります。つまり、わたし達は思ってる以上に霊体に慣れてしまったってことですか？）

　あんまり長い間あいだ霊体のままでいて慣れてしまうと、元の体に戻れなくなるって話をマイラは思いだし少々怖こわくなる。

「じゅ、獣じゆう吾ごさん。急いで病院に戻りましょう」

「え、せっかくだから少しぐらい空を飛びまわっても」

「いいから、急ぎましょう！」

　マイラに急せかされて、獣吾は少々物もの足たりなさそうな顔ながら了りよう解かいする。

　病院へ向かうマイラの後をついて、ふわふわと夕暮れの空を飛んでいた時だった。

「あ？」

　不意に、獣吾が止まる。

「どうしたんですか？」

「いや、知り合いがいたんだよ」

　獣吾が指ゆび差さしたのは、夕暮れの町を一人歩く少女だった。

　長い髪かみの毛の、眼鏡めがねをかけた美び少女だ。文ぶん庫こ本ぼんを片手で開き読みながら歩いている。

「ああ、沙さ奈なさんですね」

　マイラが名前を口にする。

　星ほし野の沙奈。獣吾のクラスメイトの少女だ。どこからどう見ても地じ味みな文学少女だけど、実は新しん体操部ぶ。着やせするタイプで、レオタード姿すがたの色っぽさはハンパない。

　つい先日、チョコレートで酔よっ払ぱらった獣吾がブーメランパンツ一枚という格かつ好こうでプロレス技をかけてしまうというハプニングがあった。それ以来、徹てつ底てい的に無む視しを決め込まれている。

「獣吾さん、行きましょう。声をかけたって沙奈さんには届かないんですから」

「それもそーだな。ま、声かけたって返事してくれねーだろーし」

　と、その時だった。

　歩いていた沙奈の前に、がっちりとした体格の男が立ちはだかるのが見えた。

　会話を交わす間もなく、男達は沙奈を抱え上げる。さらに、タイミングよく通りかかった車の後こう部ぶ座ざ席せきに沙奈を押し込み自分も車に乗り込む。

　車が走り去っていく。あっと言う間の出で来き事ごとだった。

　あまりのスピーディーさに獣吾もマイラも何が起こったのか理解できない。

　しばし遅れて、『誘ゆう拐かい』って言葉が二人の頭に浮かぶ。

「大変です！　沙奈さんが誘拐されちゃいました！」

　両頰ほおに手を当てて、マイラが悲鳴を上げた。

「くそっ、あんまりにも手て際ぎわがいいからつい呆ほうけちまったぜ」

　獣じゆう吾ごが奥おく歯ばをギリギリと嚙かみしめる。

「マイラ、追いかけるぞ！　星ほし野のを助けなきゃ！」

　獣吾が走り去った車の追つい跡せきを始める。

「あああ、待ってくださいよ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　置いてかれまいと、マイラも必ひつ死しに獣吾の後を追いかけた。
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　町まち外はずれの古ぼけた雑ざつ居きよビルの前で、車が止められる。

　口をふさがれた沙さ奈なが、男に引っ張られビルの中へと連れていかれるのが見えた。

「待ちやがれこの野や郎ろう[image: ]」

　追いついた獣吾は、沙奈を連れていく男に飛びかかった。

「ちょっと、獣吾さん、そんなことしたって意味ないですって！」

　後ろから響ひびくマイラの声なんて聞いちゃいなかった。

「うおおおお！」

　雄お叫たけびを上げ、獣吾は男に殴なぐりかかる。

　もちろん、拳こぶしがスカっとすり抜けてしまったことは言うまでもない。

「そうか、オレは霊れい体たいだったんだ」

　悔くやしそうに獣吾が歯は嚙がみする。

「だから言ったじゃないですか。意味ないって」

「くそっ、オレ達には何もできないのかよ」

　荒れる獣吾に、マイラが言う。

「そんなことありません。ここがどこで、犯人が何人で、沙奈さんは何のために誘ゆう拐かいされたのか？　そういった情報をできるだけ集めるんです。そのうえで元の体に戻ったら、それを警察に伝えればいいんですから」

　マイラの言うことは正しかった。

「よし、ならそうしよう」

　獣吾は男の後を追う。雑居ビルの三階。そこに男は沙奈を連れて入っていく。

　獣吾とマイラも、閉じられた扉とびらをすり抜け中へと飛び込んだ。

　薄うす汚よごれた部屋だった。粗そ大だいゴミから拾ってきたようなソファーが中央に置かれている。パイプ椅い子すもいくつかあった。

　お菓か子しやジュースなどが入ったコンビニの袋ふくろも乱らん雑ざつに床に放り投げられている。

「捕まえてきました」

　男が、ソファーに座っている男に報告する。

「ご苦労だったな。よし、それじゃ奥の部屋にでも閉じ込めておけ」

「はい」

　沙さ奈なが奥の部屋へと連れていかれる。

　少し遅れて、別の小こ柄がらな男が部屋へと入ってきた。車を運転していた男だろう。

「兄あに貴き、もう身みの代しろ金きんの要求はしたんですか？」

「いいや、これからだ。さて、いくら要求するかだな」

　兄貴と呼ばれた男は目を細める。

「何せ、相手は星ほし野の貿ぼう易えきの社長令れい嬢じようなんだから」

「こいつは驚いたな」

　ぼやいたのは獣じゆう吾ごだった。

「まさか、星野がそんないいとこのお嬢だったなんて。どうしてうちの高校に来てんだ？　もっと別にあるだろうに」

「そんな疑問はいいですって。今は情報収しゆう集しゆうが大切です」

　マイラが確かく認にんするように確かめていく。

「えっと、ここは大おお泉いずみ町まちの外れのビルで、でもって犯人は三人。誘ゆう拐かいしたのは身代金目もく的てきのようですね」

　マイラは、ほんの少しだけホッとした顔になる。

「身代金目的なら、しばらくは沙奈さんには危き害がいを加えないと思います。すぐに体に戻って警察に動いてもらえば」

　奥の部屋に沙奈を閉じ込め、戻ってきた男が口を開いた。

「そう言えば、ボスが顔を出すって聞いたけど、本当なのか？」

「ああ、本当だ。そろそろ来るんじゃないか？」

　答えた男がニヤリと笑う。

「娘むすめの味あじ見みをするためにな」

　この味見ってのが、俗ぞくに言う『いやらしいこと』なのは説明するまでもない。

「でも、あんな地じ味みな娘だぜ。ボスだって見たらやる気をなくすだろ？」

「いやいや、あれぐらいの年とし頃ごろは脱いだらすごいって可能性もあるしな。ま、逆らわずボスの好きなようにさせるってもんだぜ」

　男はヘラヘラ笑いながら付け加える。

「撃うち殺されたくなかったらな」

　とりあえずそれまで休もうと、男達はソファーや椅い子すに座りくつろぎ始める。

　焦あせったのはマイラと獣吾だ。

「大変です！　これからボスって人が来て、沙奈さんにＨなことをしちゃいます！」

「ああ、マズい。これはとてつもなくマズいぞ」

　獣じゆう吾ごが眉み間けんにシワを寄せる。

「星ほし野のの着やせっぷりはハンパないからな。脱いだらあの体だ」

　レオタード姿すがたをじっくりと見たことがある獣吾は、確信を込めて言う。

「このままじゃ確実にボスって奴やつの餌え食じきになっちまうぜ」

　こんなことがサラリと口にできるのも、霊れい体たいだからこそだろう。いつもの獣吾だった、想そう像ぞうしただけで赤せき面めんしてあわあわしてしまっていたはずだ。

「マイラ！　ボスも含めてこいつらみんなを祟たたったりできないのか？　オレが昔観みた映画の幽ゆう霊れいはやってたぞ！」

「無む茶ちや言わないでくださいよ！　それは強い恨うらみを抱えて死んだ人の幽霊しかできないことなんですから！　まだ本当に死んだわけじゃないわたし達には無む理りです！」

「じゃあどうするんだよ!?」

「一いつ刻こくも早く元の体に戻るしかありません！　まずはそれからです」

　確かに、今いま獣吾らにできることはそれしかなかった。

「マイラ、ちょっと待ってろよ」

　マイラにそう告げると、獣吾は奥の部屋へと飛び込んだ。

　暗い部屋の中、縛しばられうなだれている沙さ奈なの姿があった。口はガムテープで塞ふさがれている。

　聞こえないと分かっていても、獣吾は叫ばずはいられなかった。

「星野！　絶対助たすけに来るからな！」

　部屋を飛びだし、マイラの元へ。

「よし、マイラ。全ぜん速力で病院へ戻るぞ！」

「分かってます！」

　二人は、勢いよく壁をすり抜け夜の空へと飛びだした。
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　桜さくら庭ば市しの中心地にある、『桜庭総そう合ごう病院』

　その五階に位置する病室にて、梶かじ山やま獣吾の肉体は横たわっていた。

　全身を包ほう帯たいでグルグルに巻かれ、口には酸さん素そマスクが取り付けられている。

　白はく衣いを着た医い師しが、獣吾の目ま蓋ぶたを広げ細いライトで照らしてみる。

「先生、どうですか？」

　獣吾の母親が心配そうに尋たずねる。傍かたわらには父親の姿もあった。

　気の毒そうに、医い者しやは首を横に振る。

「このまま、意識が戻らない可能性も」

「そんな……」

　その場に崩くずれる母親に、父親が寄り添う。

「大だい丈じよう夫ぶだ。だって獣じゆう吾ごだぞ！　眠ったままだなんて、そんなはずが」

「オラあああああ、梶かじ山やまあああああ！」

「獣吾おおおおおおお！」

　そんな怒ど鳴なり声と共に飛び込んできたのは、近きん隣りんの不ふ良りよう学生達たちだった。

　これまで獣吾に痛い思いをさせられてきた連れん中ちゆうに他ならない。

「な、何だ君きみ達たち、患かん者じやに何を！」

　驚き慌あわてる医い者しやを跳ね除のけ、不良達はベッドに横たわる獣吾を取り囲んだ。

　無む抵てい抗こうの獣吾相手にここぞとばかしにリベンジを果たすつもりなのか？　と思いきや、不良達は男おとこ泣なきを始める。

「どうしてだ！　どうして最強のお前がこんな姿すがたに!?」

「お前猛もう獣じゆうだろ!?　トラックに跳ねられたぐらいで意識不ふ明めいになってんじゃねーよ！　トラックなんか逆に跳ね返せよ！」

　無む茶ちや苦く茶ちやな声も出る。

「俺おれ達は、お前にリベンジすることだけを考えて生きてんだ。お前がいなくなったら、これから何を人生の目標にすりゃいいんだよ！」

「獣吾！　俺達にとってお前は、凶きよう暴ぼうで凶きよう悪あくなボスキャラなんだ！　こんなとこで勝かつ手てに倒れられちゃ困るんだよ！」

　かなりベクトルは間違ってはいるが、これも人望と言えなくもない。

「梶山！」

「獣吾！」

　不良達が口くち々ぐちに獣吾の名前を呼んだ、次の瞬しゆん間かんだった。

「ぐわあああああああ！」

　地の底から響ひびくような雄お叫たけびと共に、獣吾が飛び起きる。

　あまりのことにシンと静まり返る病室の中、獣吾は包ほう帯たいだらけの体を眺ながめる。

「よし、どうやら無ぶ事じに戻れたようだな」

　一いつ緒しよに病室に飛び込んだはずのマイラの姿はもう見えない。まあ、相手は霊れい体たいだから仕方ないことだけど。

　獣吾が目め覚ざめたのを確かく認にんしてから、自分の体がある待まち合あい室しつへ向かうはずだ。

「目を覚ましたのか、梶山……」

「俺達の声が、届いたのかよ」

　感動し涙を流す不良達だけど、その瞳ひとみがギラついた。口くち元もとには残ざん忍にんな笑えみが浮かんでいる。

「だったら、もう遠えん慮りよはいらねーよな！」

「梶山獣吾！　今日きようがお前の命めい日にちだぜ！」

「覚かく悟ごしやがれ！」

　一いつ斉せいに獣じゆう吾ごに襲おそいかかる。獣吾が怪け我がをしていることは気にしないらしい。むしろラッキーだぐらいに思っているようだ。

　だけど、大人おとなしくやられるほど獣吾は暇ひまじゃなかった。

「え[image: ～][image: ～]いうっとおしい！」

　ベッドの上に立ち上がると、固めた拳こぶしを力一いつ杯ぱい振り回す。

　ずぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼん！

　拳は勢いを落とすことなく、不ふ良りよう達を吹っ飛ばした。

「い、いつも以上の破は壊かい力りよく！」

「これが、手て負おいの獣けものの力なの……か」

　別に手負いだからいつも以上に破壊力があったわけじゃない。基本的にケンカが大だい好こう物ぶつの獣吾だから、いつもはより長く楽しめるよう手て加か減げんして暴れていたってだけだ。

「これでこそ、倒しがいがあるぜ」

「覚えてろよ、いつか必ずこのお礼はしてやるからな！」

　悔くやしそうに、それでいて何故なぜか恍こう惚こつとした様よう子すで不良達は病室の床に倒れる。

「獣吾！　起きたのね」

「心配したんだぞ」

　感かん激げきし獣吾に駆かけ寄る両親に、獣吾は顔を向けた。

「親父おやじ、お袋ふくろ、悪いが感動の再会は後あと回まわしだ。今はとにかく急がなきゃなんねーから」

　気き絶ぜつする不良達を適当に蹴け飛とばし尋たずねる。

「おい、誰だれかバイクで来たやついないか？」

　一人の不良が手を上げた。

「どんなだ？　どこに停とめてある？」

「青くて稲いな妻ずまのステッカーが貼はってあるやつだ。病院の入り口に停めて……ある」

「よし、借りるぞ。キーをよこせ」

　差しだされるキーを奪うばい取ると、獣吾は包ほう帯たいだらけのまま病室を後にした。

　階段を駆け下り病院を出た獣吾は、入り口付ふ近きんにあるバイクをすぐに見つける。

「これだな」

　またがり、キーを差し込みひねる。ドゥルルルルンというエンジンの振しん動どう音おんが響ひびく。

（警察への連れん絡らくなんかはマイラがやってるはずだ！　オレはただ、駆けつけるのみ！）

「星ほし野の、今すぐ行くからな！」

　そう叫ぶと、獣吾は勢いよくバイクを発はつ進しんさせた。







　一方その頃、マイラはと言うと。

「おかしいです。確かにここに座って幽ゆう体たい離り脱だつしたはずなのに」

　病院の女子トイレにて、ひたすら困こん惑わくしていた。

　自分が幽体離脱をしたはずのトイレの個室に、肝かん心じんの体がないのだ。

　最初は病院の待まち合あい室しつで幽体離脱しようとした。だけど、そこでふと思いとどまった。

（幽体離脱したら、わたしの体だけ残されちゃいます。わたしみたいな可愛かわいいセクシロイドが無む防ぼう備びに意識を失ってたら、きっと変へん態たいさんに持ってかれちゃいます）

　とまあそんな自じ意い識しき過か剰じような理由で、トイレの個室を選んだ。中からきっちりと鍵かぎだってかけておいたはずだ。

　なのに、体は忽こつ然ぜんと消えている。

「体がないと警察に通つう報ほうできませんよ。どこに行っちゃったんですか？」

　マイラが泣きそうになっている時だった。

　掃そう除じのおばちゃんが唐とう突とつに姿すがたを現した。

「さ、掃除掃除っと」

　おばちゃんがモップでトイレの床を磨みがき始める。

　どこにでもいるような掃除のおばちゃんだ。そう、体が半はん透とう明めいになっていなければ。

（このおばさん、幽ゆう霊れいなんだ）

　幽霊となってもなお病院に縛しばられ掃除をし続ける。生せい前ぜんどんな状況にあったかを想そう像ぞうすると物もの寂さびしくなってくる。

　だけど、今は余よ計けいな想像をしている時じゃない。相手は幽霊、となるとマイラの姿だって見えるし声だって聞こえるはずだ。

「ちょっといいですか!?」

　おばちゃんの前に立つと、マイラは早はや口くちに尋たずねる。

「あそこのトイレに女の子が入ってたと思うんですけど、知りませんか？」

「女の子……」

　少し考えてから、おばちゃんは頷うなずいた。

「ああ、何だかピカピカした服を着た女の子だね。なかなか人が出てこないってドアがこじ開けられたんだ。その後は、意識がないからって処しよ置ち室しつの方に運ばれたかね」

　おばちゃんがじ[image: ～][image: ～][image: ～]っとマイラを見る。

「そう言えば、お嬢じようちゃんにそっくりだったような。双ふた子ごか何かなのかい？」

　マイラに答える余よ裕ゆうなんてなかった。

　ある意味、変態さんに持ってかれちゃうよりも状況はマズかった。

　処置室に運ばれたらいろいろと調べられるだろう。もちろんセクシロイドであるマイラには脈みやくもなければ呼吸もない。これは大変と電気ショックでもかけられたら、故こ障しようしてしまう可能性だってある。

　いや、もっともっと怖こわいのはいろいろと調べられマイラがアンドロイドだって知られてしまうことだ。

（そのまま研究所に運ばれて、中身を調べるためにわたし分ぶん解かいされちゃうかも……）

　28世紀の最さい新しん技術で作られた体だ。一いち度ど分解されてしまったら、この時代の科学力りよくでは元に戻すことはまず無む理りだろう。

「お願いですから、無ぶ事じでいてください[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　自分の体を求めて、マイラはトイレを後にする。

　警察への通つう報ほうはもう少し先になってしまいそうだった。
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　どれぐらい時間がたっただろうか？

　沙さ奈なにとっては、永えい遠えんともとれるぐらいに長い時だった。

　真まっ暗くらな部屋の中、沙奈は椅い子すに縛しばりつけられていた。さらに口にはガムテープを張られている。最初こそどうにかして逃げられないかと体を動かしたり声を出したりしたけれど、意味はなかった。

　隣となりの部屋から、身みの代しろ金きんがどーのとかいう話が少しだけ聞こえてきていた。これが身代金目もく的てきの誘ゆう拐かいだということは沙奈も理解している。

　ただし、これからどうなるのかは分からない。

　たとえ、家族が身代金を払ったとしたって、無事に解放してもらえる保ほ証しようなんてないのだ。

　怖くて泣きだしそうになるのを、沙奈は必ひつ死しになってこらえた。それをしてしまったら、犯人に負けたような気がしてしまうからだ。

　と、沙奈が閉じ込められている部屋の扉とびらが開かれる。続いて電気がつけられた。

「ボス、こちらです」

　自分を誘拐した男が、別の男を連れ部屋へと入ってくる。初めて見る男だ。車を運転していた男とも、雑ざつ居きよビルの中にいた男とも違う。

　年は四十前ぜん後ごといったところだろうか？　高級そうなスーツに身を包んだ大おお柄がらの体。実に腹はら黒ぐろそうな顔立ちで、薄い色つきのサングラスと口くち髭ひげが特とく徴ちよう的てきだった。

「えらく地じ味みな娘むすめだな。社長令れい嬢じようっていうから、もっとこうゴージャスなのを期待してたのに」

　男、ボスが不満そうに呟つぶやく。

「ボスの好みとは違いますよね。どうします、止やめておきますか？」

「いや、暇ひまつぶしぐらいにはなるだろう」

　ボスは、出て行けと言わんばかりに手を振った。

「それでは、ごゆっくり」

　男は一いち礼れいすると、部屋を出て行く。

　沙さ奈なに歩み寄ったボスは、ガムテープに手をかけ引っぺがした。

「なるほど、地じ味みだががよく見れば美人じゃないか」

　ボスがほくそ笑えむ。

　恐きよう怖ふと不安で押しつぶされそうになる中、それでも気き丈じように沙奈は声を出した。

「私を、私をどうするつもりよ？」

「心配いらないさ。ちゃんと金さえもらえば返してやる。ただし、その前にちょっと味あじ見みさせてもらおうと思ってな」

　味見、その言葉がこれほど恐ろしく感じられたことはないだろう。

　沙奈だって子供じゃないから、その意味は漠ばく然ぜんとながら想そう像ぞうはつく。

　それでも沙奈は祈らずにはいられなかった。どうかこの想像が間違っているようにと。

　だけど、残念ながら間違いではなかった。

「どれ、まずはどんな体が見せてもらわないとな」

　ボスは無む造ぞう作さに沙奈の胸むな元もとに手を伸ばした。荒々しくシャツを摑つかむと引っ張る。

　ボタンが弾はじけ飛び、沙奈の肌はだが露あらわになる。白いブラジャーに包まれた胸元は、十二分にボリューミーだった。

「ほほう、なかなかのもんじゃないか」

　ボスが感かん心しんの吐と息いきを漏もらす。

「これは、たっぷり楽しませてもらえそうだ」

　好こう色しよくそうに舌した舐なめずりをすると、改めてその胸元に手が伸ばされる。

　沙奈の全身に嫌けん悪お感かんが走る。

「いやああああああ[image: ]」

　涙と共に、悲鳴を響ひびかせた直後だった。

　ドゲーン！

　という物音が隣となりの部屋から響いてくる。

「な、何だお前は！」

「この野や郎ろう！」

　男達の怒ど号ごう。しかしそれも、ドッタンバッタンという騒そう音おんの後、聞こえなくなる。

「な、何が起こったんだ？」

　ボスが緊きん張ちようした息を吐き出した次の瞬しゆん間かん、その部屋の扉とびらが音を立てて破られる。

　入ってきたのは、全身包ほう帯たいだらけの若者だった。

　その見み覚おぼえのある顔に、沙奈は信じられないって声を上げる。

「か、梶かじ山やま!?」







　部屋へと飛び込んだ獣じゆう吾ごは、沙さ奈なの胸むな元もとに気付いた。

　最悪の事じ態たいには至らなかったとはいえ、さぞや怖こわい思いをしたことだろう。

　獣吾の体の奥から怒りが燃え上がる。

「てめえ、うちのクラスメイトに何してんだよ！」

　ガラガラとした声で獣吾は怒ど鳴なった。

　ボスだって物ぶつ騒そうな裏うら社会で生きる人間だ。獣吾の尋じん常じようない危険度どは肌はだで感じ取っている。

「く、くそっ！」

　ボスが背せ広びろの内側に手を突っ込んだ。取りだしたのは拳けん銃じゆうだ。獣吾に向けると容よう赦しやなくトリガーを引く。

　だけど、獣吾はとんでもなかった。飛んでくる弾だん丸がんを紙かみ一ひと重えで避けると、そのままボスめがけて突とつ進しんする。

　獣吾の拳こぶしが、ボスの顔面に炸さく裂れつ。吹っ飛ばされたボスは壁に叩たたきつけられ落らつ下かした。

「ま、こんなもんか」

　獣吾は沙奈へと顔を向ける。

「待たせて、悪かったな。星ほし野の」

「梶山……」

　いまだ驚きから立ち直れない沙奈は、かすれた息で尋たずねる。

「どうして？　どうして梶山がここに？」

「そりゃーまあ、話すと長くなるんだけど……よ」

　どう説明したものかと悩む獣吾は、改めて沙奈の胸むな元もとを見る。

　純じゆん白ぱくのブラジャーに包まれた胸。普ふ段だんからは想そう像ぞうできないぐらいボリュームのあるものだ。谷間だってしっかりとしていて、色々なものを挟んでしまえそうだ。

（本当に、星野って着やせするんだな。う[image: ～][image: ～]ん、エロい体だ。踊り子さんにも負けてないぞ）

　感かん心しんした瞬しゆん間かん、異い変へんは起こった。

　心しん臓ぞうが破は裂れつしそうなぐらいにドキドキした。脳みそが燃えるように熱くなった。鼻の奥がムズムズとする。

　ぶわっち！

　獣吾の鼻から勢いよく鼻はな血ぢが噴ふきだした。慌あわててそれを押さえ、獣吾は心の中で叫ぶ。

（し、しっかりしやがれオレ！　情なさけないぞ！）

　強く自分を励ました。

（思い出せ、あんだけの場ば数かずを踏んできたじゃないかよ！）

　今日きよう一日で体験した勝利を、獣じゆう吾ごは反はん芻すうする。

　うっかり遭そう遇ぐうしてしまった女性の着き替がえシーン。

　大学生のお姉ねえさん達のチラリズム。

　ＤＶＤショップで再生されていたエロＤＶＤの数々。

　極め付きは、最後に行ったストリップ劇場の踊り子達たち。

　ぶわっち！　ぶわっち！　ぶわっち！

　思いだしたのがよくなかった。さらに激しく獣吾は鼻はな血ぢを噴ふきだす。

　霊れい体たいでの修しゆ行ぎようなんてまったく役にたってなかった。むしろ思いだしたら鼻血の嵐あらしっていう爆ばく弾だんを記き憶おくに埋め込んでしまったようなものだ。

　崩れるように床に膝ひざをついた。もはや意識だってぶっ飛びそうだった。

「梶かじ山やま、ちょっと梶山！　しっかりして！」

　沙さ奈なの声だって届かない。

　そんな中、ボスがむっくりと起き上る。

「何だかよく分からないが、助かったぜ」

　落ちていた拳けん銃じゆうを拾うと、獣吾へと向けた。

「今度こそ、息の根を止めてやる！」

　獣吾は顔を持ち上げたものの、避ける元気なんて残っていなかった。

　発はつ射しやされた弾だん丸がんはまっすぐに飛んでくる。そして、容よう赦しやなく獣吾の胸を貫つらぬいた。

　ぐったりと倒れる獣吾。しばし口をパクパクとさせてから、ぐったりと全身の力が抜ける。

「梶山！　梶山ってば！」

　返事はなかった。

「いやああああああああ！」

　悲鳴が響ひびき渡った。
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　ふと気付くと、何やら奇き妙みような場所に立っていた。

　草の一本も生はえていない岩や石だらけの大地。空は真まっ黒くろな雲で覆おおわれていて、時とき折おりそこで稲いな光びかりが走る。

　聞こえてくるのは、誰だれかの悲鳴や得え体たいの知れな動物の雄お叫たけびばかり。

　お世せ辞じにも気持ちいいとは言えない場所だった。

「確かオレは星ほし野のを助けようと飛び込んで、だけど星野のブラジャーにＫＯされて。で、撃うたれちまったんだっけな」

　胸を見る。そこに撃うたれた痕こん跡せきは何もない。血だって流れていなかった。

「また霊れい体たいになったってことなのか？　いや、体があんなだから今度は本ほん物ものの幽ゆう霊れいか……」

　獣じゆう吾ごは強く首を振って滅め入いる気分を吹っ飛ばす。

「幽霊なら幽霊でかまわない！　早く星ほし野のんとこに戻らなきゃ！　本物になった今なら祟たたったりできるかもしれん。恨うらみだってあるしな」

　獣吾は辺りをキョロキョロと見渡した。

「どうすれば戻れるんだ？」

　その時だ。獣吾の頭上から、雷かみなりのような声が響ひびく。

『戻る方法なんてないぞ。梶かじ山やま獣吾』

　獣吾が見上げると、そこは巨きよ大だいな化ばけ物ものがいた。

　小山のように大きくて、全身が燃えるように真まっ赤かで、トラジマ模も様ようのふんどしをしめている。

　獣吾なんて丸のみにしてしまえそうな大口には、鋭い牙きばが伸びている。巨大な瞳ひとみに巨大な鼻。極め付きは頭の天てつ辺ぺんから生はえる尖とがった角つのだ。

　さらに右手に太い金かな棒ぼうを持っているといったら、もはやあれしかない。

「鬼おに……かよ」

　さすがに少し驚いた様よう子すで獣吾は呟つぶやく。

「ってことは、ここは地じ獄ごくか何かか？」

『そのとおりだ』

　後ろから声がする。振り返ると、同じぐらいの大きさの青あお鬼おにが獣吾を見下ろしている。

『ここは地獄の一いつ丁ちよう目め。お前は死んで地獄に落とされたんだよ』

「マジかよ」

　獣吾は憤ふん慨がいしたように鼻を鳴らす。どうしても納なつ得とくがいかないことがあるのだ。

「なあ、何かの間違いじゃねーのか？　オレ、自分で言うのもアレだけど、地獄に落とされるほど極ごく悪あく人にんじゃないはずだぜ」

『極悪人じゃないって!?』

　赤あか鬼おにと青鬼がぶひゃひゃひゃひゃと笑った。

『気に入らない相手は、一人残のこらずその拳こぶしでぶちのめしてきたお前が何を言う？』

『そうだそうだ、何千人という女を性せい欲よくのはけ口にしてきたお前が極悪人でないはずがない！』

　冗じよう談だんじゃないぞと獣吾は思った。確かにケンカは好きだけど、基本的に売られたケンカを買ってるだけ。気に入らないからってぶちのめしたことなんてない。

　ましてや、何千人もの女性を性欲のはけ口にしてきたなんてありえない。たった一人ですら無む理りな話なのだから。

　地じ獄ごくにまで妙みような噂うわさが広まっていることに、獣じゆう吾ごはとことん呆あきれ返る。逆に、そんな噂に踊らされているようで地獄は大だい丈じよう夫ぶなのかと心配にもなった。

「それ、間違ってるぞ。もうちょっとちゃんと調べろよな」

　鬼おに達たちにそう進しん言げんするも、聞き入れてはもらえない。

　駄だ目めだこりゃと、獣吾は嘆たん息そくする。

「まあいい、とにかく出口を教えろよ」

『出口だと？　幽ゆう霊れいになってまで現げん世せに戻り暴ぼう力りよくに明け暮れるつもりなのか？』

『さらに女達をモノにしようと言うのか？　さすがは猛もう獣じゆうだな。肉体がないというのに底なしの性せい欲よくではないか』

　ここまで鬼達の誤ご解かいが続くと、獣吾としてはもはや訂正する気にもならない。

　呆あきれ脱だつ力りよくしている獣吾に、赤あか鬼おにはぐふぐふと笑いながらこんな提案をした。

『そうだな、わしらを倒したら教えてやらなくもないがな』

『おい、赤鬼よ。またそんな戯ざれ言ごとを』

『いいだろう、人間が鬼にかなうはずがないし。それに、久しぶりに痛めつけがいのある男が来たんだ。他の鬼達たちよりも先に楽しませてもらおうじゃないか』

『それもそうだな』

　青あお鬼おにも賛さん同どうし、背負っていた金かな棒ぼうを手に取る。

「鬼とケンカ……か」

　呟つぶやく獣吾の体が、小こ刻きざみに震える。

『こいつ、震えておるぞ』

『無む理りもない、鬼が相手なのだからな』

　馬鹿にしたように笑う赤鬼と青鬼だったけど、二匹ひきは気付いていなかった。

　獣吾が、うっすらと笑えみを浮かべていたことに。

　ケンカが大だい好こう物ぶつの獣吾だけど、自分の人ひと並なみ外れた腕わん力りよくのことも知っていた。だから常にやりすぎには注意してきた。

　相手が鬼ともなれば、手て加か減げんは無用だろう。本ほん気きで、徹てつ底てい的に、容よう赦しやなく、ぶちのめしたって誰だれにも咎とがめられることはない。。

「うがああああああああああ！」

　大地を揺るがすような雄お叫たけびを上げると、獣吾は青鬼に飛びかかった。体を駆かけ上がり、そのままの勢いでこめかみを殴なぐりつけた。フルパワーでだ。

　青鬼は白しろ目めを剝むいてズドンと倒れる。

『ぎ、ぎさまああああ！』

　赤鬼が吠ほえた。金棒を振り回し、力いっぱい叩たたきつける。

　だけど獣吾はその一いち撃げきを避けると、赤鬼の足あし元もとへ。そのまま急きゆう所しよへ、昇しよう竜りゆう拳けんばりのアッパーを食らわせた。

『ぐううう』

　前を押さえ、赤あか鬼おにも倒れる。

「何だよ、鬼って言うからもっと強いと思ったのに。こんなものかよ」

　興きよう冷ざめしたように獣じゆう吾ごが鼻を鳴らす。

「ま、いいや。約束は守ってもらうぞ。出口はどこなんだ？」

　問い詰めるも、二匹ひきは完全に意識を失っている。

「やりすぎたか」

　少々反はん省せいしている時だ。ざわざわというざわめきに気付く。

　見ると、極ごく悪あくそうな顔をした亡もう者じや達が辺りを取り囲み羨せん望ぼうの眼まな差ざしで獣吾を見ていた。

「スゲーよ、鬼を倒しちまうなんて」

「これなら、あのくそ閻えん魔まも倒せるかもしれねーぜ」

「これまで散さん々ざん失敗してきたけど、今度はうまくいくかもしんねーな」

「なあ、お前！　俺おれ達の先せん頭とうにたってくれよ！」

　先頭に立って何をするのかよく分からなかったけど、閻魔って言葉には興きよう味みを覚える。

（閻魔って言えば、地じ獄ごくで一番偉えらい奴やつだっけ。そいつなら出口だって知ってるはずだよな）

　獣吾は、亡者達に尋たずねた。

「その閻魔ってのはどこにいるんだ!?」




　それからしばらく後……。




　地獄の中ちゆう枢すう部ぶの宮きゆう殿でんにてうたた寝をしていた閻魔様さまは、何やら騒がしい声に目を覚ます。

『どうしたのだ!?』

　すると、血けつ相そうを変えた一匹の鬼がドスドスと足音を鳴らして部屋に飛び込んできた。

『た、大変です！　亡者共どもの反はん乱らんです！』

『またか、懲こりんやつらだ』

　地獄なんて極悪人だらけ。反乱なんてしょっちゅうなのだ。もっとも、その度たびに地獄の番ばん人にんたる鬼達に制せい圧あつされてきたのだけど。

『いつものようにぶちのめしてしまえ。わしは昼ひる寝ねの続きをする』

『それが駄だ目めなんです。何匹もの鬼がすでに倒されてしまい』

　その報告に、閻魔様は目をひん剝むいて驚いた。

『鬼が、倒されただと!?　一体誰だれに？』

『梶かじ山やま獣吾という新しん入いりです。あいつは人間じゃありません！　化ばけ物ものです！』

　鬼にそこまで言われるなんて大したものだ。

『すでに血の池と針はりの山やまが奴やつらの手に。このままでは地じ獄ごくは……』

『ぐぬううううう』

　閻えん魔ま様さまは歯は嚙がみして唸うなり声を上げる。

　すでに亡もう者じや達の声がすぐ近くまできていた。宮きゆう殿でんは取り囲まれていると考えて間違いないあろう。

『ここ二、三百年あまり、あそこまで手ごわい亡者がいなかったもので鬼おに達たちもトレーニングをさぼっていました。今の地獄に、あの男を倒せる鬼はいません』

『怠たい慢まんだったか。わしも反省しなければな』

　閻魔様も深く反省する。

『とにかく、その梶かじ山やま獣じゆう吾ごという男さえいなければ、今回の反はん乱らんはどうにかできるんだな？』

『はい、それはもう』

　閻魔様は、しばし迷ってから仕方がないとばかしに叫んだ。

『ええい、仕方ない。閻魔権けん限げんを使って、その男を地獄から追放する！　まだしばらく人間界にいさせるのだ！』
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「まったく、あの男は何なんだ!?」

　そう吐き捨てながら、ボスは雑ざつ居きよビルの階段を下りていく。

「お前達が何かヘマをやらかしたんだろう？　誘ゆう拐かいを目もく撃げきされるかしたとか？」

「そ、そんなことありませんって」

　後ろを歩いてた男が強く首を振った。

　乱らん入にゆうしてきた獣吾にぶっ飛ばされたものの、かろうじて一人だけ立ち上がることができたのだ。残りの二人はいまだ部屋の中で昏こん倒とうしている。

「この娘むすめを誘拐するとき、ちゃんと辺りを確認しました。目もく撃げき者しやなんて誰だれもいませんって」

　男は、小こ脇わきに抱えた沙さ奈なをチラリ見て訴える。

　椅い子すとは離れられたものの、沙奈の体は改めてロープで縛しばられていた。口にはまたガムテープが張られていて声も出せない。

　もっとも、もしガムテープがなかったとしても声が出せたかどうかは分からない。目の前で獣吾が撃うち殺されたショックで茫ぼう然ぜんとしてしまっているのだから。

「まあいい、邪じや魔ま者は消したし人ひと質じちも無事だ。もしもあの男に仲間がいることを考えて、場所も変えるんだ。何の問題もない」

　自分に言い聞かせるようにボスが言う。

「あの、ボス。あいつらは大だい丈じよう夫ぶですかね？　もし警察がここに踏み込んで来たら」

　少しだけ心配そうな男の言葉に、ボスはフンと鼻を鳴らした。

「そうなったらそうなったで仕方ない。何、心配するな。これから行く場所はお前達も知らない隠かくれ家がだ。あの二人から情報が漏もれることはない」

　それにと、ボスは付け加えた。

「人数が減った方がお前の取り分だって増えるだろう？」

　男だって、こんなことやってるぐらいだからもちろん悪い人間だ。

「なるほど、そうっすね」

　至し極ごく当然といった様よう子すで納なつ得とくする。

「さあ、急ごう」

　雑ざつ居きよビルを出たボスは、自分が乗ってきた高級車へと歩み寄り鍵かぎを開けた。

「娘むすめをトランクに入れろ！　その後、運転は任せたぞ」

　言われたとおりに男は　沙さ奈なをトランクへと押し込み蓋ふたを閉める。それから、ボスから鍵を受け取り運転席へと乗り込んだ。

　ボスも助手席へとつく。

　エンジンがかけられ、車がスタートする。

「新しい隠れ家についたら、そこでさっきの続きをするとしよう。あれだけの体、見み逃のがすにはもったいないからな」

　ボスが、一人ほくそ笑えんだ次の瞬しゆん間かんだった。

　後ろの方からエンジン音がかすかに聞こえてきた。それはどんどん近づいていく。

「何だ？」

　振り向くと、一台のバイクがこちらに向かって走ってくるのが見える。

　バイクは車を追い抜くことなく、運転席の隣となりにぴったりと寄り添った。

「そ、そんな!?」

　運転席の男が怯おびえきった声を上げる。

「どうして!?　こいつはさっき死んでたはずなのに!?」

　バイクに乗っていた人物は、先さき程ほど部屋に乱らん入にゆうしてきて大暴れしたあの包ほう帯たい男に他ならなかった。

「そんな馬鹿な！」

　ボスもまた驚き顔を強こわ張ばらせる。

　バイクは少しだけスピードを上げると、車の前へと飛びだし車体を真ま横よこに向け止まった。

「そ、そのまま跳ね飛ばすんだ！」

　叫ぶボスだけど、恐きよう怖ふで支配された男は悲鳴と共にブレーキを踏む。

　激しい摩ま擦さつ音をたてて、車は停止した。

「ば、馬ば鹿か野郎！　早く車を出せ！」

「は、はい！」

　ボスに引っぱたかれ、アクセルを踏もうとする男。だけど側面の窓ガラスを割り突っ込まれた拳こぶしが男のこめかみにクリーンヒットする。

「ぐえ」

　踏まれたカエルのような声を上げ、男は気き絶ぜつした。

「ちっ、くそっ！」

　ボスは拳けん銃じゆうを取り出すとガラスの割れた窓目がけて数発撃うち込んだ。だけど手ごたえはない。弾だん丸がんは闇やみの中に吸い込まれただけだった。

　背中を嫌いやな汗あせでべっとりとさせ、ボスは車を出る。

　街がい灯とうもまばらな薄うす暗ぐらい夜道。そこに立っていたのは、紛まぎれもない。さきほど自分が撃ち殺したはずの包ほう帯たい男だ。

　かすれた息のボスは尋たずねる。

「ど、どうしてだ？　どうしてお前が生きているんだ？　確かに胸を撃ち抜いてやったはずだ」

　ボスはひたすら困こん惑わくした。

（撃たれて平へい気きなはずがない。さっきは弾たまが外れたんだ。そうに決まっている。今度こそちゃんと当てれば）

　だけど、この包帯男の類たぐいまれなる戦せん闘とう能力も目まの当りにしている。下手へたに撃って外れでもしたら、次の瞬しゆん間かん餌え食じきになっているのは自分だ。

　ボスは数刻前、ビルの中での出で来き事ごとを思い浮かべる。

（そうだ、あの時こいつは急に苦しみだしたんだ。そのきっかけは……）

　ボスの頭にある一つの考えが浮かんだ。

（そうか、そういうことか！）

　ボスは車のトランクに駆かけ寄ると開く。そして、沙さ奈なを引っ張りだした。

「おい、ミイラ男め。お前の弱点は分かってるんだからな」

　ぐったりとしている沙奈の胸元に手をかけると、一気に引っ張った。

　先さき程ほどよりも大きく、よりエロく胸元がはだけられる。

　こんなことをしておきながら、ボスは実は半信半疑だった。

（いや、さすがに俺おれの勘かん違ちがいなのかも？　こんな程度で倒れる男がいるなんて……）

　だけど、そんな男はいた。

「ぐっ！」

　前と同じように、包帯男は苦く悶もんの表情で全身を強こわ張ばらせる。

「やっぱりこいつが弱点だったようだな」

　勝ち誇ったように笑うと、ボスは拳銃を持ち上げた。

　間違いのないように包ほう帯たい男の頭に狙ねらいを定める。

「今度こそあの世に送ってやるぜ！」

　ボスがトリガーを引こうとした時だった。

「ダメ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　そんな声と共に、走ってきた一人の少女がボスの腕にしがみついた。

　奇き妙みような格かつ好こうの少女だ。体にピッタリと張り付いた服なのに、びっくりするぐらいセクシーじゃない。

「こら、放せガキ！」

　ボスが乱暴に腕を振り回す。それでも少女はしつこかった。

「ええい！」

　片手で支えていた沙さ奈なを離し、少女を引きはがしにかかる。

　支えを失った沙奈は、そのまま地面に倒れた。

　危険な胸元も、一時的に隠かくれる。

「うりゃあああああ！」

　包帯男が叫んだ。全速力でボス目がけて突っ込んでくる。

　ようやく少女を引っぺがした時には、すでに包帯男が地面を蹴け飛とばし宙へ舞った時だった。

　ドゲシ[image: ]

　華か麗れいなまでのドロップキックが、ボスの顔面に炸さく裂れつした。







「ふう、危ないところでしたね」

　ちっともセクシーじゃない少女、マイラが大きく息を吐きだす。

「危ないところでしたじゃない。マイラ、お前遅すぎだよ。警察はどうしたんだ？」

　包帯男、獣じゆう吾ごが唇くちびるを尖とがらせた。

「もー、わたしだって大変だったんですよ！　からっぽになってた体が病院の人達に見つかっちゃったんです。でもって、脈みやくも呼吸もないからって死んじゃってると思われて、最終的には遺い体たい安置所に送られちゃってたんですよ。どうにか戻れましたけど、すごく怖こわかったんですから！」

　マイラが頰ほおを膨ふくらめる。

「その後、すぐに警察に連れん絡らくしてからタクシーでビルまで駆かけつけたんです。だけど、獣吾さんも沙奈さんもいないじゃないですか？　途と方ほうにくれてビルを出てきたら、そこで銃じゆう声せいが聞こえたんです。で、急いで駆けつけたんですよ」

　そこで、マイラはふうと息を吐きだした。

「でも、良かったです。獣吾さんも沙奈さんも無事で」

　と、地面に倒れていた沙さ奈なが声を漏もらす。

「あ、沙奈さん目を覚ましたみたいですね」

　さあ、焦あせったのは獣じゆう吾ごだ。沙奈が起き上ってしまったら危険な胸元アゲインなのだから。

「マ、マイラ。星ほし野のの胸、何とかしてくれ!?」

「はいはい、分かってますって。霊れい体たいドキドキエロ修しゆ行ぎようはまったく効果なかったみたいですね」

　残念そうに首を振りながら、マイラは沙奈に歩み寄る。抱き起こすついでに胸元の服を引っ張りどうにか危険露ろ出しゆつ水準を脱する。

　ホッと安心した獣吾は、沙奈の前にしゃがむと口のガムテープを引っぺがした。

　その刺し激げきで、沙奈は完全に覚かく醒せいする。

　目の前の獣吾を見て、瞳ひとみを丸くした。

「か、梶かじ山やま!?　あなたどうして!?　どうして生きてるの!?」

　信じられないって顔で続ける。

「撃うたれた、はずなのに」

「ああ、何かオレも撃たれたような気になってたけど、でも見てのとおり何ともないんだ。ありゃ何だったんだろーな？」

　少しだけ不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげる。

「あ、あの、梶山。その、わたしまだ状況がよく吞み込めてなくって、何て言っていいのかよく分からないんだけど」

　少々しどろもどろに言葉をつなげてから、沙奈はこう言った。

「ありが……とう」

「いいってことよ。クラスメイトの危き機きなんだ。助けないはずがないだろう」

　獣吾は、ニッて笑った。

「本当に良かったぜ。お前が無事で」

　尖とがった牙きばをむきだしにした笑顔。ちなみに、これを笑顔と受け取れる人間はあまり多くはない。大抵は威い嚇かくされたと勘かん違ちがいされてしまう。

　だけどこの時の沙奈には、それは笑顔に見えた。それも、心の底から安心させてくれるような最高の笑顔に。

　沙奈の胸がドキドキと高鳴った。頭の奥がカーっと熱くなる。

　だけど、沙奈の心をかき乱す最高の笑顔も長くは続かなかった。

　ズキリときた。

　強烈な痛みが、ズキリときたのだ。

　腕に足に腰に胸にわき腹にと、全身いたるところが悲鳴を上げ始める。

「あだ、あだ、あだだだだだだだだだだ」

　遠くから聞こえてくるパトカーのサイレンの音を聞きながら、獣じゆう吾ごは全身を駆かけめぐる痛みに顔を歪ゆがませたのだった。




　　　　　９




「無む理りもない話だと思いますよ」

　病室のベッドの脇でリンゴの皮を剝むきながらマイラが言う。

[image: ]

　えらく豪ごう華かな病室だった。もちろん個室で、壁には大型の薄型テレビが埋め込まれている。壁や天てん井じようも無機質な白地ではなくまるで応おう接せつ間まのような雰ふん囲い気きだ。

「獣吾さんの体の包ほう帯たいは、伊達だてや酔すい狂きようで巻かれてたわけじゃないんですから。本当に重じゆう傷しようだったんですよ」

　獣吾はブスっとした顔でベッドに横になっている。包帯の量がさらに増してミイラみたいになっているのが痛々しい。

　マイラの言うとおり、伊達や酔狂で巻かれてたわけじゃなかったようだ。全身打だ撲ぼくにアバラだって何本か傷いためていたらしい。医者いわく、まともに動けるような状況じゃなかったそうだ。

　沙さ奈なを助けなきゃっていう危き機き感がアドレナリンを大量放出させ獣吾から痛みを忘れさせてたのだった。いわば自分に魔ま法ほうをかけていたようなものなのだ。

　だけど、沙さ奈なを助けホッとしたことでアドレナリンの時間も終了。これまで感じていなかった激げき痛つうがビックウェーブで押し寄せてきたのだ。

　しかも不幸なのはそれだけじゃ終わらない。あの後駆かけつけてきた警官達が、獣じゆう吾ごを犯人と思い込み一いつ斉せいに飛びかかってきたのだ。

　十数人の警官に押さえつけられ、アバラのヒビは見事に進行した。でもって、不本意なことに病院で一ひと晩ばんを過ごす羽は目めになってしまったのだ。

「そう言えば、刑けい事じさんから面白いことを聞きましたよ」

　マイラが口を開く。

「運転をしていた犯人の人が、獣吾さんのこと化ばけ物ものだって脅おびえてるそうなんです。胸を撃うたれたはずなのに蘇よみがえってきた、あいつはゾンビに違いないとか言ってるそうです」

　そこで、マイラが『ん？』って顔になる。

「わたし思いだしちゃいました。昨晩、沙奈さんもそんなこと言ってませんでしたか？　撃たれたはずなのにどうして？　とか何とか」

「ああ、そこはオレも不ふ思し議ぎなんだよな。確かに胸を撃たれたような気がするんだよ。しかも、後で調べたら着てたシャツには穴が開いてたんだよね。だけど、別に怪け我がもしていないし。ありゃ本当、どーゆーことなんだろーな？」

　首を捻ひねってから、獣吾は冗じよう談だんっぽく言った。

「ひょっとしてオレ、地じ獄ごくにでも行ってたんじゃないか？　で、鬼おにでもぶんなぐって生き返らせてもらったとか」

「も[image: ～][image: ～][image: ～]、何言ってるんですか」

　マイラが呆あきれたように笑う。

「地獄なんてあるはずないじゃないですか。ましてや鬼だなんて。そんなの非ひ現実すぎますよ」

（幽ゆう体たい離り脱だつできるアンドロイドってのも地獄や鬼と匹ひつ敵てきするぐら非現実なんじゃねーか？）

　そんなことを獣吾は思わずにいられない。

「とにかく、今は早く元気になってくださいね。ま、お医者さんがびっくりするぐらい丈じよう夫ぶな体ですからすぐに退院できると思いますけど」

　ずっと剝むいていたリンゴをマイラは突きだした。

「はい、どーぞ。獣吾さん」

　大玉だったはずのリンゴは、ほとんど芯しんだけになっていた。にもかかわらずマイラはやりきった感のある表情を浮かべている。

（リンゴの皮は剝けないけど、幽体離脱はできるアンドロイド……か）

　何かもうあれこれと考えるのが馬鹿らしくなり、獣吾はリンゴを摑つかむとバリバリと芯ごと頰ほお張ばる。

「獣じゆう吾ごさん、そろそろおしっこしたくなるころじゃありませんか？　わたし、いつでもスタンバイできてますから」

　マイラが尿し瓶びんを持ち上げる。妙みようにその瞳ひとみをキラキラさせてだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、自分でできっから」

　あっさりと拒否されて、マイラはつまらなそうに頰ほおを膨ふくらめる。

「もー、楽しみにしてたのに[image: ～][image: ～][image: ～]」

　不満そうにお菓か子しを頰ほお張ばるマイラ。気付くと袋ふくろは空っぽになっていた。

「獣吾さん、お見み舞まいに持ってきたお菓子、なくなっちゃいましたね。ちょっと補ほ充じゆうに行ってきます」

　そう言うと、マイラが病室を出て行く。

「なくなっちゃったも何も、ほとんど自分で食べてんじゃねーかよ」

　呆あきれたように呟つぶやいてから、獣吾はマイラが持ってきたビニール袋に手を伸ばした。

「あいつ、ちゃんと間違えずに『激げき闘とうプロレス三ざん昧まい』を買ってきたのか？　『熱血プロレスまみれ』の方だったらチョップだぞチョップ」

　ぶつぶつ言いながら袋の中身を出す獣吾。

　残念ながら、『激闘プロレス三昧』でも『熱血プロレスまみれ』でもなかった。そこから出てきたのは巨きよ乳にゆうの水みず着ぎ美女が表ひよう紙しのグラビア雑誌だ。

「だああああああ！」

　獣吾は雑誌を力一いつ杯ぱい壁に向かって投げつける。

「こんな時にもエロ修しゆ行ぎようさせようなんて、あいつ何考えてんだよ！」

　激しく文もん句くを言っている時だった。病室の戸が開く。

「おい、マイラ。お前何考えてんだよ。こんな雑誌買ってきやがって！」

　だけど、獣吾の文句を受け止めたのはマイラじゃなかった。

　長い黒くろ髪かみの眼鏡めがね美少女。星ほし野の沙さ奈なだったのだ。

「梶かじ山やま、もしかしてまずいタイミングだった？」

　少々不安そうに沙奈が尋たずねる。

「いや、別にそんなことなかったぞ」

「ならいいけど」

　そこで、沙奈は病室の床に転がるグラビア雑誌に気付く。

「この雑誌……」

「ああ、そいつね」

　まさか目に危険だから投げて遠ざけたなんて言えない。

　エロに人一倍弱いくせに、困った事に男のプライドにだけはこだわっているのだ。

「ほら、そんなグラビア雑誌。オレにはちょっとばかし刺し激げきがなさすぎるからな。ゴミ箱に捨てようとして手が滑すべったんだ。まあ、気にすんな。そのままにしといてくれよ」

「そう……」

　何か思うところがありそうな表情を見せてから、沙さ奈なは獣じゆう吾ごに顔を向けた。

「昨日きのうは、本当にありがとう。梶かじ山やまも事故で大変だったってのに、私を助けに来てくれて」

「いや、いいって。気にするなよ」

　お礼なんてなかなか言われない生活を送ってる獣吾としては、こういったのは苦にが手てだ。

「でも、いろいろと疑問もあるのよ。拳けん銃じゆうで撃うたれたのは見み間ま違ちがいだとしても、どうして私が誘ゆう拐かいされたこと知ってたの？　それに、あそこに閉じ込められてることも」

「そりゃーまー、あれだよあれ」

　幽ゆう体たいでのエロ修しゆ行ぎようの帰りにたまたま見かけたなんて言えたもんじゃない。

「まあ、いわゆる勘かんってやつだよ」

　超ちよう絶ぜつに苦しい言い訳をする。

「細かいことはいーじゃねーか。それより星ほし野の。何か食うか？　お菓か子しはうちの居い候そうろう娘むすめが全部食べちまったが、果くだ物ものだったらたくさんあるぞ」

　ベッド脇の棚たなのカゴの中身をあれこれ物色する獣吾。

「そうね、細かいことはいいわよね。それよりももっと、確認したいことがあるんだから」

　少し迷ってから、沙奈は口を開いた。

「梶山、正直に答えてくれる？」

　しつこく事件のことを尋たずねられると思い少し辟へき易えきする獣吾。

　だけど、飛ばされた質問はそれよりももっともっと困った内容だった。

「梶山って、実はＨなことにすごく弱いんでしょ!?」

「な、ななななななな！」

　獣吾の顔面が蒼そう白はくになる。一いつ瞬しゆんで口の奥がカラカラに乾いた。

（どうしてだ？　どうして分かったんだ？）

　焦あせる獣吾だけど、答えはすぐに思い当たる。

（そーだ、部屋に突とつ入にゆうした時、星野のガバって開いた胸元を見てオレ、鼻はな血ぢ出したんだっけ？　そりゃバレて当然だ）

　それでも獣吾は往おう生じよう際ぎわが悪かった。あからさまに不自然な笑えみで笑い飛ばす。

「な、何を馬鹿なことを。オレがエロに弱いだって、そんなことあるはずねーだろ？　年中発はつ情じよう期きの猛もう獣じゆう、性せい欲よく魔ま神じんなんて呼ばれているこのオレが」

　不ふ名めい誉よな異い名みようですらあえて口にして見せる。涙ぐましい努力だった。

「だったら、これも平気なのよね」

　そう言うが否や、沙奈は落ちていたグラビア雑誌を拾った。水着のお姉ねえさんが浜辺で横になっているページを開き獣吾に突きつける。

「うおおおおっと！」

　顔を真まっ赤かにしてのけぞる獣じゆう吾ご。その拍ひよう子しにベッドから転げ落ちる。

　もはや言い逃れのできない状況だった。

（やっちまった、オレ、やっちまったぜ）

　猛もう烈れつに死にたい気分になる。

（星ほし野のの口からオレの秘ひ密みつは学校中、いや埼さい玉たま中に知れ渡るだろう。そーなったらもうおしまいだ）

　真剣に旅に出ることを考え始める獣吾に、沙さ奈なはやっぱりねと頷うなずいた。

「でも、梶かじ山やま。どうして秘ひ密みつにするのよ。正直に言えばいいのに」

「そんなの無む理りだぜ」

　搾しぼりだすように獣吾が答える。

「雲うん南なんの猛もう獣じゆうが、エロに弱いだなんて。恥はずかしくって言えるわけがないだろ。男として格かつ好こ悪すぎるじゃねーか」

「別にそんなことないと思うけど。少なくともわたしは、梶山がそんなだって聞いて嬉うれしいし」

「星野！！！！」

　いきなり叫んだ獣吾は、その場に土ど下げ座ざする。

「頼む！　昨日きのうお前を助けたことを感謝してくれてるなら、どーかこのことは秘密にしてくれ！　少なくとも、卒そつ業ぎよう式しきの日までは！」

「ちょ、ちょっと止やめてよ。そんなことされると困るわよ」

　やれやれとため息をついてから、沙奈は優しく瞳ひとみを細めた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、誰だれにも言わないから。わたしにはよく分からないけど、男のプライドってのもあるんでしょ？」

「星野！」

　獣吾は感激の瞳ひとみで沙奈を見つめる。

「ただし、一つだけ条件って言うかお願いがあるわ。それをきいてくれるなら、ずっと秘密にしてあげる」

「もちろん、何だってきくぞ！　誰をぶっ飛ばして欲しいんだ？　売られないケンカはしない主義だけど、特別にやってやるぞ！」

　俄が然ぜん張り切った様よう子すで鼻息を荒くする。

「そんなんじゃないわよ。私のお願いって言うのは、そんなんじゃなくって」

　恥はずかしいのか、沙奈はわざとらしく咳せき払ばらいをする。それから、消え入りそうな声で囁ささやいた。

「……友達になってくれない？」

「へっ？」

「私と、友達になって欲しいのよ」

　しばしキョトンとしてから、獣じゆう吾ごは尋たずねる。

「そんなんでいいのか？」

「そんなんでいいのよ！」

　沙さ奈なは、早はや口くちに言った。

「それでどうなの？」

　獣吾は大きく頷うなずいた。

「もちろん、いいに決まってるぜ」

「はい、決まりね。それじゃ」

　沙奈が右手を差しだした。握あく手しゆを求めているのだと気付き、獣吾も右手を伸ばす。

「これからもよろしく、梶かじ山やま」

　獣吾の手を握ったまま、沙奈は嬉うれしそうに微笑ほほえんだのだった。







　そんな様よう子すを、扉とびらの隙すき間まから覗のぞく人物がいた。

　しこたまお菓か子しを買い込んできたマイラだった。

　実はけっこう前に戻ってきていて、一部始し終じゆうを眺ながめていたのだった。

　音をたてないようにマイラは歩きだすと、扉の前を離れる。

「これは、予想外の展開になっちゃいましたね」

　マイラは呟つぶやいた。

「あの二人が仲良くなって、付き合うなんてことになったりしたらどうです？　必然的に獣吾さんはドキドキするわけですし、若い二人ですからどんどん先に進むって可能性もあるわけです。それに、いざとなったらエロ修しゆ行ぎようで沙奈さんに協力を頼むってこともできますし。すごくいいことですよね、これって」

　不意にマイラは足を止めた。

　言葉とは裏うら腹はらに、顔はちっとも嬉しそうじゃなかった。

「でも、どうしてわたしはこんなに面白くない気分なんだろ？」

　不思議そうに、呟く。

「わたしが、用なしになっちゃうからですかね？」

　エロトレーナーとしての存在意義が脅おびやかされることを恐れているのかと思ったけれど、それだけでは解明できない複雑な気持ちだった。

　胸が、締しめ付けられるような感じだった。

「わたし、どーしちゃったんだろ？」

　答えの出ない感情に、マイラは悩み続けたのだった。







[image: 最終話　タイムスリップ星交会議！]
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　埼さい玉たま県桜さくら庭ば市しの、桜庭市駅前。三つの線が乗り入れるこのターミナル駅には駅ビルが幾いくつも立ち並び、休日ともなれば若者や家族連れで賑にぎわっている。

　そんな駅前広場の時計台の下で、少々緊きん張ちようした面おも持もちで腕を組む一人の少年の姿すがたがあった。

　ビシっとした眉まゆ毛げと尖とがった八や重え歯ばが特とく徴ちよう的てき。猛もう獣じゆうを思わせる鋭い瞳ひとみをしている。

　梶かじ山やま獣じゆう吾ごその人だった。

　服装はブルーのパーカーにジーンズ。細身で筋きん肉にく質しつの体によく似に合あっている。

「そろそろ……か」

　十一時五十五分を指す時計台を見上げ獣吾が呟つぶやく。どうやらここで待ち合わせをしているようだ。

　獣吾と言えば、近きん隣りんで最強の名をほしいままにしている超不ふ良りようだ（誤ご解かいなのだけど）。

　そんな彼が待ち合わせと言ったら、大たい抵てい他の不良との決けつ闘とうや対決だと相場が決まっている。

　しかもいつになく険しい顔付きだ。これはよほどの強敵が現れるのでは？　と思いきや。

「お待たせ、梶山」

　足あし早ばやに駆かけてきたのは、長い黒くろ髪かみで眼鏡めがねをかけた美少女だった。

　彼女の名前は星ほし野の沙さ奈な、獣吾のクラスメイトの少女だ。

　淡いグリーンのチュニックに、少し長めのスカート。落ち着いた雰ふん囲い気きだけど、彼女の魅み力りよくを十二分に引き立てている。

「オッス、星野」

　尖った犬歯を見せ、獣吾はぎこちなく笑った。

「ひょっとして、けっこう待たせちゃったかな？」

「いいや、そんなことないぜ。オレも今来たばかりだからよ」

　大おお噓うそだ。実際は十一時には到着していて、からんでくる命知らずな不良を七、八人をぶちのめしていたのだから。

「でも、ごめんね。急に誘っちゃって。ひょっとしたら梶山にも都つ合ごうがあったかもしれないのに」

「いや、いーんだよ。たまの映画も悪くないからな」

　獣吾は内心で呟く。

（しかし、まさか星野に映画に誘われる日が来るなんて思いもよらなかったぜ）

　獣吾が驚いているのも仕方のないことだろう。

　沙奈と言えば、潔けつ癖ぺき症しようなことでは有名な少女だ。『野や獣じゆう並みの性せい欲よくを持ち、モノにした女はもうすぐ四ケタに到達する』なんて噂うわさをされている獣吾と仲良くするはずもない。

　と言うか、ぶっちゃけ大だい嫌きらいだったのだ。

　だけど先日の誘ゆう拐かい騒そう動どうにて、獣じゆう吾ごが実は噂うわさとは真ま逆ぎやくでエロにまったく耐たい性せいのない純じゆん情じよう少年ということを知った沙さ奈なは態度を一変。

　エロに弱いって秘ひ密みつを守る代だい償しようとして、獣吾に友達になって欲しいと頼んだのだった。

（休日に二人で映画かよ。まるでデートじゃないか）

　獣吾が険しい顔をしているのはただ単に緊きん張ちようしているだけだった。

　実は獣吾、エロに弱いって理由もありこれまで女の子と仲良くしたことなんてほとんどない。エロで発散できないエネルギーをケンカで発散しているうちに、いつの間にか猛もう獣じゆうだの最悪の不ふ良りようだの呼ばれるようになっていた。

　ますます女の子が寄り付かなくなってしまったのだ。

　こうやって、女の子と二人で出かけるなんて、初めてと言ってもいいぐらいなのだ。

（しっかりしろよオレ。友達同士で映画を観みに行くってだけの話じゃねーかよ。それでも雲うん南なんの猛獣か？　ビビってんじゃねーよ）

　ブツブツと頭の中で繰り返している獣吾に、沙奈が言う。

「映画が始まるまでにはまだ時間があるから、どこかで少し早めのお昼でも食べない？　駅ビルにおいしいハンバーグのお店があるんだけど」

「ああ、いいぜ」

　連れだって歩く二人の姿すがたは、デート以外の何者でもなかった。







　そんな二人を、茂みの陰からこっそりと覗のぞく一人の少女の姿があった。

　不自然なまでのジャージ姿で、帽ぼう子しを深くかぶりサングラスとマスクで顔は隠かくしている。

　だけど、小こ柄がらで未発達な体型とふわふわとした豪ごう華かな金きん髪ぱつは隠しようがなかった。

「朝からソワソワして、おかしいとは思ってたんです。まさか、沙奈さんとデートだったなんて」

　プク～って頰ほおを膨ふくらめるこの少女の名前はマイラ。こう見えても獣吾のエロ修しゆ行ぎようのために未来から送られてきた最新型のセクシーアンドロイド、ＭＡＩＲＡ１０００型だ（もっとも、現在は故こ障しよう中でちっともセクシーでないけれど）。

「別に隠さなくたっていいじゃないですか。堂々と言ってくれればわたしだってコソコソ後をつけたりしなかったのに」

　別に獣吾は隠したかったわけじゃない。何なに分ぶん初めてのことで、どうにも照れ臭くさく言いだせなかっただけなのだけど、そこのところはマイラには理解できないようだった。

「でも、この間友達になって、すぐにデートだなんて実に早い展開です。これは先が期待できますね」

　マイラはそんなことを呟つぶやく。

「このまま、沙さ奈なさんとどんどん仲良くなってくれれば、自然とドキドキするシチュエーションだって増えていきます。獣じゆう吾ごさんのエロ修しゆ行ぎようになるんですから」

　獣吾にエロ耐たい性せいをつけさせる。その目的のためやって来たマイラとしては、願ったりかなったりな出で来き事ごとだ。

　だけど、いくら口に出してみたところでいっこうにイライラは収まらない。感情プログラムがどうしても穏おだやかになってくれないのだ。

（きっとわたし、自分の存在価か値ちに不安を感じてるんですね。獣吾さんが沙奈さんとどんどん仲良くなって、どんどん男女の仲を進展させたら、わたしがエロ修行する必要なんてなくなっちゃうわけですから）

　マイラは強くそう結論づける。

「とにかく、まだまだ二人に任せるわけにはいきません。わたしはエロトレーナーとして二人を見守る義務があるんですから！」

　強ごう引いんにそう納なつ得とくすると、マイラは歩く二人をこっそりと追いかけたのだった。
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　上じよう映えい開始時刻までまだ少し時間があるからと、昼食をとることに。

　彼女が獣吾を連れて行ったのは、小さなハンバーグ専門店だった。獣吾はスペシャルメニューのジャンボハンバーグを注文し大いに肉を食らう。

　その後、映画館へと。

　主人公が素す手でで宇う宙ちゆう人をぶん殴なぐり世界を救うという内容で、実に獣吾好みの映画だった。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、面白かった」

　興こう奮ふん冷めやらぬといった様よう子すで獣吾は映画館を出てくる。

「良かった、梶かじ山やまならこういうのが好きかなって思ったの」

　嬉うれしそうに沙奈が言う。

「ああ、敵のＵＦＯに飛び込んで、中ちゆう枢すう部ぶのコンピューターを殴って破は壊かいするラストが最高だったぜ」

　早はや口くちに喋しやべる獣吾も、それを聞く沙奈も気付いていなかった。すぐ近くにあるカフェの立て看かん板ばんの裏に、怪あやしい不ふ審しん人物がいることに。

　もちろんマイラに決まっている。

「さすがですね、沙奈さん。獣吾さんの食べ物の好みも映画の好みもバッチリ押さえているなんて」

　少しだけ悔くやしそうに呟つぶやく。

　ちなみに映画はマイラも大満足な内容だった。ついつい売店でパンフレットを購こう入にゆうしてしまったほどだ。

（でも、これで初デートも終わりですね。ううん、デートってほどのものじゃないですね。二人はただのお友達なんだから）

　そう思うマイラだったけど……。

「ねえ、梶かじ山やま。せっかくなんだから、もう少し遊んで行かない？」

　少し恥はずかしそうに沙さ奈なは獣じゆう吾ごに提案する。

　最初こそ緊きん張ちようしていた獣吾だけど、ハンバーグとアクション映画のおかげですっかりいつもの様よう子すを取り戻していた。

「おうっ、いいぜ。オレも丁ちよう度ど本屋で探したい本があったし」

　元気よく頷うなずく。

（あああ、獣吾さん。何言ってるんですか。獣吾さんはそんな暇ひまな体じゃないんですよ。早く帰ってわたしとエロ修しゆ行ぎようしなくちゃならないんですから）

　妙みような焦しよう燥そう感かんをマイラは覚える。つい看かん板ばんの陰から飛びだしそうになるのを慌あわてて自じ重ちようする。

（いや、でもこのまま二人で行動させて仲を進展させた方がエロ修行にはなるかもしれません）

　必死に自分に言い聞かせる。

（とにかく、追つい跡せきあるのみです！）







　辺りが幾いく分ぶん薄うす暗ぐらくなり始める頃。

　獣吾と沙奈は、小さな公園のベンチに座っていた。

　少し遠くの古本屋まで歩いたから、しばしの休きゆう憩けいだった。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、まさかこいつが見つかるなんてな」

　ほくほく顔で獣吾が撫なでているのは、一冊さつの古いプロレス雑誌。今では入にゆう手しゆ困難と言われているプレミア物だ。

「さすがは星ほし野のだな。あんな穴場の古本屋を知ってるなんて」

　獣吾が大おお袈げ裟さに感心する。

「私もたまに行くの。あそこ、けっこう掘り出し物があってびっくりするのよ」

　そう言ってから、沙奈は軽く目を細めた。

「でも、今日きよう一日梶山と一いつ緒しよにいて、改めて分かったな」

「何がだ？」

「その……梶山は」

　沙奈は少しだけ恥はずかしそうに続けた。

「Ｈなのが、本当に苦にが手てだって」

　最大級の秘ひ密みつの登場に、獣じゆう吾ごは慌あわてて辺りを見渡す。誰だれかに聞かれたらえらいことだ。

　幸い公園には誰もいなかった。

　ほっと安あん堵どの息をつく獣吾に、沙さ奈なは説明する。

「ほら、水着の女の人がたくさん出る映画の予告編があったじゃない。あの時、梶山を見たらこれでもかってくらい目を固く閉じててびっくりしたのよ」

　さらに目もく撃げき証しよう言げんは続く。

「それから、古本屋でだってそうだったかな。Ｈな本の置いてあるコーナーには絶対に近づかないよう徹てつ底ていしてたでしょ？　基本的に顔はそむけたままだったし」

　たまたまだよ！　って言えないところが獣吾のつらいところだ。

「雲うん南なんの猛もう獣じゆうなんて呼ばれてる男が、いい年して情なさけないよな。星ほし野のだってそう思うだろ？」

　フンってそっぽを向く獣吾に、沙奈は慌てて言う。

「そんなことないよ。病院でもちょっとだけ言ったけど、私は梶かじ山やまがそんなで嬉うれしいし」

「えっ？」

「あの……ね。わざわざ言わなくてもみんな知ってることだと思うんだけど」

　そう前置きをし、沙奈は続けた。

「私も、苦手なのよ。その、Ｈな男の子なんかがものすごく」

（なるほど、それでオレはあんなにも毛け嫌ぎらいされてたのか）

　ようやく納なつ得とくしたと獣吾は頷うなずいた。

「もう高校生なんだし、すこしぐらいは慣れなきゃとは思ってたんだけど。なかなかうまくいかなくって」

　ふうと息を吐く。

「だから、梶山がＨなのが苦手だって知って、私、嬉しかったんだ。何だか同じ悩みを持っている仲間みたいな気がして。梶山となら、少しずつでも克こく服ふくしていけるかなって。そう思ったの」

　沙奈が、少し頰ほおを赤らめた顔を獣吾へと向ける。消え入りそうな声でこう尋たずねた。

「そんなこと言われたら、迷めい惑わく……かな？」

　しばし忘れていた初デートの緊きん張ちようも思いだし、獣吾までもが赤せき面めんしてしまう。

「いや、そんなことないぞ。迷惑だなんてそんなはずない」

　早はや口くちに喋しやべる獣吾の胸は、もうドキドキだ。だけどエロを突き付けられた時のような暴ぼう力りよく的なものじゃない。もっと温あたたかくて心地ここちよい幸せなドキドキだ。

　これまであまりこういったことに経けい験けんのない獣吾だから大いに戸と惑まどってしまう。

（な、何だよこの気持ちは？）

「梶山……」

　沙さ奈なが潤うるんだ瞳ひとみで獣じゆう吾ごを見つめる。

「ほ、星ほし野の……」

　獣吾が、雰ふん囲い気きに押し流されそうになった時だった。

「ちょっと待ってください[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　という叫びと共に、乱らん入にゆうしてくる者がいた。

「駄だ目めです！　駄目です！　一気に急展開しすぎです！　わたし、エロトレーナーとして認められませんから！」

　帽ぼう子しをかなぐり捨て、サングラスとマスクも外す。もちろんその下から現れるのは見慣れた顔。

「マイラ!?」

「マイラちゃん!?」

　獣吾と沙奈が驚きの声を上げる。

[image: ]

「お前どうしてこんなとこにいるんだ？　そんな暑苦しい格かつ好こうまでして」

「そんなこと別にいーじゃないですか!?　とにかく家に帰りますよ！　獣吾さんはわたしとエロ修しゆ行ぎようするんです！　人類の未来のために!!」

　ぐいのぐいのと獣吾の手を引っぱりベンチを離れ公園を出る。薄うす暗ぐらい道路を少し歩いた先で、獣吾が声を上げた。

「落ち着けってマイラ！」

　マイラの手を振りほどき、獣じゆう吾ごは不ふ機き嫌げんと疑問が混じったような顔で尋たずねた。

「お前、どーしたんだよ。おかしいぞ？」

「ううう」

　マイラが口ごもる。おかしいってことは自分でもよく分かっていたからだ。

　獣吾と沙さ奈なはいい感じになっていた。マイラの最終目標は、獣吾にエロに強くなってもらうこと。それを考えたら乱らん入にゆうなんてもっての他だ。

　獣吾ドキドキプロジェクトの任を受けたセクシロイドとしては、二人をラブホにでも誘ゆう導どうするぐらいのことは画かく策さくしなければならない立場だ。

　にも関わらず、気付くと茂みから飛びだしてしまっていた。

　獣吾が自分以外の誰だれかにエロ修しゆ行ぎようされるというシチュエーションが、どうにも我が慢まんならなかったのだ。

（ひょっとしてわたし、嫉しつ妬としてるんですか？）

　そう考えるも、否定する。

（そんなはずありませんよ。だってわたしはセクシロイドですから）

　セクシロイドを始め、すべてのアンドロイドには感情プログラムにプロテクトがかけられている。

　その結果、特定の人間に恋心を抱くことはできなくなっている。何故なぜならそれは人間にのみ許された感情なのだから。

　当然マイラにだってそのプロテクトはかかっているのだけど、マイラが今感じているものは嫉妬としか言いようのない感情だった。

「獣吾さん……」

　ひどく自信なさ気に、マイラは口を開く。

「わたし、ひょっとしたら、ひょっとしたら獣吾さんのことを……」

　次の瞬しゆん間かん、辺りが強い光に包まれた。
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（何だ、いきなり眩まぶしいじゃねーかよ）

　まだ目がチカチカする。

（閃せん光こう弾だんでも投げ込まれたのか？）

　困こん惑わくする獣吾だったけど、徐じよ々じよに目が慣れてくる。

　ようやく辺りを見渡せるようになった獣吾は、思わず啞あ然ぜんとした。

「何だここは？」

　公園ではなかった。広々とした体育館のような空間。だけど体育館じゃない。あちこちに見たこともない装そう置ちが置かれている。マイラと獣じゆう吾ごは、銀色ですり鉢ばち状じようの円えん盤ばんのような場所に立っていた。

　辺りには、マイラの未来服のような服を着た男達が集まっている。

「おお、アンドロイドが戻ってきたぞ！」

「ちゃんと梶かじ山やま獣吾も一いつ緒しよだ！」

「人間は初めてだからドキドキしたんだ。ちゃんと手足もついてるし体も裏返しになってない」

「大成功だぞ」

　皆して大喜びをする。放っておくと祝しゆく賀が会かいでも開きそうな勢いだ。

「ああああ！」

　マイラが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「アイテル・ラボの時空転てん移いルームじゃないですか!?　わたし達、どーしてこんなところに!?」

「マイラ！」

　悪い予感をビンビンに感じながら、獣吾が尋たずねる。

「お前、ここがどこなのか分かってるのか？」

「はい、28世紀最大の頭ず脳のうとも称される天てん才さい科学者、マエチャック・アイテル博士はかせの巨きよ大だい研究施設、アイテル・ラボ。その中にある時空転移ルームです。わたしはここから獣吾さんの時代へと転送されたんです」

「ちょっと待て[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い！」

　獣吾が吠ほえた。

「それじゃあれか？　つまりここは28世紀ってことなのか!?　オレ達はタイムスリップしたってことなのか!?」

「もしかしなくても、ここは28世紀です。わたし達はタイムスリップして未来の世界にやって来たんです」

　間違いないとマイラは答える。

「だけどおかしいです。タイムスリップは原則過去への片道切きつ符ぷ。未来へなんて無む理りなはずじゃ？」

　マイラは小首を傾かしげた次の瞬しゆん間かん。

「ドンブラー効果を利用したんだぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　妙みようちくりんな訛なまりの声が響ひびき渡る。カツカツと杖つえの音を立ててやって来たのは一人の老人だ。

　分ぶ厚あつい眼鏡めがねに、爆ばく発はつした白い髪かみの毛。ちっとも未来っぽくないヨレヨレの白はく衣いを着ていた。

　博士と助手コントでよく見かける駄だ目めな博士を絵に描いたような雰ふん囲い気きだ。当然胡う散さん臭くさい。

　老人の後ろには、小こ柄がらな女性が控えている。こちらは見るからに未来っぽい素材のスーツでピシッと身を固めている。

「マイラ、誰だれなんだ？　この見るからにうさんくさそうなじーさんは」

　そう言う獣じゆう吾ごに、マイラは目を大きくし怒った。

「失礼なこと言っちゃ駄だ目めですよ！　この方こそがマエチャック・アイテル博士はかせなんですから！　後ろにいるのは地球大だい統とう領りようの首席補ほ佐さ官かん、メアリー・盛もり岡おかさんです」

　マイラが説明する。

（マエチャック・アイテルって言ったら前ぜん世せにエロ修しゆ行ぎようさせるなんてとんでもないことを考えた奴やつだっけ？　そのせいでオレはいろいろと大変な目に。一発殴なぐってやろうか？　いや、でも相手は年寄りだしな。ポックリいかれたら大変だし。いや、しかし）

　本気でどうしようか悩む獣吾の隣となりで、マイラが質問を飛ばした。

「アイテル博士、さっきドンブラー効果って言いましたよね？　それって一体」

「ドンブラー効果は、いわゆる揺り返し現げん象しようのことだぎゃー」

　アイテル博士の講こう義ぎが始まる。

「マイラ、おみゃーさんを過去へと転送させたことで、時空そのものに波ができたんだがね。その波は28世紀と過去とを行き来しながら徐じよ々じよに小さくなっていくんだぎゃー。その波長に合わせて時空転てん移い装置を逆稼か働どうさせることで、過去に転送させたものを『回収』することができるんだがね。近くにいるものも一いつ緒しよにだぎゃー」

「新たな時空理論を確立するなんて、さすがですアイテル博士！」

　アイテル博士をやんややんやと称たたえるマイラ。だけど獣吾はそんな気にはなれない。なれるはずがない。

　牙きばをむきだし、獣吾はアイテル博士に嚙かみついた。

「過去には戻せるんだろ？　だったら早くオレ達を戻せよ！」

「心配する必要はにゃーよ。オイロケうちゅーじんとの星せい交こう会議が終わったらちゃ[image: ～][image: ～][image: ～]んと戻すつもりだぎゃ」

　アイテル博士が言っているオイロケうちゅーじんってのが、地球に星交を求めてやって来たラグマラース星人だと理解できる。星交会議が、今後の地球の運命を決めかねない重要な会議だってことも。

　ただ、よく分からないのはどうしてこんなことまでして自分達をこの時代に連れてきたのかってことだ？

（エロ修行をさせるだけなら、さらにマイラみたいなセクシロイドを過去に送りゃあいいだけじゃねーか。どーしてわざわざオレをこの時代に？）

　困こん惑わくの嵐あらしに中に放り込まれる獣吾。

「ここから先は私がご説明いたします」

　アイテル博士はかせの背後から歩みでたメアリー・盛もり岡おかが慇いん懃ぎんに頭を下げる。

「実は、予期せぬ非常事態が起こってしまったのです」

「予期せぬ非常事態？」

「はい、不幸な事故によりトーマス・ジョコットマン地球大だい統とう領りようは……大統領は……」

　目め頭がしらを指で押さえながら、メアリーは非常事態について語りだした。







「失礼いたします。データ管理部より預かりものです。各地のバイオ産業の推すい移い表だとか」

　地球大統領の執しつ務む室しつへと入り、メアリーは歯切れよくそう言う。

「私が頼んでいたものだ。ご苦労」

　そう答えるのは、精せい悍かんな顔立ちと口くち髭ひげの似に合あう男。地球大統領、トーマス・ジョコットマンだ。こんな姿すがたでも実は十八歳さいと言うから驚きだ。

「ここに置いておきますね」

　執務机づくえの脇にデータディスクを置いたメアリーは、少し心配そうにジョコットマンを見る。

「大統領、少しお疲れのご様よう子すですか？」

「ああ、すまない。このところ眠っていなくてね」

　ただでさえ膨ぼう大だいな量の執務に加え、ラグマラース星人との星せい交こう会議用の準備もしなければならない。いかに優秀なジョコットマンでもこたえる仕事量だ。

「それでもがんばらねばな。こうやっている間にも、過去で私の前ぜん世せである少年がエロ修しゆ行ぎように励んでいてくれるのだから」

「間に合いますか？　星交会議まであと一月しかないのに」

「きっと間に合うさ。私は地球大統領に選任された時に、不可能を可能にする男と呼ばれたものだよ。少年が私の前世ならば、きっとやり遂とげてくれるはずだ」

　穏おだやかな顔でそう言ったところで、ジョコットマンはふわあと欠伸あくびをした。

「さすがに眠くなってきたな」

「少しお休みになられたら」

「しかし、午後の会議までにそのデータを把は握あくしておかないと」

　少し考えてから、ジョコットマンは頷うなずいた。

「仕方ない、ドリーム勉強マシーンを使おうか」

　ドリーム勉強マシーン。それはアイテル博士が発明した装そう置ち。

　いわゆる睡すい眠みん学習装置のことだった。

　この装置にデータディスクを差し込み眠れば、夢の中にデータを投とう影えいすることができるのだ。

　もっとも、この装置に頼ってばかりだと怠なまけ者になってしまうし、ぐっすりと眠れないため健康にも良くない。以上の理由から一般化は制限されている。ジョコットマンも緊きん急きゆう時以外は使わないのが常だ。

　ジョコットマンがスイッチを押すと、床が開き中からリクライニングチェアのようなグースカお勉強マシーンが姿すがたを現した。そこに横たわる。

「メアリー君。データディスクをセットしてくれたまえ」

「了りよう解かいです」

　メアリーは、ディスクを装そう置ちにセットした。

「では、おやすみ。午後の会議で会おう」

「はい、失礼いたします」

　眠りにつくジョコットマンを残し、メアリーは執しつ務む室しつを後にした。







「それが、地球大だい統とう領りようのお元気な姿を見た最後の瞬しゆん間かんでした」

　メアリーが泣きそうな顔で続ける。

「ところが、一時間程ほど後にとんでもないことが発覚してしまったのです。データ管理部の人間が、間違ってプライベートで使用しているディスクを渡してしまったと……。そしてその内容が……」

　ゴクリと喉のどを鳴らすと、メアリは叫んだ。

「超ハードなアダルト映えい像ぞうだったんです！　ドリーム勉強マシーンを使っていたため、顔をそむけることも目を閉じることもできなかった地球大統領は、眠りながら大量の鼻はな血ぢを噴ふん出しゆつし出血多量の状態に。今もまだ意い識しき不明の状態なのです」

「なるほど、そりゃあ意識も失うってものだぜ」

　納なつ得とくしてから、獣じゆう吾ごは言った。

「でも、まだ分からねーんだけどよ。どーしてオレを未来に連れてきたんだ？　前ぜん世せであるオレに地球大統領が意識を取り戻すよう呼びかけろとでも言うのか？」

「そうではありません」

　首を横に振ったメアリーは、とんでもないことを言い出した。

「梶かじ山やま獣吾さん。あなたには、地球大統領の替え玉をお願いしたいのです。つまり、地球大統領、トーマス・ジョコットマンとして星せい交こう会議に参加していただきたいのです！」

「……………」

　しばしポカンとしてから、獣吾は血けつ相そうを変え吠ほえた。

「無む理りに決まってんだろ[image: ～][image: ～][image: ～]が！　オレのエロ修しゆ行ぎようはまだまだ終わってねーんだぞ!?　グラマラスな宇う宙ちゆう人じんとなんか話し合えるか！」

「そうです、それに例え獣吾さんのエロ修行が完成していたとしても、難解な星交会議をこなすのは不可能です！　頭の中まで筋きん肉にくみたいな方なんですから！」

　マイラが何気に失礼なことを言う。断ってくれようしているのはありがたいけど獣じゆう吾ごとしてはちょっとムッとする。

（マイラ、後でチョップ一発だからな！）

　忘れないように心に刻みつけてから、獣吾は口を開いた。

「そもそも、こんな時に無む理りして星せい交こう会議なんてしなきゃいいんじゃねーか？　地球大だい統とう領りようの具合が悪いから延期にしてもらえば」

「そういったことが通用しない相手だから困ってるんです」

　メアリーが悲鳴にも似た声を上げる。

「会議延期をこちら側から告げれば、それに対するペナルティーをふっかけられるに違いありません。星交会議というのは、名前こそ会議とついていますがその実は戦争のようなもの。少しでも相手を優位に立たせたらそれでおしまいなのです」

　さらにメアリーは早はや口くちにまくしたてる。

「前ぜん世せ依い存ぞん体質である地球大統領と梶かじ山やまさんは大変よく似ています。いろいろとシミュレートしてみましたが、ちょっとした特とく殊しゆメイクで簡単に地球大統領そっくりになることが可能です。星交会議の方も心配いりません。超ちよう小型のパッチ型通信装そう置ちを梶山さんに貼はり付けます。私も含めた星交の専門チームが別室で控え、発言すべきことを的確にお知らせしますから」

「いやいやでも、でもエロの方は」

「そちらはわしの方で何とかするつもりだぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　アイテル博士はかせが名乗りを上げる。

「この時代におみゃーさんが来てくれていれば、ありとあらゆる方法が試せる。付け焼やき刃ばにしかならんだろうが、会議の間だけは乗り切れるようにしてやるつもりだぎゃー」

　二人して、ずずいと獣吾に詰め寄る。

「お願いです、梶山さん！」

「おみゃーさんが最後の希望だぎゃ！」

「嫌いやだ！　嫌だぞ！　嫌ったら嫌だ！」

　それでも獣吾は、断固として叫んだ。

「オレは、替え玉なんて絶対にやんねーからな！」




　　　　　４




　そして、数日後。

　ついに星交会議の日がやって来た。

　会場となるのは、地球側の施設。アンドロメダ大ホールだ。

「ラグマラース星女じよ王おう、ウノ・ミカカ・ラグマラース。最上階の会議場に入りました」

　地球側の司し令れい部ぶとなる一室に、そんな報告が入る。

「ったく、どーしてこんなことに」

　ぶすっとした顔でそう呟つぶやくのは、きっちりとした未来のスーツを着込み、精せい悍かんな顔付きで口くち髭ひげが似に合あうナイスミドルな男。

　地球大だい統とう領りよう、トーマス・ジョコットマン………に変装した獣じゆう吾ごだった。髪かみの毛はカツラ、髭は付け髭。特とく殊しゆメイクなんかも少々施ほどこしている。

　メアリーの言うとおり、姿すがただけは地球大統領そっくりになっていた。

「何だかんだ言っても、ちゃんと引き受けるんですから。さすがは獣吾さんです。わたしもトレーナーとして鼻が高いですよ」

　特殊メイク定着用のパウダーを獣吾の顔にパフパフしながら、マイラが誇らし気に言う。

「別に、地球の未来を救おうなんざ考えて引き受けたわけじゃねーからな」

　どこぞのツンデレみたいに、獣吾はそっぽを向きぶっきらぼうに言う。

「ただよ、あの後で意識不明の地球大統領ってののお見合いに行ったじゃねーかよ。何か、他人とは思えなくってよ」

「まあ、獣吾さんの来らい世せですからね。そう思えて当然ですよ」

　マイラがこくこくと頷うなずく。

「梶山さん、そろそろ時間です」

　メアリーがやって来るとそう告げた。

「会場内に入れるのはお互いの星の代表一名だけです。会議の様よう子すはこちらでも中ちゆう継けいされています。指し示じを飛ばすのでそれに合わせて発言してください」

　もう何度も繰り返したか分からない説明を、メアリーがしつこくする。

「そりゃー分かってるがよ。しかし、あっちの方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あっちの方？」

「エロだよエロ！」

　いちいち言わせるなと獣吾が吠ほえた。

「この三日間、アイテルってじーさんの元でいろいろと試したが、果たしてありゃ効果があったのか？」

　獣吾が不ふ審しんがるのも仕方がないだろう。だってアイテルが獣吾に施したのは針治ち療りようとかお灸きゆうといった民間療りよう法ほうの数々なのだから。

「アイテル博士はかせいわく、とりあえず会議早々ぶっ倒れることはないだろうってことですけど」

　メアリーを少々心配そうに呟つぶやく。

「とにかく、急いでください。向こうはもう待ってますから」

「ああ、分かったよ」

　のっそりと獣吾が立ち上がる。

「獣じゆう吾ごさん。会議場までわたしが案内しますから」

　マイラが獣吾の手を引っ張り、司し令れい部ぶを出る。すぐ近くにあるエレベーターへ。そのまま最上階へと向かい通路を進むと重じゆう厚こうな扉とびらが待ち構えている。

「ここから先、わたしは行けません。獣吾さん、がんばってくださいね」

「おう」

「獣吾さん、わたしとしたエロ修しゆ行ぎようを思いだしてください」

　せいぜいグラビア雑誌を眺ながめるくらいで、まだエロ本にだって到達していなかったのがその実情だ。

　それでも、もはやここまで来てジタバタしても仕方がないと獣吾は覚かく悟ごを決める。

「ああ、そーだよな」

　強く頷うなずいた。

「じゃあな、行ってくるぜ」

　マイラの頭をグリグリってすると、獣吾は重厚な扉へと向かった。自分で開ける必要もなく、ゆっくりと自動で開く。

　広々とした会議場が広がっていた。

「待たせたな」

　練習どおりに、思い切り威い厳げんってのを込めて獣吾は言う。

「私がトーマス・ジョコ……」

　ットマンまで言い切れなかった。

　獣吾を出迎えるように女じよ王おうは立っていた。死にかけた人でも飛び起きるような美び貌ぼうを持つ大人おとなの女性。胸の大きさはスイカに匹ひつ敵てき。それを隠かくす布だって、ブラジルのサンバカーニバルの衣い装しようの方がまだつつしみがあるんじゃないかってぐらいの露ろ出しゆつの多さ。

　セクシー度、グラマラス度、エロエロ度、どれをとってもハルマゲドン級だった。

「初めまして、トーマス・ジョコットマン地球大だい統とう領りよう様。わたくしは、ラグマラースの女王、ウノ・ミカカ・ラグマラース。今日きようはどうぞお手て柔やわらかにお願いいたしますわ」

　ぽってりとした唇くちびるで女王が微笑ほほえむ。色っぽさを凝ぎよう縮しゆくしたような仕し草ぐさだ。

「お、おう」

　かすれた息でそう返すのがやっとな獣吾。

　厳きびしい戦いになりそうだと、獣吾は悟さとったのだった。







『それではまず、基本的な関かん税ぜいのお話からいたしましょうか？　こちらか提出した要望書どおりでよろしいでしょうか？』

　地球側司令部に、女王の色っぽい声が響ひびく。

「梶かじ山やまさん、断固として断ってください！　それから、こちらで用意したＡの15の資料を相手に渡してください」

　メアリーがインカムマイクに指し示じを飛ばす。その声は獣じゆう吾ごの耳の後ろに張り付けられたパッチ型通つう信しん相から耳じ小しよう骨こつへと響ひびき伝わっているはずなのだけど……。

『ああ、うう、それは……』

　モニターに映る獣吾は、すでに一いつ杯ぱい一杯なご様よう子すだ。

　女じよ王おうを前にしても鼻はな血ぢも出さず気き絶ぜつしないだけでも獣吾にとってはすごいことだけど、そのグラマラスな姿すがたに声すら出せない状態だった。

「ああ、やっぱり付け焼やき刃ばのエロ修しゆ行ぎようじゃ駄だ目めだったのね」

　メアリーがひどく慨がい嘆たんする。

「いっそのこと、気き絶ぜつしてしまったらどうですか？　会議は中断ってことになるんじゃ」

　マイラの意見に、メアリーが首を振る。

「駄目よ。それすらも向こうは星せい交こう会議のカードにしてくるに決まっているわ」

「でも、このままじゃ獣吾さん。向こうのペースに流されて……」

　今はまだ、必死の抵てい抗こう力で持ちこたえているけれど、いずれ獣吾にも限界が訪れるだろう。

　女王の言うことに、ただただ頷うなずいてしまう時が来るはずだ。

　不ふ平びよう等どう条約に苦しむ人類の不ふ遇ぐうの時代の訪れを予感し、絶望にも似た空気が司し令れい部ぶに漂う。

　とそんな中、矍かく鑠しやくたる声が響ひびいた。

『諦あきらめるのは、みゃ[image: ～][image: ～][image: ～]だ早い！』

　突とつ然ぜん大画面の空間ディスプレイが現れる。映しだされたのはアイテル博士はかせの顔のドアップだ。

「アイテル博士！　一体どこに？」

『ちょっと調べたいことがあって、ラボにこもっておるんだぎゃーよ』

　そんなことはどーでもいいと、アイテル博士は続ける。

『おみゃーさん達、よく聞くだぎゃー。ラグマラース星人の体について、非常に興きよう味み深いことが判明したんだがね』

「興味深いこと？」

『女王が地球に下りてきた連れん絡らく船に乗っていたラグマラース星人に、飲み物をサービスしたんだがね。彼女達が口をつけたカップから、細さい胞ぼうを採取し調査。結果、ラグマラース星人は、メタモフォーシス細胞を持っていることが判明したんだぎゃー！』

　どうだと言わんばかしに眼鏡めがねを輝かせるアイテル博士だけど、メアリーを始めスタッフ一同はポカンとしている。さっぱり意味が分からないのだ。

『メタモフォーシス細胞は、別命、特とく殊しゆ変形細胞。何らかの刺し激げきを受けると細胞一つ一つがその大きさや形態を変えるというものだがね』

「あの、アイテル博士。結論を言うとどういうことなんですか？」

　今は大人おとなしく講こう義ぎを受けている場合じゃないと、メアリーが急せかす。

　せっかく楽しく喋しやべっていたところを邪じや魔まされ、アイテル博士はかせは少々残念そうになりながらも結論を口にした。

『つまり、ラグマラース星人は、本当はちっともグラマラスでない可能性があるんだがね。あの乳ちちも尻しりもふとももも、変形細さい胞ぼうで色っぽくしているだけ。本当の姿すがたは、ツルペタのひんぬ[image: ～][image: ～][image: ～]娘むすめかもしれにゃーよ』

　衝しよう撃げきの真実だった。

『いろいろと調べた結果、常に母ぼ船せんから信号が発信されているようだがね。その信号こそが、細胞を変形させている刺し激げきに違いにゃーだよ。それさえどうにかしてしまえば、女じよ王おうは元の姿にもどるんだぎゃー』

　大いなる朗ろう報ほうだった。

「女王がグラマラスでさえなくなれば、地球側が有利になる」

　顔を明るくするメアリーだったけど、アイテル博士の次の言葉に愕がく然ぜんとする。

『ただし、難解な波長の信号だもんで、妨ぼう害がい信号を作るのに軽く半日はかかってしまいそうなんだぎゃー』

「半日!?　そんな、こっちはあと二、三十分だって怪あやしいのに!?　何とかもっと早くできないんですか？」

　メアリーの言葉に、アイテル博士は首を横に振る。今現在地球で最高の頭ず脳のうを持つアイテル博士が半日と言っているのだ。地球上でそれより早くにできる人物はいないだろう。

『もっと早くということなら、母船に潜せん入にゆうして信号発信装そう置ちをぶっ壊こわすしか方法はにゃーよ』

「メアリー補ほ佐さ官かん、地球軍の特とく殊しゆ部ぶ隊たいを要よう請せいしては？」

　一人のスタッフの提案に、メアリーが首を横に振る。

「このタイミングでそんなことをしたら、地球側の大きな弱味となるわ」

　親指の爪つめを嚙かむ。

「人知れず母船に潜入して信号発信装置を破は壊かい。その後、また人知れず戻ってくることができるような人材がいれば別でしょうけど」

　メアリーの言葉に、スタッフが首を振る。

「それは、難しいですね。今現在、ラグマラース星人はみんなグラマラスな体をしているわけですから、匹ひつ敵てきするグラマラスさを持った者でなければ潜入は難しいでしょう。しかも、装置破壊後のラグマラース星人の体型は全く違うものになるでしょうから、すぐに見つかってしまうに違いありません」

　恐ろしく難解な命題だった。

「難しいですね」

　腕を組み、マイラも考え込む。

「つまり、行きはグラマラスで帰りはそーじゃなくする必要があるんですよね。そんな都つ合ごうよく体型を変えられる人がいるはずありませんよ」

　そこで、マイラは「ん」って顔をした。

　何か、とてつもなく重要なことを忘れているような気がしたのだ。

（何だろう？　わたし、何だかそんなことができる知り合いがいたような気がします。誰だれだったかな？）

　うっかりマイラでも、さすがに思いだした。

「あああああああ！」

　大声を上げたマイラは、そのままの勢いで叫ぶ。

「わたしです！　わたしなら可能ですよそれ！」

「えっ!?」

　一いつ瞬しゆんポカンとするメアリーだったけど、すぐに気付く。

「そうだったわ、ＭＡＩＲＡ１０００型はモードチェンジ機能がついていたわね。それを使えば潜せん入にゆうし戻ってくることも可能だわ」

「ただ、モードチェンジ機能は今ちょっと壊こわれちゃってるんですよ。修理してもらう必要がありますけど」

『問題にゃーて。それぐらいならすぐにどーにかなるんだぎゃー』

　画面の向こうのアイテル博士はかせが請うけ負う。

『おみゃーさん、すぐにラボに来るんだぎゃー』

「分かりました。マッハで向かいます！」

　元気よくマイラが頷うなずく。

「しかし、どうやって母ぼ船せんまで向かうんですか？」

　スタッフの質問に、メアリーは少し考えこう答える。

「確か女じよ王おうは、護ご衛えい船を連れて地球に降り立ったわね。護衛船が一いつ緒しよだなんて聞いていないといちゃもんをつければ、引き上げさせる可能性が高いわ」

「なるほど、その護衛船に潜入し、母船へ連れていってもらおうということですか」

　一同が納なつ得とくする。

「でも、マイラ。これは危険な任務よ。本当にお願いしてもいいの？」

　確かに危険な任務だ。敵の本ほん拠きよ地ちに自分から飛び込んでいくようなものなのだ。

　だけど……。

　マイラはモニターに映る獣じゆう吾ごを見た。顔面から汗あせをダラダラ流しながらも、必死に女王の色仕掛けに耐えている。

（獣吾さんは、未来の地球を守るためにがんばってるんですよね。だったら、わたしだって）

　大いなる決意を込めてマイラは叫ぶ。

「やります！　やらせてください！　地球のピンチ救うためにわたしは再起き動どうさせられたんですから！」
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　梶かじ山やま獣じゆう吾ごは、人生最大のピンチに陥おちいっていた。

　付け焼やき刃ばのエロ修しゆ行ぎようなんて通用しないぐらいに、女じよ王おう、ウノ・ミカカ・ラグマラースは強敵だった。

　いや、エロ修行は確かに成功しているのだろう。こんな女王を前にして、いまだ鼻はな血ぢを出していないのだから。

　耳の後ろに張られた耳じ小しよう骨こつ伝導のパッチから、メアリーの指し示じは聞こえてはいる。だけど流りゆう暢ちようにそれを復ふく唱しようする余よ裕ゆうすらない。

　歯切れ悪く、『いや……』『それはちょっと』『う[image: ～][image: ～][image: ～]む』を繰り返すぐらいしかできなかったのだ。

「関かん税ぜいの件、そろそろ良い返事を聞かせていただきたいのですけどね、いかがです？　地球大だい統とう領りよう様♡」

　すでにほとんど放りだしているような胸を、さらに強調する。

　獣吾がガチガチに全身を硬こう直ちよくさせた時だった。女王が手にしていた端たん末まつがピョロロロロと音を立てる。

「失礼いたしますわ」

　女王は端末を耳に押し当てた。

「会議中ですわよ。一体どうしたの？」

　何事か話している。

「なるほど、抗こう議ぎですか。分かりました。そういうことでしたら地球側の言うとおりになさい」

　端末の通信を切った女王は、獣吾に申し訳なさそうに言った。

「すみません、無む神しん経けいにも護ご衛えい船などを伴ってしまいまして。身も心も開き星せい交こうをと言うのに、あのような船は無用ですわね。すぐに母ぼ船せんへと帰らせますので、ご容よう赦しやくださいませ」

　会議場の窓は壁一面が透とう明めいパネルでできている。中ちゆう規模の宇う宙ちゆう船がゆっくりと上昇してくのが見えた。これが女王の言っていた護衛船だろう。

　まさかその宇宙船の中に、身み近ぢかな知り合いが乗っているなんて獣吾には想そう像ぞうすらできなかったのだった。







　宇う宙ちゆう船の窓からは、アンドロメダ大ホールの白い建物が見えた。

　最上階では、今現在も獣じゆう吾ごが戦っていることだろう。

（待っててくださいね。わたしが、今現在獣吾さんを苦しめているボイン、どーにかしますから！）

　そう心の中で強く誓ちかうのは、グラマラスな大人おとなの女性だった。髪かみの毛はふわふわとした金きん髪ぱつと言えばもう誰だれなのかお分かりだろう。

　そう、モードチェンジ機能を修理し、成せい熟じゆくモードになったマイラだ。

　さすがは今世せい紀き最大の頭ず脳のうと称されるアイテル博士はかせだ。マイラのモードチェンジ機能も、たちまち修理してしまった。

　その後、服装もラグマラース星人のそれとそっくりにし、護ご衛えい船へと乗り込んだのだった。

（でも、久しぶりですよね。この体も）

　すっかりグラマラスになった自分の体を見つめる。えいって大きな胸を持ち上げたりもする。ずっしりとした重量感だ。

　尻しりや太ももにも触ってみたけれど、どれもこれも満足のゆくものだ。

（この体で獣吾さんに迫ったりしたら、獣吾さん、どんな反応するんだろ？）

　考えただけでも、自然と笑えみが「うひひひひ」とこぼれてしまう。

（あ、でもこの体じゃ、獣吾さんにおんぶしてもらったりはできませんよね。頭をぐりぐりって撫なでられるのも前の体だったからこそで）

　それはそれで惜おしいかなとマイラは思う。

（でもでも悩むことなんかありませんよね。これから好きな時にモードチェンジすればいいだけなんですから）

　またニフフフフと笑っているマイラに、後ろから声がかけられる。

「あなた、何をしているの？」

　護衛船に乗っていたラグマラース星人だ。言うまでもなく実にグラマラスな体をしている。

「あ、はい、ちょっと地球の風景を見ていました」

　そう答えるマイラの声は、お馴な染じみのお子様声じゃない。この姿すがたに見合った大人の女性の声だ。

「そんなに焦あせらなくても、もう間もなくすれば女じよ王おう様が条約を結んでくれるわよ。この星を食い物にする最高の条約をね。フフフ」

　ラグマラース星人は笑いながら去っていく。

「な、何て性しよう根ねの腐くさった方達ですか」

　マイラは拳こぶしを握りしめる。

「ここは、私が何としてでも野望を阻そ止ししなければなりません」

　そうこうしている内にも護衛船は成せい層そう圏けんを突とつ破ぱし宇宙空間へ。そこに浮かぶ巨きよ大だいな母ぼ船せんへと収納される。

「さ、パーティーの準備を手伝いましょ」

「地球を手に入れた記念パーティーは盛大にやらなくちゃ」

　ぞろぞろと護ご衛えい船を下りるラグマラース星人の後について、マイラは母ぼ船せん内へと降り立った。

（あとは、信号発信装そう置ちを見つけてそれを破は壊かいするだけです）

「でも、この体でいるのも疲れるわよね。肩が凝こって仕方ないわ」

「本当よね、こんな肉の塊かたまりが好きなんて地球人の男って馬鹿みたい」

　豊満な胸を持ち上げながら、そんなことを話している二人組がいた。

　これ幸いにと、マイラは首を突っ込む。

「馬鹿ですよね[image: ～][image: ～][image: ～]地球人の男って。でも、女じよ王おう様大だい丈じよう夫ぶですか？　会議の途と中ちゆうでグラマラスでなくなっちゃうなんてことは？」

「何言ってるのよ。変身信号が出てる間は戻りようがないじゃない」

「変身信号ですか。それってどこから出てるんですか？」

　マイラに、少々いぶかし気な視線が注そそがれる。

「あなたどうしてそんなことも知らないの？」

「ちょっと様よう子すがおかしいわ」

「じじじ、実は私、新人なんですよ。だからあまり知らなくって」

　あはははと笑うマイラに、とりあえずは納なつ得とくしてくれたようだ。

「母船上部エリアの一番奥よ。見学に行ってもいいけど、触ったら女王様にこっぴどく叱しかられるわよ」

「そうそう、おしおきに塩なんか振りかけられたりして」

　ひえええええなんて悲鳴を上げながら、二人組は去っていく。

「上部エリアの一番奥ですか。了りよう解かいしました」

　コックリと頷うなずいてから、マイラはふと小首を傾かしげる。

「だけど、おしおきに塩を振りかけられるってどういう意味なんでしょうか？　ナメクジじゃあるまいし」

　少々疑問に思ったけれど、マイラはそれ以上深く考えるのを止やめた。今はそれどころじゃない。一刻も早く信号発信装置を破壊する必要があるのだ。

　壁に投とう影えいされていた母船内の見取り図を確認して、目的地への道みち筋すじを把は握あくする。

「みなさんがグラマラスでいられるのも、あとわずかですからね」

　そんなことを口の中で呟つぶやき、マイラは速足で歩きだした。
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　星せい交こう会議開始から、早くも一時間が経過していた。

　すでに獣じゆう吾ごの精神力は限界の様よう子すだった。モニター越しでもそれが見て取れる。

　だからって獣吾を責められはしない。むしろよく一時間も持ちこたえたものだと褒ほめてあげた方がいいだろう。

　それぐらい、女じよ王おうのお色気攻こう撃げきはすさまじかったのだ。

「ああ、もう限界だわ」

　メアリーが再び絶望の声を上げる。

「あああ、メアリー補ほ佐さ官かん！　大変です！」

　一人のスタッフが声を上げる。

「梶かじ山やま獣吾が、梶山獣吾がペンを握ってしまいました！」

「何ですって!?」

　メアリーがモニターに目を戻すと、確かに獣吾はペンを握っていた。女王に言われるがままにサインをしようとしているのだ。

　地球を売り渡すかのような、不ふ平びよう等どう極まりない条じよう約やく書に。

「梶山さん、今すぐトイレだと言って会議室を出て！」

　急いで指し示じを飛ばすも、獣吾に変化はない。

　もはや女王の声しか聞こえないまでに追い詰められてしまっているようだ。

「すぐに地球軍を会議室の中に突とつ入にゆうさせて！」

「駄だ目めです！　そんなことをしたら星せい間かん戦争にまで発展しかねません！」

「だけど、このままじゃ……」

　メアリーがは拳こぶしを握りしめた。

「お願い、マイラ！　早くして!!」







「ようやく、わたくしの言うことを聞いてくださるようですわね」

　女王が獣吾の耳元で甘ったるい声で囁ささやく。

「さ、お互いの星のために、条約書にサインを。地球大だい統とう領りよう様」

　すでに思し考こうが停止している獣吾は、言われるがままにペンを手にする。

　そして、さらさらと名前を書いた。

「やりましたわ、これで地球はわたくし達のもの！」

　喜びの声を上げる女王だったけど、眉まゆをひそめる。

「お待ちになって、梶かじ山やま獣じゆう吾ごって一体どなたですの？」

　いぶかし気に獣吾の顔を見つめるも、すぐに息を吐きだした。

「まあよろしいですわ。条じよう約やく書は何通だってありますもの」

　新たなものが用意される。

「今度こそ、ちゃんと書いてくださいまし。トーマス・ジョコットマンというお名前を」







「ああ、やっと見つけたました」

　ラグマラース星人の母ぼ船せんの中で、マイラはほっと安あん堵どの息を吐きだした。

　少々迷いもしたけれど、ようやくお目当ての部屋へと到着したのだ。

　広々とした部屋の中、中央に渦うず巻まき型の奇き妙みような装そう置ちが置かれている。マイラが見上げるほどの大きさだ。

　問題は、警けい備び員いんらしきラグマラース星人達だった。

　少し考えてから、マイラはこくんと頷うなずく。

「そうですね、その手で行きましょう」

　冷静を装いながら、マイラは警備員らに歩み寄った。

「パーティーの準備に人手が足りないから呼んでくるように言われました」

　警備員らは不ふ可か解かいそうな顔をする。

「今は女じよ王おう様が大切な星せい交こう会議中。万まんが一いちのことがあっては大変だからここを離れることはできないわ」

「それなんですが、ついさっき星交条約が結ばれたそうです。地球はもはや私達の物です。女王もすぐにお戻りだとか。それで準備を急ぐ必要があるんです」

　でらためもいいとこな大おお噓うそだ。だけど警備員らは素直に信じる。

「さすがは女王様だわ」

「じゃあパーティーの準備急がなくちゃね」

「でも、ここを空っぽにしておくのは……」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　マイラは豊満な胸をボインと叩たたいた。

「わたしがここで見張っていますから」

「そうね、一人いれば十分だわ」

　警備員らが去っていく。

「わたしってばすごいです。スパイになれちゃいますよね」

　一人悦えつに入りながら、マイラは隠かくし持っていた装置を取りだす。掌てのひらの中に収まるぐらいの小さなものだが、アイテル博士はかせから渡された小型音おん撃げき爆ばく弾だんだ。これを使えば確実に機能を停止させられるらしい。

　マイラは、音おん撃げき爆ばく弾だんのスイッチを入れると渦うず巻まき型の装そう置ちに向かって投げつけた。

　ペタンと張り付いた音撃爆弾は、光の点てん滅めつを始める。点滅はどんどんその速度を速めて行き、そして……。

　ギギャイ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン!!

　不快極まりない音撃を発生させた。







　女じよ王おうに逆らうこともできず、獣じゆう吾ごはペンを走らせる。

　トーマス・ジョコッ……

　と、その時だった。女王がいきなり体をビクンと痙けい攣れんさせる。

「え!?　え!?　え!?」

　獣吾から離れた女王は、驚きよう愕がくの表情で自分の体を見つめる。

「そんな、そんなまさか！　まさか!?」

　ハルマゲドン級のプロポーションだった体が膨ふくれ上がり、ぶにょぶにょとした得え体たいの知れない何かへと変へん貌ぼうしていく。

「そんなあああ!?」

　最終的に形作られたのは、巨きよ大だいなナメクジのような生物だった。とは言ってもさほどグロテスクではない。ピンク色で瞳ひとみもクリンとしていて丸っこい触しよく手しゆが生はえていて、まるで子供アニメから飛びだしてきたかのような可愛かわいらしさもある。

　だけど、声を大にして言おう。

　グラマラスでもなければセクシーでも何でもない！　あるはずがない！

「おおお！」

　エロの呪じゆ縛ばくから解き放たれた獣吾が、口をポカンと開けて驚く。

　女王は触手をうねうねと動かすと、変わらない声で叫んだ。

「きゅ、休きゆう憩けいを求めますわ！」
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　司し令れい部ふにも、衝しよう撃げきが走っていた。

「あれが、ラグマラース星人の本当の姿すがたなの？」

　予想だにしていなかった正しよう体たいに、メアリーが口をパクパクさせる。

　ラグマラース星人がメタモフォーシス細さい胞ぼうの持ち主で、変身してグラマラスな姿になっていることはアイテル博士はかせの説明で分かっていた。

　だけど、人型でないとまでは思っていなかったのだ。ましてや、こんなにもおぞましい巨きよ大だいナメクジだったなんて。

「自分、少しショックかも」

「君もか？　実は私もなんだ。できれば夢は壊こわさずにいて欲しかった」

「これまで俺おれ達の心をとらえて離さなかったあの魅み惑わくの胸の正しよう体たいが、あんなぶにょぶにょしたものだったなんて。できれば知らずにいたかった。うっぷ、気持ち悪い」

　嘆なげく男性スタッフ達に、モニターに映ったアイテル博士はかせの声が響ひびく。

『見たところ、地球のナメクジによく似た生物だがね。オスとメスの区別のない雌し雄ゆう同どう体たいである可能性も高いだぎゃー』

「何と、グラマラスでもない上に女でもなかったのか!?」

『いや、そーではにゃーて、男でもあり女でもあるってことだがね』

「男でもあり女でもある。つまり、おネエ系ってことなんだな」

「くそお、俺達の気持ちをどこまで弄もてあそべば気が済むんだよ」

　さめざめと涙を流す男性スタッフ達を、メアリーが叱しかり飛ばした。

「あなた達、何を嘆なげいてるのよ！　ここは大喜びすべきとこでしょ!?　これでもうラグマラース星人の色仕掛けを怖こわがることはないのだから」

　メアリーが感激の瞳ひとみを潤うるませる。

「マイラ、やってくれたのね。ありがとう」

「お[image: ～][image: ～][image: ～]っす」

　間ま延のびした声を出しながらやって来たのは獣じゆう吾ごだ。

　女じよ王おうが連れん絡らく船に戻ってしまったため、会議場に一人でいても仕方ないと司し令れい部ぶへと戻ってきたのだ。

「おい、ありゃ一体何なんだ？　何で女王はいきなりナメクジなんぞに変身しやがったんだ？　まあ、おかげで助かったけどよ」

　困こん惑わく大爆ばく発はつの獣吾に、メアリーが説明する。

「変身したのではなく、あれこそがグラマラース星人の本当の姿すがた。ラグマラース星人に成りすまし敵の母ぼ船せんに潜せん入にゆうして、マイラが信号発信装そう置ちを破は壊かいしてくれたんです」

「マイラって、あのマイラがか!?」

　獣吾が驚くのも無む理りはない。だって、へっぽこアンドロイドのマイラがそんな００７も真まっ青さおなことができるとは思えないのだから。

「そもそも、なりすますなんて無理だろ？　あんなお子様体型で」

「今はもう違います。アイテル博士によって、モードチェンジ機能が修復されたのですから。マイラは、完全無欠のセクシロイド、ＭＡＩＲＡ１０００型に戻ったんです」

　メアリーの説明に、獣吾はあって顔をする。

（そっか、そーいやあいつ。もともとはそんな機能がついてたんだっけ？）

　あまりにお子様マイラが馴な染じみすぎて、すっかり忘れていたのだ。

（となると厄やつ介かいだぞ。マイラの奴やつ、これ幸いにセクシーボデーィでオレのエロ修しゆ行ぎようをしようとするかもしれん。いや、星せい交こう会議が終わったからもうそんなこと心配しなくてもいいのか。いやでもあいつのことだからな）

　そんな不安を覚えるけど、獣吾はそこで無視できない問題に気付く。

「ちょっと待てよ。それじゃマイラは、たった一人で母ぼ船せんに行ったってことなのか？」

「はい、そうです」

「グラマラスな体で、宇う宙ちゆう人に成りすまして」

「はい、そうです」

「今も、母船にいるってことなのか？」

「はい、そうです」

　状況をしつこく確認してから、獣じゆう吾ごは真ま顔がおで尋たずねる。

「じゃあ、あいつどうやって戻ってくるんだよ？　もう同じ手は使えねーぞ。さすがのあいつでもナメクジには変身できないだろーが」

「あっ」

　メアリーが声を上げる。何てことはない。今の今まで失念していたのだ。

　ラグマラース星人の変身が解けても、おそらく未み成せい熟じゆくな女性の姿すがただろうぐらいにしか考えていなかった。もしそうならマイラもその体に合わせてモードチェンジすればいいだけのこと。

　だけど実際は巨きよ大だいなナメクジ。いかに男性のニーズに合わせて体型を変えられるＭＡＩＲＡ１０００型でも、ナメクジになることは無む理りだろう。

　そんなマニアックの極みのようなニーズに対応しているはずがない。

　周りがナメクジになったら、人間の姿のマイラはもう紛まぎれることは不可能。すぐに見つかり捕まってしまうことだろう。

　大切な装そう置ちを破は壊かいしたマイラを、ラグマラース星人がタダですましてくれるとは思えない。

　返事に詰まっているメアリーの様よう子すに、獣吾はマイラの危き機き的状況を悟さとった。

「冗じよう談だんじゃねーぜ！　おい、今すぐオレをその母船へ連れていけ！　マイラを助けに行くんだ！」

「だ、駄だ目めです！」

　声を張り上げたのはメアリーだ。

「梶かじ山やまさんには、星交会議をやり遂とげてもらわなくてはなりません！　ラグマラース星人が真の姿を見せている今がチャンスなんですから！」

「じゃあ、どうする？　お前達でマイラを助けてくれるのか？」

「それは……」

　メアリーが口ごもる。マイラ救出を考えたら地球軍を出すしかないだろう。だけど、星せい交こう会議がまだ終わっていない今。そんなことはできないのだ。

「残念だけど、諦あきらめるしかないだろう」

「ああ、もともと永久保管されていたアンドロイドなんだしな」

「アンドロイド一体の犠ぎ牲せいで地球の危き機きが救われたなら安いものだ」

　そんなことを口にする男性スタッフ達を、獣じゆう吾ごはギロリと睨にらみ付けた。

「ざけんなよゴラアアアアア！」

　獣吾の拳こぶしが男性スタッフらをぶっ飛ばした。

「あいつは、ただのアンドロイドなんかじゃねーんだよ！　初めてオレのこと怖こわがらずにいつも側そばにいてくれて、オレの弱点に一いつ緒しよに立ち向かってくれた……大切な女なんだよ！」

　獣吾は自分の頭を摑つかんだ。カツラを脱ぎ捨て、付け髭ひげも引っぺがす。スーツの袖そでで特とく殊しゆメイクを拭ぬぐい取ると、そのスーツも脱ぎ丸めて捨てた。下に着ていた薄うす手での未来服姿すがたとなる。

「オレは行く！　そこらの宇う宙ちゆう船をぶんどってでもな！」

「待ってください！」

　メアリーが両手を広げ獣吾の前に立ちはだかる。

「お願いします！　今の梶かじ山やまさんは地球の代表なんです！　残って星交会議を続けてください！　どうかお願いします！」

　その時だった。室内にその声が響ひびく。

「その必要はない！」

　ばばば[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んって効果音すら聞こえてきそうな勢いで姿を表したのは、精せい悍かんな顔付きで口くち髭ひげが似に合あうナイスミドルの男性。

　トーマス・ジョコットマン地球大だい統とう領りようだった。

「ジョコットマン地球大統領！」

「地球大統領がいらしたぞ！」

　あちこちから歓かん声せいが上がる。

　右手を上げその声に応えて見せる仕し草ぐさまで実に堂に入ったものだった。

「地球大統領、お目覚めになられたんですね!?」

「ああ、どうにかね。いろいろと心配をかけてすまなかった、メアリー君」

　それから、ジョコットマンは獣吾に目を向ける。

「初めましてと言うべきだろう。私がトーマス・ジョコットマン。君の来らい世せの姿だよ」

　獣吾の手をしっかりと握ると、ジョコットマンは張りのある声で言った。

「星交会議は私が引き受けよう。君は、マイラ君を救出に向かってくれたまえ。地球軍の小型宇宙船を手配する。もちろん、熟じゆく練れんの兵へい士し達も」

「地球大統領、そんなことをしたら戦争をしかけたと非難されてしまうのでは!?」

「問題ない。死人さえ出なければ私がどうにでも話をつけられる。今は急ぐことが重要だ。マイラ君のために」

　ジョコットマンは、携帯端たん末まつを取りだすと手て短みじかに指し示じを飛ばす。

「入り口に小型宇う宙ちゆう船を回すよう手配した。すぐに向かってくれ」

「ああ、ありがとよ。おっさん！」

　ジョコットマンに軽くお礼を言うと、獣じゆう吾ごは部屋を飛びだしていく。

「さ、メアリー君。ぐずぐずしてはいられない。向こうは休きゆう憩けいを引き延ばそうと躍やつ起きになるはずだ。せっついて今の姿すがたのまま交こう渉しようの席に引っ張りだすんだ。そしたら私が見事に星せい交こう条約をまとめて見せよう。どちらにとっても公正かつ平等な条約をね」

「しかし、地球大だい統とう領りよう。大だい丈じよう夫ぶですか？　グラマラスな女性の姿ではなくなりましたけど、今度は巨きよ大だいなナメクジなんですよ。あんなのと同じテーブルにつくなんて、私なんか想そう像ぞうしただけでも」

　嫌けん悪お感かんで身をよじらせるメアリーに、ジョコットマンは大おお袈げ裟さに肩をすくめると首を横に振って見せた。

「メアリー君、君は忘れてしまったのかい？　星交会議をシミュレーションし特訓していた時、私はこう言ったはずだよ」

　白い歯をキラリと輝かせ、ジョコットマンは大統領スマイルで言った。

「ナメクジだってかまわない！　とね」
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　だだっ広い部屋。その中央に設置された透とう明めいなポットの中に、マイラは閉じ込められていた。

　ラグマラース星人に成りすますために着ていた服も引っぺがされている。今は、その下に着ていたお馴な染じみの未来服姿だ。

「捕まっちゃいましたね」

　しみじみと呟つぶやく。

　信号発信装そう置ちを破は壊かいした後、近くの物陰に隠かくれたまでは良かった。

（後は、グラマラスでなくなったラグマラース星人の体のレベルに合わせてモードチェンジすればいいだけです）

　そう考え、ラグマラース星人が入ってくるのを待つ。

　しばらくすると、血けつ相そうを変えたラグマラース星人達がやって来た。

　ぬめぬめと床を這はいながらだ。

　案あんの定じよう、すぐに発見される。

　もちろんマイラも抵てい抗こうした。修理されたマイラはアンドロイド本来の力が発はつ揮きできる。

　だけど、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。ぬめぬめの触しよく手しゆに絡まれて結局捕まりここに閉じ込められたのだった。

「まさか、ナメクジさんだったなんて。いくら何でもあんな姿すがたにはなれませんよ」

　やれやれとため息をついてから、マイラは改めて自分が入れられているポットを観察する。

　ただの拘こう束そく用のポットではなさそうだ。巨きよ大だいなコントロール装そう置ちが併へい設せつされていて、ポット内には無数の電子部品が走っている。

　マイラは、それが何なのか分かっていた。地球産の装置だったからだ。

（これって、原げん子し分解ポット……ですよね）

　原子分解ポット。物質を原子レベルにまで分解し、消しよう滅めつさせてしまうという恐ろしい装置だ。

　あまりに膨ぼう大だいなエネルギーを消費するため、そう頻ひん繁ぱんには使用できない。地球でも、どうしても再利用できない廃はい棄き物の処理等に使われる程度だ。

　どういう手順で、また何を気に入ってこれをラグマラース星人が手に入れたのかは謎なぞだけど、一つだけ言えることがある。

（ここに放り込まれたってことは、わたし、原子分解されるってことですよね）

　処しよ刑けい……と呼んでもいいだろう。

　それだけのことをしてしまったのだとマイラは自分でも思っている。ラグマラース星人の星せい交こう会議における最大の武器をぶち壊こわしてしまったのだから。

　もちろん達成感もある。獣じゆう吾ごがナメクジ嫌ぎらいだってデータは持っていないから、きっと立派にジョコットマンの替え玉をやり遂とげてくれるはずだ。

　それを、褒ほめ湛たたえて上げられないのがものすごく悔くやしかったのだけど。

「でも、これでわたしが作られた意味はあったってことですよね」

　マイラは呟つぶやく。

「獣吾さんのエロ修しゆ行ぎようは、力及ばず完かん遂すいできませんでしたけど、星交会議を成功させるっていう最終目標にはしっかりと貢こう献けんできたんですから」

　原子分解に痛みはないと聞いている。きっとスイッチが入れられたら気が付かないうちに無となっているはずだ。

　前に一度メインの電源を落とされたことがある。高性能すぎたマイラが危険視され、倉そう庫こで永久保管された時だ。

　自分は何のために造られたのか？　必要のない存在なのでは？　そんな絶望を感じながらマイラは眠りについた。

「だけど、今度は違います。無事にラグマラース星人の策さく略りやくを阻そ止ししたんです。地球と、そして獣吾さんのピンチを救ったんですから」

　自分に言い聞かせるようにマイラは続ける。

「わたしは、誇りをもって堂々と消えていけます。きっとそうですよ」

　そう言うマイラの瞳ひとみから、涙が零こぼれ落ちる。

「あれ、おかしいですね。どうしてわたし泣いちゃうんですか？　ちっとも悲しくなんかないはずなのに」

　でも、涙は止まらない。

　そして、自分の心を偽いつわるのもそこが限界だった。

「わたし、消えたくありません」

　マイラは、本当の気持ちを口にする。

「わたし、獣じゆう吾ごさんとお別れしたくありません」

　獣吾に会いたい。その気持ちが強く胸に湧わき起こる。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]ん、獣吾さ[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　ついに大声で泣き始めた時だった。

「どりゃああああああああ！」

　そんな声と共に、扉とびらが蹴け破やぶられる。

　入ってきたのは、マイラが会いたくてたまらなかった人物。獣吾だった。

「お前、マイラだよな。すっかり大きくなっちまって」

　成せい熟じゆくモードになっているマイラの姿すがたに、獣吾は苦く笑しようする。

「これは夢ですよ。ええ、夢ですって」

　自分の頰ほおを抓つねってみる。普通に痛かった。

「じゃあこれは現実？　でも獣吾さんがこんなところに来るはずが」

　マイラはハッとした。

「あなた、ラグマラース星せい人じんですね！　獣吾さんの姿に変身してるんですね!?」

「おいおい、しっかりしてくれよ。オレだよオレ。偽にせ物ものなんかじゃねーよ」

「じゃあ、質問しちゃいますよ。獣吾さんの趣しゆ味みは？」

「プロレス観戦と車」

「大好こう物ぶつは？」

「とんこつラーメンだ。ただし紅べにショウガは入れない」

「好きな動物は？」

「フレンチブルドッグ」

「遊園地に行ったら？」

「バイキングに三回は乗る」

　疑うたぐり深いマイラの質問に、獣吾は一つ一つ律りち儀ぎに答えていく。

「じゃあじゃあ、これが最後です！　獣吾さん最大の弱点は!?」

　獣吾は、これでもかってくらい力を込め答えた。

「エロ！」

「獣じゆう吾ごさんです！　本物の獣吾さんです！」

　ようやく信じたマイラが改めて驚く。

「どうしてこんなとこにいるんですか？」

「お前を助けに来たに決まってるだろーが。来て正解だったぜ案あんの定じよう捕まってんだからよ」

　やれやれと獣吾が首を振る。

「地球軍のいかついおっさん達と一いつ緒しよだったんだけどよ、途と中ちゆうで離れ離れになっちまったんだ。ま、こうやってお前を見つけられたからいいんだけどよ」

　忘れないようにと獣吾は付け加える。

「あ、会議は心配すんなよ。ようやく復活した本物がやってるはずだからな。ピンクのナメクジ相手に」

「獣吾さんが、わたしを助けに来てくれるなんて……」

　ポットの中のマイラはもう感激で大変だった。

「で、こいつはどうやって開ければいいんだ？」

「そこの青いボタンを押してください。それで開くはずです」

　マイラに言われたとおり、獣吾はボタンを押す。プシューという音と共にポットの前面がスライドし開く。

「ああ、獣吾さん！」

　感激を大爆ばく発はつさせたマイラが、獣吾に突とつ進しんした。思い切り抱きつく。

「私、本当は怖こわかったんです！　怖くて怖くてたまらなかったんです！」

　たまらないのは獣吾の方だ。何せ今のマイラは初めて会った時同様、スーパーグラマラスボディ。付け焼やき刃ばのエロ修しゆ行ぎようをしただけの獣吾にはかなりつらいものがある。

「マイラ、離れろって！」

　引っぺがそうにも、正常なアンドロイドに戻ったマイラだから力だって獣吾よりも上だ。

「マイラ、頼む！　オレをここで気き絶ぜつさせたくなかったら、頼むからいつもの姿すがたに戻ってくれ！」

　獣吾の悲痛な叫びに、マイラは不満そうな顔をする。

「え[image: ～][image: ～][image: ～]、せっかくグラマラスになれたのに[image: ～][image: ～][image: ～]」

「いいから戻れって」

「じゃあじゃあ、いつもの姿になったら抱きついてもいいですか？」

「ああ、それでいいから早く」

「分かりました」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむと、マイラは軽く瞳ひとみを閉じた。

『設定の変へん更こうを確認、未み成せい熟じゆくモードへと移行します』

　エコーのかかった機き械かい音声で呟つぶやく。

　その直後、変化は始まった。

　大きかった胸は空気でも抜けるかのように萎しぼんでいった。外国のモデル並みに高かった背もみるみる縮んでいく。くっきりとしたくびれも豊満なヒップもなりをひそめる。なまめかしい太ももともおさらばだ。

　完成したのは、未み成せい熟じゆくでやせっぽっちの少女。お馴な染じみのマイラの姿すがただ。

「獣じゆう吾ごさん！」

　改めてと、マイラが獣吾に抱きついた。その声も、先さき程ほどまでの大人おとなの女性の声とは違って甲かん高だかい。

「まさか、獣吾さんが助けに来てくれるなんて。わたし感激です」

　顔を涙と鼻水でぐちゃぐちゃにしている。とてもアンドロイドとは思えない姿だけど、獣吾にとっては安心できるいつものマイラだ。

「よくやったな、マイラ。もしお前ががんばってくれなかったら、オレは地球の未来をナメクジどもに売り渡すとこだったぜ」

　マイラの頭をグリグリっと撫なでた。

「じゃ、地球軍のおっさん達と合流して地球に戻ろうぜ。みんなお前のこと待ってるぜ」

「はい！」

　部屋の出入り口へ向かおうとする二人。だけど足を止めざるをえなかった。

　たくさんのラグマラース星人達が、ぬめぬめと体を動かし部屋の中へと入ってきたのだ。

　そして、彼女（？）らの中央にいたのはピンク色のナメクジ。

「女じよ王おうじゃねーかよ」

「一ひと目めでわたくしを女王と見破るとは、下か等とう生物にしてはやりますわね」

　まさかこの下等生物が、つい少し前まで地球大だい統とう領りようの替え玉をしていたなんて思わないから、女王はそう感心する。

「あんた、いいのか？　星せい交こう会議の途と中ちゆうだってのにこんなとこにいて」

「星交会議!?　そんなものはもう終わってしまいましたわ！」

　憤ふん懣まんやるかたないといった様よう子すで、女王は叫んだ。

「あまりにせっつかれるものだから、仕方なくこの姿で星交会議に挑いどみましたわ。色仕掛けはできなくても、脅おびえさせることはできると思いましたし。それなのにあの男、トーマス・ジョコットマンは、平然とわたくしの触しよく手しゆに手を伸ばし握あく手しゆをしてきましたのよ！　しかも笑顔で！」

　ナメクジでもかまわない発言は噓うそではなかったようだ。

「その後は始しゆ終うし向こうのペースで、あっと言う間に星交条じよう約やくを結ばされてしまいましたわ。あくまで平等で公正な条約をね！」

　ジョコットマンの手しゆ腕わんをもってすれば、いくらでも地球側が有利な条じよう約やくを結べたことだろう。なのにそれをしなかったのは、彼の立りつ派ぱな人格によるところだ。

「こうなったら地球を武力征せい服ふくしようとも考えましたが、そんなことをしたら地球と星せい交こう条約を結んでいるハリス星人とペリー星人を敵に回してしまいます。ハリス星人のヒゲ部ぶ隊たい、ペリー星人の暗黒艦かん隊たいを前にはわたくし達でも歯が立ちませんわ！」

　女じよ王おうは怒りで全身を真まっ赤かにする。

「だったらせめてもの意い趣しゆ返しに、計画を台だい無なしにしたそのアンドロイドを原げん子し分解してしまわないと収まりがつきませんわ！」

　女王が命令する。数匹ひきのラグマラース星人がマイラを捕らえようと触しよく手しゆを伸ばしてくる。

「でりゃああああ！」

　それらの触手を横から摑つかんだのは獣じゆう吾ごだ。

「てめえら、往おう生じよう際ぎわの悪いことしてんじゃねーぞ！」

「野や蛮ばんですわね。これだから下か等とう生物は」

　女王が二本の触手を持ち上げた。人間で言うところの鼻を鳴らすような仕し草ぐさらしい。

「大人おとなしくしていなさい！」

　女王がぬめぬめとした体の何処どこかから引っ張りだしたのは、見るからに玩具おもちやっぽい光線銃じゆうだった。しかし、わざわざこのタイミングで出すぐらいだから玩具じゃないことは確かだ。

　触手がトリガーを引いた。シビビビビビビビって感じに発はつ射しやされたビームは、獣吾に直ちよく撃げきする。

「ぎええええええええええええ！」

　骨まで見せる勢いで獣吾は痺しびれその場に倒れる。

「獣吾さん！」

　マイラが獣吾に駆かけ寄った。獣吾を守るように覆おおいかぶさると、女王に顔を向ける。

「装そう置ちを壊こわしたのはわたしです！　獣吾さんはわたしを助けに来てくれただけなんです！　これ以上何もしないでください！」

「ほほう、だったらあなたは自分から原子分解ポットの中に入るとでも言うのかしら？」

「獣吾さんをこのまま無事に地球に返してくれるなら……」

　マイラは、迷うことなくそう答える。

「だ、ダメだ、マイラ」

　いまだビリビリに痺れながら、獣吾は言う。

「そんなこと許さねーからな！」

「いいんです、獣吾さん。わたし、わたしもう十分ですから。獣吾さんが助かるならわたしは」

　そんな光こう景けいを、女王は楽し気に目を細めて見ていた。

　配下のラグマラース星人に何事かを命令する。

　一いつ斉せいに触しよく手しゆが伸ばされた。それはマイラの体をがんじがらめにする。

　そのまま原げん子し分解ポットに押し込むのかと思いきや、そうじゃなかった。

　原子分解ポッドに押し込まれたのは、痺しびれたままの獣じゆう吾ごだった。

「どうして獣吾さんなんですか！」

「フフフ、だってあなたがあんなにも必死なんですもの」

　女じよ王おうがぶにょぶにょとした口で笑った。

「ただあなたを消してしまうだけでは、面白くありませんわ。あなたの目の前で、あなたが大切に思う彼を消し去る。それを見せられ絶望するあなたを堪たん能のうしたいと思いましたの」

　ポットの蓋ふたが閉じられる。女王自らがコントロールパネルへと向かう。

「止やめてください！　お願いですから止めて！」

　必死に暴れるマイラだけど、触手を振りほどくことはできない。

「それでは、サヨウナラ」

　女王は笑いながら、真まっ赤かなボタンを触手で押した。

　ブイイイイイインという制動音が響ひびく。

「止めてください！　止めてください！」

　マイラの叫びもむなしく、その時は訪れた。

　ポットが稲いな妻ずまでも作りだしたかのように強きよう烈れつな光を放つ。

　光が薄れた時、もうポットの中には何もなかった。

　獣吾は、ポットの中で原子分解されて完全に消しよう滅めつしてしまったのだった。

「いやああああああ！」

　泣き叫ぶマイラに、女王は触手を振り回して喜ぶ。

「ああ、これでわたくしの悔くやしさも少しは紛まぎれるというもの。さあ、今度こそあなたの番ですわ」

　地球軍の精せい鋭えい達が駆かけつけたのはその直後だった。

　部屋に飛び込んだ彼らは、バズーカ状の武器から大量の粉こな状じようの物を発はつ射しやしラグマラース星人達に振りかける。

　女王も含めたラグマラース星人達は、悲鳴を上げて全身をのたうち回らせた。

「きゃあああああ、痛いいいいいい！」

「体が[image: ～][image: ～][image: ～]、体が溶ける[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ねばねばとした粘ねん液えきを出しながら、ラグマラース星人達はどんどん萎しぼんでいく。

「アイテル博士はかせの言うとおりだったな」

　地球軍の兵へい士しがしみじみと呟つぶやく。

「塩がきくなんて、まるで本物のナメクジじゃないか」
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　勝敗は一いつ瞬しゆんで決まった。

　塩をかけられ小型犬レベルまで小さくなってしまったラグマラース星人達は、女じよ王おうも含めてあっさりと敗北を認める。

　彼女（？）らにとって、塩とはそれほど恐ろしい物質だったのだ。

「今回のこの騒そう動どうにどう決着をつけるかは、星せい交こうで決まることだ。地球大だい統とう領りように任せて我らは撤てつ収しゆうだ」

　隊たい長ちようらしき兵へい士しがそう指し示じを飛ばす。

「しかし、あの少年はどこだろうか？　是ぜ非ひともうちにスカウトしたいと思っているのだが」

　素す手ででラグマラース星人をぶっ飛ばし突き進んでいった獣じゆう吾ごの雄ゆう姿しは、地球軍の兵士をも唸うならせるものだったらしい。

「君が、ＭＡＩＲＡ１０００型だね。迎えに来たよ」

　兵士が、原げん子し分解ポットの前でへたり込んでいるマイラに声をかける。

　マイラは返事をしなかった。ただ茫ぼう然ぜんとポットを眺ながめている。

「これは、原子分解ポットか。ナメクジめ、こんなものを運び込んでいたのか」

　そこで、隊長ははっとした。

「まさか、あの少年がこの中に？」

「原子分解されてしまったのか……」

「もっと早くに到着していれば……」

　兵士達は唇くちびるを嚙かみしめ悔くやしがった。

「隊長、どうにかならんのですか？」

「どうにもならないよ。もう彼は分解され消しよう滅めつしてしまったのだから」

　隊長が首を振る。

「まだ今ならば、ポットの中には彼だった原子が充満している。装そう置ちを逆解かい析せきし再び肉体を再構築していくことも理論的には可能だ。しかし、それには地球のメガコンピューターが幾いく台だいも必要となる。準備している時間はないよ」

　絶望が渦うず巻まく中、マイラが顔を上げる。

「装置を逆解析！　肉体を再構築！　それです！」

　原子分解ポットのコントロールパネルに駆かけ寄ったマイラは、髪かみの毛をかき上げた。うなじの辺りから接続ケーブルを引っ張りだす。

　そしてそれを、コントロールパネルへと差し込む。

『アクセス……完了。これより逆解析をスタートします』

　エコーのかかった機き械かい合成音が響ひびく。

「無む理りだ、いくら高性能だといってもアンドロイド一体の計算処理速度でどうこうできるはずがない。それどころか君の電子頭ず脳のうが負ふ荷かオーバーでクラッシュしてしまうぞ」

　隊たい長ちようが止めるも、マイラは作業を止めようとしなかった。

　必死にデータを処理していく。だけど隊長の言うとおりだ。まるで追いつかない。

（駄だ目め、こんなんじゃ足りません。もっと早く計算しないと獣じゆう吾ごさんが）

　獣吾がこのまま永遠に消えたままでいることを想そう像ぞうする。マイラの感情プログラムが激しく揺れ動いた。

　マイラは、強く強く願った。

（大好きな獣吾さんを、蘇よみがえらせてください！）

　マイラの中で、何かが爆ばく発はつした。電子頭脳が飛ひ躍やく的に演えん算ざん処理能力を上げる。他に不必要なプログラムを次々と自動消去してゆき領りよう域いきを空あけ、さらに能力を拡大する。

　それは、本来のＭＡＩＲＡ１０００型の能力を大きく逸いつ脱だつした働きだった。

　数十万、数百万、数千万、いや、それ以上の数字の羅ら列れつが飛び交う。それこそが、失われた獣吾を再構築するデーターだ。

　マイラの意識は、膨ぼう大だいな数字列の中に溶け込んでいった。







　虚きよ無むの世界に、獣吾はいた。

「何だ、一体何が起こったんだ？」

　何もない世界で、獣吾は呟つぶやく。

「玩具おもちやみたいな光線銃じゆうで撃うたれて、そのまま妙みようなカプセルに放り込まれて……」

　原げん子し分解がどーのこーのと女じよ王おうは言っていた。物理なんて引いん力りよく以上のことは何も知らない獣吾だけど、何となくキレイさっぱりなくってしまうイメージがある。

「オレ、原子分解ってのをされたのか。で、キレイさっぱりなくなっちまったのか」

　気になるのはマイラのことだ。

「地球軍のおっちゃん達、間に合ってくれりゃいいんだけどよ」

　難しい顔で心配する獣吾の耳に、声が聞こえてくる。

「獣吾さん、獣吾さん」

「マイラか!?」

　振り向くと、そこにマイラがいた。

　笑顔で獣吾を見ている。

「お前まで、分解されちまったのかよ。チクショー」

　悔くやし涙すら見せる獣吾に、マイラは首を振って見せる。

「そうじゃありません。わたしは無事です。これは、データの流れを介かいして少しだけお互いの思し考こうが重なり合っている状態なんです」

　マイラは続ける。

「今、わたしは原げん子し分解ポットの制せい御ぎよシステムとリンクして、獣じゆう吾ごさんを再構築しています。心も体も、獣吾さんのすべてをです。必ず、獣吾さんを復元させますから」

「そんなことが、可能なのか？」

「普通に考えればまず不可能です。わたしのスペックで太刀たち打うちできる相手じゃありません。でも、何とかします。だって、わたしは何度も獣吾さんの元で奇き跡せきを起こしてきたじゃないですか」

　確かにそうだった。普通のアンドロイドができそうなことがからきし駄だ目めなくせに、まずできそうもないようなことをマイラは成功させてきた。催さい眠みん術じゆつだったり、幽ゆう体たい離り脱だつだったり。

「だからわたし、今度もまたたった一度きりの奇跡を起こします。たとえ、これでわたしの電子頭ず脳のうが壊こわれちゃったとしても」

「おい、ちょっと待て！　マイラ！　壊れるってどういうことだよ！　おい、マイラ！」

「わたし、がんばりますから！」

　マイラの姿すがたが消えた。代わりに数字列が獣吾を取り囲む。

「おい、マイラ！　マイラ！」







　地球軍の兵へい士し達は、言葉を発することもできず原子分解ポットコントロールパネルのディスプレイを見つめていた。

「どうなってるんですか？」

「とんでもない速度で解かい析せきをしてるようだ。信じられない、こんなことアンドロイド一体でできることじゃない」

　隊たい長ちようがゴクリと喉のどを鳴らす。

「これは、ひょっとすると……」

　ディスプレイの数字がピタリと止まり消しよう滅めつする。その後に表ひよう示じされたのは、

『ＡＬＬ　ＣＯＭＰＬＥＴＥ』

　だった。

　次の瞬しゆん間かん、原子分解ポットが激しくフラッシュした。そして大量の煙を噴ふん出しゆつする。

　その煙の中から、咳せき込みながら姿を現したのは……。

「おおお！　君は!?」

「信じられない、再構築が成功したのか!?」

　獣吾の復活に、兵士達が感かん嘆たんの声を上げる。

　しばしゴホゴホと咳せき込んでから、獣じゆう吾ごは自らの体や手を見つめる。

「オレ、復元されたのか？」

　そこで獣吾は弾はじかれたように首を動かした。

「マイラ、マイラはどこだ!?」

　ポット脇の装そう置ちにうずくまるようにして倒れるマイラを発見する。

「マイラ！」

　獣吾はマイラに駆かけ寄り、その華きや奢しやな体を抱きかかえた。

「マイラ、しっかりしろ！　マイラ！」

　ゆっくりとマイラが瞳ひとみを開ける。

「良かった、たった一度の奇き跡せき。わたし成功したんですね」

　マイラが笑った。

[image: ]

「でも、がんばりすぎちゃいましたね。わたしの電子頭ず脳のうは……もう」

「しっかりしろ！　何なに弱気なこと言ってんだよ！　ぶっ飛ばすぞ！」

　獣吾が吠ほえる。

「待ってろ！　アイテルってじーさんとこに連れてってやるから！　そうすりゃお前を直してもらえるだろ!?」

「無む理り……ですよ。いくらアイテル博士はかせでも……」

　マイラの言葉が、途と切ぎれ途切れになっていく。瞳ひとみの光も徐じよ々じよに薄れていった。

「マイラ！　しっかりしろ！　お前がいなくなったらオレのエロ修しゆ行ぎようはどうするんだよ！　お前はオレのエロトレーナーだろーが！」

「もう星せい交こう会議は終わったんですか……ら。エロ修行……なん……て必要ないじゃない……ですか？」

「馬鹿、それじゃオレは一生エロに敗北したまま生きていくことになるじゃねーかよ！　オレにはお前の力が必要なんだよ！」

　獣じゆう吾ごは、マイラの体を抱きしめた。

「頼む！　壊こわれるな！　壊れるんじゃねー！　マイラ！」

「獣吾……さん……」

　マイラが、不ふ思し議ぎそうに呟つぶやく。

「不思議……ですね……わたし、こんな、ドキドキ……してます……プロテクト……あるはずなのに……ドキドキ。本当に……恋……しちゃってる……よう」

　途と切ぎれ途切れの言葉が、その口から紡つむがれる。

「獣吾さんを……ドキドキ……させる……わたしの仕事……なのに、わたし……ドキドキ……おかしいです……ね」

　マイラが微笑ほほえんだ。弱々しくも、本当に幸せそうに。

「わたし……この気持ち……好き……。とても幸せ……感じ……ます」

　そして、マイラは消え入りそうな声で囁ささやいた。

「大好き……で………す。………獣……吾……さん」

　それが、セクシロイドのマイラが最後に発した言葉だった。
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「か、梶かじ山やま……」

　青アザを作った不ふ良りよう生徒が、怯おびえた声を上げる。

　時は夕暮れ時、場所は桜さくら庭ば市しにある河か川せん敷しきだ。

「お、おれ達、今日きようはお前に何もしてねーじゃねーかよ」

　不良生徒の胸むな倉ぐらを摑つかみ持ち上げているのは獣吾だった。辺りにはすでに倒された不良生徒達が転がっている。

「頼むよ、勘かん弁べんしてくれよ！」

　悲鳴を上げる不良生徒だけど、獣吾は勘弁しなかった。凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべ言う。

「やかましい！　黙だまってオレに殴なぐらせろ！　こっちはエネルギーがありあまってんだよ！」

　獣吾のコークスクリューパンチが不良生徒の顔面に炸さく裂れつした。ぶっ飛ばされた不良生徒はそのまま河か川せん敷しきを転がり動かなくなる。

「何だよ、もう終わりかよ」

　イライラとした口く調ちようで獣じゆう吾ごは吐き捨てた。

「おい、起きろよ！　こんなんじゃまるで足りねーんだよ！」

　すでにぐったりとしている不ふ良りよう生徒達を無む理りやりに起こそうとしている時だった。

「も、もう止やめなよ！」

　そんな声と共に土ど手てを駆かけ下りてくる人物がいた。獣吾とは別の学校の制服を着ている、小こ柄がらで柔にゆう和わな顔立ちの少年だった。

「雅まさ彦ひこじゃねーかよ」

　つまらなそうな顔をする獣吾に、雅彦は詰め寄った。

「どーしちゃったんだよ！　最近の梶かじ山やま君はおかしいよ。これまでは売られたケンカしか買わなかったのに、自分からあちこっちでケンカをふっかけてるらしいじゃないか」

「お前には関係ないだろ？」

「関係ないはずないよ。僕ぼくの友達が本物の不良になっちゃおうとしてるんだから！」

　雅彦は、急せき込み続ける。

「梶山君のおばさんに聞いたよ。マイラちゃん、帰っちゃったんだって？　それが原因なのか？」

「止めろよ雅彦」

「マイラちゃんが急にいなくなっちゃったから、梶山君は荒れてるのか？」

「止めろって言ってんだよ！」

　獣吾は雅彦の胸むな倉ぐらを摑つかむと拳こぶしを振り上げた。

　しばしその状態で硬こう直ちよくしてから、雅彦を地面に突き飛ばす。

「マイラはいない。お前んとこにグラビア雑誌なんかを借りに行くこともない。もうオレにはかまうなよ」

　吐き捨てるようにそう言うと、獣吾は河川敷を後にした。

「オレ、サイテーだな。たった一人の友達まで、殴なぐろうとするなんて」

　口の中でそう呟つぶやきながら。







　自宅へと戻ってくる。居間で両親が誰だれかと話をしているようだったけど、獣吾はきっぱりと無視して二階へと上がった。

　自室のベッドにごろんと横になると、天てん井じようを見上げた。

　壁に貼はられていたグラビアポスターも、本ほん棚だなに並べられていたグラビア雑誌もみんな処分した。今貼られているのは覆ふく面めんレスラーのポスター。本棚も、プロレス雑誌と車の雑誌しかない。

　エロ修しゆ行ぎようの痕こん跡せきはもうない。まるでマイラがタイムスリップしてやってくる前へと時を戻したかのようだった。

　エロが嫌いやでポスターを外したんじゃない。グラビア雑誌を処分したんじゃない。どれもこれも、マイラの痕跡だからだ。

　それを見るだけで、マイラの最さい期ごを思いだしてしまうからだ。

　獣じゆう吾ごの頭に、色々なことが蘇よみがえった。動かなくなったマイラを抱きかかえ地球に戻ったこと。

　アイテル博士はかせにマイラを渡し、どうにかして直してくれと懇こん願がんしたこと。

　しばらくラボに籠こもっていたアイテル博士が、うかない顔付きで出てくるとゆっくりと首を横に振ったこと。

　そして、その後で発した言葉。

『セクシロイドのマイラを復活させることは不可能だぎゃー』

　もちろん獣吾は詰め寄った。天才なんだからどうにかしろと激しく叫んだ。同行していた地球軍の兵へい士しに取り押さえられなかったらアイテル博士の首を絞しめかねん勢いだった。

　結局、マイラは修理されることなく……獣吾一人でこの時代へと送り返されたのだった。

　獣吾の両親は、マイラが壊こわれたことは知らない。ただ、未来へ戻ったとしか伝えていないのだから。

　獣吾がこの時代に戻ってから、早くも一月が経過していた。

「オレ、もうエロ修行なんてちっともしてねーぜ。毎日のように、ケンカしてケンカしてケンカして。プロレスと車の雑誌しか見てねーんだからな」

　非難っぽく言う。

「ほんの少しだけついてたエロ耐たい性せいだって、この一ヶ月でキレイさっぱりなくなって振り出しに戻っちまってるんだからな」

　グスっと鼻を鳴らした。

「ちくしょう、ちくしょう」

　獣吾が唇くちびるを嚙かみしめた時だった。いきなり部屋の扉とびらが開かれる。

「あ、やっぱり帰ってきてたんですね」

　ひょっこりと顔を出したのは、ワンピース姿すがたの少女だ。

　ふわふわとした金きん髪ぱつで、背が低くて、胸もぺったんこで、お尻しりもふともももちっとも『ぐっ』とこない。そんな瘦やせっぽっちの少女。

「マイラ！」

　獣吾はベッドから飛び起きた。驚きよう愕がくの表情でマイラを見つめる。

「どうしてお前がいる？　どうしてお前がここに？　いや、これは夢だ。夢に決まってるぜ」

　原げん子し分解ポットの中にいたマイラが助けに来た獣吾を見た時のような反応だ。

　だけど、そこはパワフルな獣吾。頰ほおをつねるぐらいじゃすまない。

「でりゃあああああ！」

　力いっぱい壁に額ひたいをぶつける。ドガンという音が室内に響ひびく。

「あああ、獣じゆう吾ごさん。何やってるんですか!?　頭が割れちゃいますよ」

　うっすらと血の滲にじむ額を押さえ、獣吾は呟つぶやく。

「痛いじゃねーかよ。ってことは、本物？」

「本物に決まってるじゃないですか。ついさっき、転送されてきたんですよ」

「ってことは、お前、直ったのか？　無事に修理されて復活したのか!?」

　マイラはゆっくりと首を横に振る。

「いいえ、わたしは直ったんじゃありません。セクシロイドのＭＡＩＲＡ１０００型はもう存在しないんです。わたしは、生まれ変わったんです。ただのマイラに」

　さっぱり意い味み不明だった。

　ポカンとする獣吾に、マイラはポケットから小さな装そう置ちを取りだして見せた。

　消しゴムぐらいの大きさの装置から光が走り、空間に立体映えい像ぞうが投とう影えいされる。

　写っているのは、獣吾の来らい世せの姿すがた、トーマス・ジョコットマン地球大だい統とう領りようだ。

『やあ、梶かじ山やま獣吾君。この間はありがとう。と言っても君にとっては今からずっとずっと未来のことなのだがね』

　そんな前置きをする。

『あれから、ラグマラース星人との騒そう動どうは無ぶ事じに星せい交こう決着がついたよ。彼女らも反省し、これからは文もん句くを言わず対等な立場で地球と星交をしていくそうだ。まあ、もしまた彼女らがグラマラスな女性に変身し地球を色仕掛けで手に入れようとしたところで、うまくはいかないだろうがね。彼女らの正しよう体たいはすでに全地球人が知るところとなっているのだから』

　さて本題に入ろうと、ジョコットマンは話を切り替える。

『マイラ君のこと、さぞや驚いていることだろうと思うが、まあ話を聞いてくれ。セクシロイドのマイラを復活させることは不可能だと言ったアイテル博士はかせの言葉は、実は半分正しく半分間違っている。電子頭ず脳のうはギリギリ修復可能なレベルだったらしい。だが、アイテル博士は見つけてしまったのだ。マイラの感情プログラムのプロテクトが、キレイさっぱり消えてしまっていることにね。最初に過去に送られた時、時空電でん磁じ波はの影えい響きようで消しよう滅めつしまったのだろうとの話だ』

　プロテクト、それはアンドロイドが人間にのみ許された特別な感情を持たないようにするためのもの。

『プロテクトの外れた感情プログラムは、ひどく不安定でもろいものだ。しかしそれが、原げん子し分解された君を復元するという奇き跡せきを引き起こしたのだ。通常ありえない処理能力を発はつ揮きしたのは、すべては感情プログラムの暴走によるものだったらしい。そして、それは人間の感情で言うならば紛まぎれもない恋なのだろうとアイテル博士は分ぶん析せきした』

　ジョコットマンは続ける。

『恋を覚えたマイラを、再び普通のアンドロイドとして復活させてよいものかどうか？　アイテル博士はかせはそんな疑問を覚えたそうだ。アンドロイドとして復活させたら、再びプロテクトを施ほどこさなくてはならない。それがひどく不ふ憫びんなことのように思えたアイテル博士は、ある決断を下した。それはマイラを有ゆう機きバイオロイド化することだった』

「有機バイオロイド？　何だよそりゃ」

　獣じゆう吾ごが呟つぶやく。もちろんこれは録画された映えい像ぞうで会話なんてできないのだけど、そんな疑問は予測していたのだろう。ジョコットマンは補ほ足そく説明を始めた。

『有機バイオロイドとは、生体部品を使用したアンドロイドのことだ。その体はもはや人間そのものと言ってもよいだろう。アイテル博士は、マイラを人間として生まれ変わらせたのだよ』

　そこでジョコットマンは難しい顔をする。

『アイテル博士からそのことを打ち明けられた時、私は正直驚き苦く悩のうしたよ。何故なぜなら、それは重大な法律違反なのだからね。アンドロイド法では、人間になったアンドロイドの存在を認めてない。もしそんなものが存在しなたらば、すぐに原げん子し分解処分しなければならない決まりだ。人間となったマイラは、アンドロイド法のある28世紀にはいてはならない存在だった。だから私は、マイラを追放することにした。まだアンドロイド法も何もない時代に、他ならぬ君の時代にだ。マイラ自身も、それを強く望んでいたからね』

　ジョコットマンが笑った。地球大だい統とう領りようとしての完かん璧ぺきな笑えみではない。不自然に犬歯を見せた不ぶ器き用ような笑い方。それは獣吾のそれとそっくりだった。

『マイラ君はもうアンドロイドではない。セクシロイドＭＡＩＲＡ１０００型としての特別な機能もすべて失われている。どうか、よろしく頼んだよ』

　録ろく画がは終了した。

「つまり、お前は人間になったってことなのか？　でもって、この時代に追放されてきたと」

「はい、そういうことになります。28世紀では人間になったアンドロイドなんて認められませんから、もうわたしは帰るわけにはいきません。この時代にいるしかないんです」

　嬉うれしそうにマイラは頷うなずいた。

「あ、ちなみに獣吾さんのお母かあさんにはＯＫをもらいました。ずっとここにいてもいいって」

「ったく、おふくろの奴やつ」

　獣吾が苦にが笑わらいを浮かべる。

「ダメですかね？　やっぱり、迷めい惑わくだったりしますか？」

　少しだけ不安そうな顔になるマイラの頭を、獣吾はグリグリっとかき混ぜた。

「しゃーない。追放されてきたんだし、面めん倒どうをみてやっか」

　獣吾なりの、精せい一いつ杯ぱいの照れ隠かくしだった。

「獣じゆう吾ごさん！」

　お日ひ様さまのような笑顔になると、マイラは獣吾に抱きついた。獣吾は拒こばむことなくマイラの小さな体を受け止める。

　何だか、妙みように気き恥はずかしくなる瞬しゆん間かんだった。

「お前が人間になってくれて良かったよ。セクシロイドのままで、しかも修しゆう理りされて戻って来てたら大変だったろうからな。大人おとなの体にモードチェンジされたらたまったもんじゃない」

　獣吾の照てれ隠かくしの言葉に、マイラがにふにふと笑った。

「油ゆ断だんしてたらダメですよ獣吾さん。わたし、モードチェンジ機き能のうは残ってるんですからね。もっとも、すごく時間はかかりますけど」

　一いつ瞬しゆん、マイラが何を言っているのか分からず「？」となる獣吾。

　だけど、すぐにその言葉の意味に気付く。何てことはない。人間として普通に成長するだけのことだ。

「五年先さきか十年先か分かりませんけど、わたし絶対にセクシーでグラマラスなボディーの女性に成長してみせますから。そして、獣吾さんを誘ゆう惑わくし悩のう殺さつしちゃうんですからね！」

　高らかにそう宣言すると、はしゃぎながら獣吾の体にしがみ付く。

　かく言う獣吾は、少々青あおざめていたりする。脳のう裏りに蘇よみがえるのはアダルトバージョンのマイラだ。

　有ゆう機きバイオロイド、つまり人間となったマイラが成長したからといって、あそこまでグラマラスな体になるとは限らない。だけど、もしそうなってしまったとしたら……。

　そして、そんなマイラに誘惑されたとしたら……。

　心しん臓ぞうが耐えられるかどうか、正直心しん配ぱいだった。

（それまでにオレ、エロ修しゆ行ぎようを完了しておかないとマズいんじゃねーか？）

　心の片かた隅すみで、獣吾はそんなことを考えたのだった。
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　埼さい玉たまアクアリゾートは、数年前にできた巨きよ大だいプール施し設せつだった。

　太陽の光を取り込むためのガラス屋根。広い園内のあちこちに設置された椰や子しの木のオブジェ。砂浜をイメージした一角だって存在する。

　お手軽に海水浴よく気分を味わえる場所として、埼玉県民の憩いこいの場となっていた。

　そんなアクアリゾートに、梶かじ山やま獣じゆう吾ごはいた。

　海水パンツ姿すがたで、鍛きたえられた細身の筋きん肉にく質の肉体をさらけだしている。顔には濃い色のサングラスを着用して、ビーチチェアに優ゆう雅がに寝そべっていた。

「梶山君の水着姿って、中学の時のプールの授じゆ業ぎよう以来だけどさ。相変わらずいい体してるよね」

　隣となりのビーチチェアに腰をかけ感心した声で呟つぶやくのは、柔にゆう和わな顔立ちの少年だ。草食の小しよう動物系けいと言えば誰だれだかお分かりだろう。

　獣吾の中学の時の同級生で、数少ない友人。早乙女さおとめ雅まさ彦ひこだ。

「もし僕ぼくにそっちの気があったら、きっと梶山君の体はたまらないんだろうな」

「気持ちの悪いこと言うなよ。本気でぶっ飛ばすぞ」

　顔をしかめる獣吾に、雅彦はハハハと明るく笑った。

「冗じよう談だんだよ冗談。僕にそんな趣味はないから」

　それは獣吾だって分かっていた。実はこの早乙女雅彦という少年。見かけとは裏うら腹はらにガッツリ肉食系なのだ。エロに対してはかなりアグレッシブで、エロ本やエロＤＶＤのコレクション数も半はん端ぱなかったりする。

（中三の時だったっけな。初めてこいつの部屋に遊びに行ったのは。で、押し入れ一いつ杯ぱいに保管されてるエロ本やエロＤＶＤに卒そつ倒とうしたんだっけ）

　過去の苦にがい思いでが蘇よみがえり、獣吾が顔をしかめていた時だった。

「お待たせしました[image: ～][image: ～][image: ～]」

　そんな声が響ひびく。やって来たのはマイラだった。文もん句くなしのお子様体型だと言うのにいっちょ前にビキニの水着なんぞを着ている。

「獣吾さん、どーですか？　わたしの水着姿。大だい胆たんでしょ？」

　マイラが体をくねらせて見せる。自分では精せい一いつ杯ぱいのセクシーアピールなのだろうけど、いかんせんお子様体系だから大したことはない。

「ま、いーんじゃないのか」

　適当に獣吾が返事をする。

「そうそう、マイラちゃん。よく似に合あってるよ。残念ながら僕は違うけど、ロリ属性の男だったら垂すい涎ぜんものだよ」

　雅彦にしてみれば精一杯褒ほめたつもりなのだろうけど、マイラは頰ほおを膨ふくらめる。

「それってつまり、わたしがお子様体型だってことじゃないですか」

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらめる。

「あらら、怒らせちゃったかな？」

「放っとけ放っとけ。いつものことなんだから」

　鷹おう揚ように獣じゆう吾ごが応えた直後だった。

　真しん打うちの登場だった。

「待たせ……ちゃったかな？」

　おずおずと姿すがたを現したのは、沙さ奈なだった。

　淡い空色の水着を着用。決して際どい水着ではないのだけど、沙奈の抜群のプロポーションをくっきりと見せている。部ぶ活かつ時と同じように髪かみの毛はアップにしていた。ちなみに、眼鏡めがねはつけたままだった。

「うひょおおおおお！」

　雅まさ彦ひこが感かん嘆たんの声を上げ鼻息を荒くする。さすがの彼もプール前で初めて顔を合わせた彼女が、こんな極ごく上じようボディーの持ち主だとは思っていなかったようだ。

「おかしく……ないかな？」

　不安気に尋たずねる。

「おかしいはずないよ。なあ、梶かじ山やま君」

　雅彦が半なかば興こう奮ふんしながら獣吾の肩をバシバシと叩たたく。

「ああ、似に合あってると思うぜ」

　沙奈にサングラスを向けると、獣吾は頷うなずいた。

「そう、良かった」

　沙奈が微笑ほほえむ。面白くないのはマイラだ。

「わたしだって、あと何年かしたらそれぐらになるんですから。将しよう来らい的てきには、もっともっとグラマラスな体に」

　親指の爪つめを嚙かみながらぶちぶち呟つぶやいている。

「でも、梶山。わたしなんか誘ってくれて良かったの？」

　沙奈の言葉に、獣吾は大きく頷く。

「そんなに気にするなって。たまたま親父おやじが取引先からここの無料ペアチケットを二枚貰もらってきたんだよ。利用期限も今月一いつ杯ぱいだったし、せっかくだから星ほし野のと雅彦を誘って遊びに行こうって思ったんだ」

　少々照れ臭くさそうに獣吾は鼻の頭を搔かいた。

「その……よ、二人にはほら。いろいろと……心配かけちまったからな」

　マイラが有ゆう機きバイオロイドとして蘇よみがえるなんて知らず、一人で現代に戻ってきてからの一ヶ月間のことを言っているのだ。

　獣吾は大いに荒れていた。そんな獣吾を心配し声をかけてくれる二人に対してのつれない態度を取ってしまっていた。今となっては大いに反省している。

「もらい物のチケットでチャラにしてくれとは言わねーけどよ。まあ、少しは勘かん弁べんしてくれると嬉うれしいぜ。あ、ここでの飯めしはオレがちゃんと奢おごるから」

「梶かじ山やま君、そんなこともう気にしなくてもいいんだって」

　雅まさ彦ひこが柔にゆう和わな顔で言う。

「マイラちゃんが帰ってきて、また梶山君が元に戻ってくれただけで十分だよ」

　それにと、雅彦が付け加える。

「今日きようという日にこのアクアリゾートに誘ってくれたことに、僕ぼくは一生感謝し続けるよ」

　そう言うと、雅彦はグルリと辺りを見渡す。

　あっちを見てもこっちを見てもどこを見ても、水着のお姉ねえさん達で一いつ杯ぱいだった。

　やって来て知ったことなのだけど、ここらの女子大学の合同親しん睦ぼくイベントがこの施設で行われているらしいのだ。その影えい響きようで、いつもに比べて圧あつ倒とう的に若い水着のお姉さんが多いようだ。

「ここには何度も来てるけど、こんな当たりの日は初めてだよ。ああ、嬉うれしいな」

　いまにもむせび泣かんばかりの様よう子すで雅彦がしみじみと呟つぶやく。

「やっぱり用意してきて良かったよ。この腕うで時計型水中カメラ。これでお姉さん達の水着姿すがたをメモリー一杯撮とっていかなくちゃ」

　左手首にはめた腕時計をさすりながら雅彦がほくそ笑えむ。顔に似に合あわず本当にエロ大魔ま王おうだった。

「さ、もうお話は終わりにしましょうよ。せっかくプールに来たんですから遊ばなきゃもったいないです」

　マイラが獣じゆう吾ごの腕に飛びついた。

「獣吾さん獣吾さん、グルグルスライダーってのが有名なんだそうです。行きましょうよ」

　ぐいぐいと引っ張られるけど、獣吾は面めん倒どうくさそうに首を振った。

「悪い、オレはいいよ。妙みようにビーチチェアの居い心地ごこちが良くってな。もうちょっとここでのんびりしてるよ」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]」

　マイラが不満声を上げる。

　行きましょーよと何度も獣吾の腕を引っ張るけれど、やっぱり獣吾は動かない。

　さすがのマイラも諦あきらめ息を吐きだす。

「分かりました。それじゃ獣吾さんはここにいてくださいね」

　顔を、雅彦と沙さ奈なへと向ける。

「雅彦さん、沙奈さん、一いつ緒しよに行きましょうよ」

「ゴメンなさい、マイラちゃん。私、眼鏡めがねだからスライダーはちょっと」

　申もうし訳わけなさそうに沙奈が言う。

「これ外すと、もう何も見えなくなっちゃうから」

「しょうがないね、マイラちゃん。僕ばく達だけで行こうか」

　雅まさ彦ひこが爽さわやかに言う。

「ううううう」

　マイラが少々難しい顔で考え込む。

（ここで雅彦さんとわたしがスライダーに行ってしまったら、獣じゆう吾ごさんと沙奈さんが二人っきりになってしまうじゃないですか）

　乙女おとめ心としては、正直面白くない。

　だけど、グルグルスライダーへの好こう奇き心しんの方がそれを上回ってしまうあたりがマイラっぽいと言えよう。

「じゃあ、行ってきます！　なるべく早く帰ってきますから！　雅彦さん、行きましょう」

　マイラが小走りに去っていく。

「スライダーはゴール地点が最高なんだよ。水着が食い込むお姉ねえさんの姿すがたを堪たん能のうできるから」

　そんなことを呟つぶやきながら、雅彦もその後に続いた。

　獣吾と、沙奈が残される。

「しつこいようだけど、いろいろと心配かけて悪かったな。星ほし野の」

「いいのよ、もうそのことは」

　沙奈はそう言うと、近くのビーチチェアに横向きに腰かける。少し躊躇ためらう素そ振ぶりを見せてから、口を開いた。

「あのね、梶かじ山やま。実は私、梶山に聞きたいことがあったの。だけど、梶山があまり学校に来なくなってなかなか聞くチャンスもなかったから今日きようまで先延ばしにしちゃってたんだけど」

「そりゃ悪かったな。よし、だったら今ここで答えてやる。何だって聞けよ」

　引き締しまった胸板をドンと叩たたく獣吾。

　ゆっくりと、沙奈が話し始めた。

「ほら、前に私が誘って一いつ緒しよに出かけたことがあったじゃない。ご飯はん食べて映画観みて、それから少し遠くの古本屋に行って。少し疲れたからって通りかかった公園のベンチで座ってたら……」

「マイラの奴やつが、来たんだよな」

「そうよ。マイラちゃん、焦あせった様よう子すで梶山の手を摑つかんで、そのまま公園を出てっちゃって」

　忘れもしない。その直後に、獣吾とマイラは未来へと強制タイムスリップさせられたのだ。

　現代に戻ってきてみれば、その時から数日が経過していた。結果的には沙奈を放っぽりだしたことになってしまう。

「ああ、あの時は悪かったよ。いや、こっちもいろいろと事情ってのがあってな」

　まさかタイムスリップしてましたとも言えないし、どう説明したものか悩む獣吾。

「そう……ね。きっと、すごく複雑な事情ってのがあったんでしょうね」

　意味あり気に呟つぶやいてから、沙さ奈なはこう言った。

「梶かじ山やまとマイラちゃんは気付いてなかったみたいだけど、実はあの後、私二人を追いかけたのよ」

「えっ!?」

「公園を出て少し歩いたところで話してる二人が見えたわ。声をかけづらくて、私は足を止めて見てた。その時よ、急に梶山達のいる場所が強く輝いて。そして、二人の姿すがたは消えた。まるで魔ま法ほうや手て品じなを見ているように」

　沙奈はタイムスリップの瞬しゆん間かんを目もく撃げきしていたのだった。

「公園でマイラちゃんが言っていた言葉も少し気になってるの。彼女、こう言ってたわ。自分のことをエロトレーナーだって、梶山は自分とエロ修しゆ行ぎようするんだって。人類の……未来のためにって」

　沙奈が真まっ直すぐな瞳ひとみを獣吾へと向ける。

「梶山とマイラちゃんって、何か大きな秘ひ密みつを抱えてるんじゃないの？　そもそも、マイラちゃんは本当に梶山の親しん戚せきなの？」

　核かく心しんを突くような質問に、獣吾は大いに口ごもる。

　もちろんマイラは獣吾の親戚なんかじゃない。二人して大きな秘密を抱えている。28世紀の未来が関わった信じられない秘密だ。

　とは言っても、別に話したからと言って問題になるような秘密じゃない。

　沙奈にはもうエロに弱いってことが知られてしまっている。今いま更さらもう一つ二つ秘密がバレたところでいいじゃないか？　とも考える獣吾。

　だけど、踏ん切りはつかなかった。

　この後に及んでも、まだ男のプライドが邪じや魔まをするのだ。

（すべてを話すってことは、オレを前ぜん世せとする地球大だい統とう領りようもエロに弱いって説明しなきゃならないってことだろ？　つまり、オレのエロヘタレっぷりは生まれ変わってもなお続くぐらいのヘビー級だって知られるわけだ）

　エロ耐性の低さは、少し訓練すれば治る程度のものだと沙奈には思っていてもらいたいのだ。

「それは……だな。何て言うか……」

　獣吾は必死にどうしようか悩んでいる時だった。

　いきなり、辺りが小こ刻きざみに震動を始めた。

　誰だれも座っていないビーチチェアがガタガタと音を立てる。ヤシの木のオブジェが揺れ、近くのプールの水面もさざめく。

　いきなり建物が小刻みに震動を始める。

「地震……いや、この感じは……あの時と同じじゃねーか!?」

　あの時とは、マイラが初めてやって来た時だった。

「な、何あれ!?」

　驚きの声を上げる沙さ奈なの視線の先では、大きな光球が現れていた。バチバチと放電しながら、光球はその大きさを一気に膨ふくれ上がらせる。

　強きよう烈れつなフラッシュと共に光球は弾はじけた。

　それまでの震動は噓うそのようにピタリと止まる。

　そして、光球の後には一人の男が立っていた。テカテカと光こう沢たくを放つ未来服を着用したポッチャリとした男。

「な、何があったんですか!?」

　パタパタと駆かけつけてきたマイラは、男を見て瞳ひとみを大きくする。

「ああああ、あなたはポッチャリーノさんじゃないですか!?」

「そう言うお前はＭＡＩＲＡ１０００型!?　いや、そんなはずはない。あの機体は修復不可能で博士はかせが廃はい棄き処分にしたはず！」

　向こうも向こうでマイラを見て驚いている。

「おい、マイラ。お前の知り合いか？」

　獣じゆう吾ごの質問に、マイラは答えた。

「知り合いって程ほどではありませんけど知ってます。アイテルラボのスタッフさんです」

　さらにマイラは情報を付け加える。

「メアリーさんにプロポーズして振られてしまって、そのショックでずっと部屋に閉じ込もってるって聞きましたけど」

「うるさいいいい！」

　ポッチャリーノが吠ほえた。

　メアリー・盛もり岡おか。ジョコットマン地球大だい統とう領りようの首席補ほ佐さ官かんだ。獣吾だって未来で顔を合わせている。

（で、そんな男が何だってこの時代にタイムスリップして来やがったんだ？）

　その理由はすぐに分かることになる。ポッチャリーノが開き直ったように喋しやべり始めたのだ。

「メアリーには振られてしまった。だけどどうしても諦あきらめ切れない。散々悩んだ僕ぼくは最高にナイスなアイデアを思いついたんだ」

　執しゆう念ねんというものに取り付かれた危ない笑えみを浮かべる。

「だったら、メアリーの前ぜん世せと結婚すればいいんだって。そうすればメアリーを手に入れたと同じことになる」

　強ごう引いんな思し考こう回路もあったものだった。

「獣吾ドキドキプロジェクトのために用意された霊れい視しコンピューターがあったからな。メアリーの前世がどの時代の誰だれなのかも簡単に調べることができた。アイテル博士がシステムを改良し、タイムスリップの成功率りつだって飛ひ躍やく的に上がっていた。だから僕ぼくは思い切ってこの時代に来たんだよ。座ざ標ひよう設定はもちろん、メアリーの前ぜん世せの少女さ」

　と言うことは、この近くにメアリー・盛もり岡おかの前世がいるということになる。

　すでに過去のデータを調べ顔を調べてきたのだろう。迷いのない足取りでポッチャリーノは歩いていく。

　やって来たのは、沙さ奈なの前だった。

「星ほし野の沙奈、君こそがメアリーの前世だ。僕と結婚してくれ」

「沙奈さんが、メアリーさんの前世だったなんて!?」

　マイラが目をパチクリとさせると、しみじみと呟つぶやいた。

「世間って、本当に狭いんですね」

「あなたの言ってること、まるで分からないんですけど」

　沙奈はきっぱりと言い放った。

「それに、いきなりそんなこと言われても困ります。そもそもタイプでもないし」

「ぜ、前世にまで僕は否定されるのか？」

　ポッチャリーノはよろよろとよろめき後あと退ずさる。

「いやいや、こんなとこで諦あきらめてたまるものか。星野沙奈！　いいから黙だまって僕の言うことを」

「おいおい、少し頭を冷やしたらどーだ？」

　呆あきれたように声を出したのは獣じゆう吾ごだった。

「振られたからって、前世に手を出そうとするなんてどーかしてるぜ」

「お前は……」

　獣吾をしばし観察してから、ポッチャリーノはあっと声を上げる。

「お前は、梶かじ山やま獣吾だな！」

　獣吾がサングラスをかけていたせいですぐには判別できなかったようだ。

　ポッチャリーノの顔が憎にくしみに歪ゆがむ。

「メアリーが僕のプロポーズを受けてくれなかったのは、きっと地球大だい統とう領りようの存在があるからに違いない！　貴き様さまはその地球大統領の前世！　この時代でまで僕の前に立ちはだかるのか!?」

「ごっちゃにするなよ！　オレは何もしてねーんだからな！」

　獣吾が不満を口にするも、ポッチャリーノは聞いていなかった。血走った目で叫ぶ。

「邪じや魔まはさせない、邪魔はさせないからな！」

　未来服の中央辺りのボタンを押した。途と端たん、ポッチャリとした体が膨ふくれ上がる。たちまち、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体たい軀くと化す。ざっと見積もっても獣吾の二、三倍の大きさだった。もはや巨きよ人じんレベルだった。

「あれは未来警察で使用されている強化服です！　電でん磁じ圧あつ式の人工筋きん肉にくで作られた、一種のパワードスーツなんです！」

　マイラが説明をする。

「食らえ！」

　ポッチャリーノが、巨きよ大だいな腕を振り回し獣じゆう吾ごをぶっ飛ばした。

　さらに跳ちよう躍やくし追い討うちをかける。巨きよ体たいからは想そう像ぞうもつかないような素早さだった。

　辺りから悲鳴が溢もれる。客達が我われ先さきにと逃げ始めた。

　さらにポッチャリーノの攻こう撃げきは続く。かろうじて避けてはいるものの、獣吾の劣れつ勢せいは明らかだった。

「あああ、獣吾さん！」

「梶かじ山やま！」

　獣吾を心配し悲鳴を上げるマイラと沙さ奈な。だけど雅まさ彦ひこだけは不ふ思し議ぎそうな顔をしている。

「おかしいなあ、梶山君ならあれぐらい簡単に避けられるはずなのにな」

「えっ!?」

　雅彦の呟つぶやきでマイラは気付く。いつもに比べて獣吾の動きにまるでキレがないってことに。

　しばし考えてから、マイラはハッとする。

「獣吾さん！　ひょっとして、目を閉じてたりしてるんですか!?」

「バ、バカ言うんじゃねーよ！」

　不自然なぐらい狼ろう狽ばいして獣吾が声を張り上げる。

「最初からずっと目を閉じてて、それをサングラスで隠かくしてるなんてこと絶対にないぜ！」

　特大暴ばく露ろだった。

「そういうことだったんですね」

　マイラがやれやれと首を振る。

「おかしいと思ってたんですよ。プールに行くってことが決まった途と端たんに慌あわててサングラスなんか買ってきてたから。獣吾さん、水着の女の人が見たくなくってずっと目を閉じてるんですね」

「それじゃ梶山、似に合あってるって言ってくれたのも適当に答えただけってことなの？」

　沙奈からも非難の視線を向けられる。

「ええい、僕ぼくを無視するなああああ！」

　ポッチャリーノが声を張り上げた。パンパンに張った人工筋肉を動かし、獣吾を襲おそう。

　相変わらず獣吾は危うい足取りでそれを避ける。目を閉じている以上、気け配はいと野性の勘かんだけで判はん断だんしているのだろう。それはそれですごいことだった。

「いつまでも意い固こ地じになってないで、ちゃんと目を開けてくださいよ。獣吾さん怪け我がしちゃいますよ」

「でも、今日きようは雅まさ彦ひこいわく超当たりの日なんだろ？　下手へたに目を開けたら最後、鼻はな血ぢ出して倒れる羽は目めに」

　さすがに観念したのか、瞳ひとみを閉じていることを認めそんな情なさけないことを言う。

　マイラは呆あきれながらも、力一いつ杯ぱい叫んだ。

「水着のお姉ねえさん達なんて、もうみんな逃げちゃってますよ!!」

　その一言で、獣じゆう吾ごも安心したようだ。

「そう……か。なら心配いらねーよな」

　サングラスを無む造ぞう作さに摑つかむと、獣吾はそれを投げ捨てた。固く閉じていた瞳を開く。

「なるほど、振られたからって前ぜん世せに手を出そうなんて考える間抜け野や郎ろうはそんな顔してたのか」

「言ったなああああああ！」

　組み合わせた拳こぶしを、獣吾目掛けて叩たたきつける。直ちよく撃げきしていたらペチャンコになっていただろう。

　だけど、瞳を開けた獣吾にとってその一いち撃げきを避けるなんて造ぞう作さもないことだった。

「おりゃああああ!!」

　地面を蹴け飛とばすとジャンプする。ポッチャリーノの腕を駆かけ上った獣吾は、そのままの勢いで殴なぐりつけた。

　その一撃で十分だった。

「ぐえええええええ!!」

　ポッチャリーノの巨きよ体たいがどおんと音を立て倒れる。まるで空気でも抜けるかのように人工筋きん肉にくが収しゆう縮しゆくしていく。元のぽっちゃりとした体型へと戻った。

「さすがです獣吾さん！」

　はしゃぎながら駆け寄ってきたマイラは、慌あわてた様よう子すで自分の胸元を隠かくす。

「いけない、獣吾さんが鼻はな血ぢ出しちゃいますよね」

「いや、お前のそれは全然平気だから気にするな」

　あっさりと言われてしまうものだから、マイラはまたプク～っと膨ふくれる。

　そんなマイラをそのままに、獣吾は倒れたままのポッチャリーノを指差した。

「こいつ、どうする？　この時代の警察に突きだしてもいいのか？」

「そうですね。とりあえずそうするしかないですよね。とりあえず強化服だけ脱がしておけば危険はありませんから」

　その時だった。強い光がポッチャリーノを包み込む。

「獣吾さん！　離れてください！」

　マイラに手を引っ張られ、獣吾は光から距離を置く。

　強きよう烈れつなフラッシュと共に、ポッチャリーノの姿すがたは忽こつ然ぜんと消えていた。

「きっと、勝かつ手てに時間移動したのがバレたんですね。アイテル博士はかせが装そう置ちを使って『回収』したんですよ」

「もう二度とこんな馬鹿なことをしでかさないように、しっかり見張っておいてもらいたいものだぜ」

　やれやれと首を振る獣じゆう吾ごに、ゆっくりと歩み寄ってくるのは沙さ奈なだった。

「梶かじ山やま、さっきは……ありがと。私のこと庇かばってくれて」

「い、いや。気に、するな」

　急に獣吾が歯切れ悪くなったのは言うまでもない。ずっと目を閉じていたから今このタイミングで初めて沙奈の水着姿すがたを見たのだ。

　角度的に、沙奈の胸の谷間なんかが見えてしまう。レオタードのはるか上を行く刺し激げきに、獣吾はすっかり参まいってしまう。

（今ここで目を閉じたらあまりに露ろ骨こつで情なさけなさ過ぎるし。どうにか目を逸そらしておかなくちゃ）

　だけど、沙奈はそれを許してくれなかった。

「ところで、ちゃんと説明してくれるでしょ？　さっきの人とどういう関係なのか？　梶山とマイラちゃんの秘ひ密みつも全部！」

　グラマラスボディーでぐいぐいと詰め寄ってくるから獣吾としてはたまらない。

　耐え切れず、獣吾は叫んだのだった。

「分かった、全部話す！　全部話すから！　とりあえず着替えてくれ！　オレの鼻が爆ばく発はつする前にな！」
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「と、まあそういうわけなんだよ」

　獣吾は、そんな言葉で長い長い話を締しめくくった。

　もう場所はアクアリゾートじゃない。獣吾の自宅だ。

　大混乱するアクアリゾートをさっさと抜けだし、戻ってきたのだった。

　全員水着姿は卒そつ業ぎようし、ごく普通の普段着に着替えていた。

　かなり突とつ拍ぴよう子しもない話だったものだから、沙奈も雅まさ彦ひこも驚きでしばらく声が出せないでいる。

「何だかすごい話だね」

　たっぷりと間を空あけてから、ようやく雅彦が呟つぶやく。

「梶山君が28世紀の地球大だい統とう領りようの前ぜん世せで、ラグマラース星人っていう宇う宙ちゆう人じんとの交こう渉しようを成功させるためにはエロ修しゆ行ぎようが必要不ふ可か欠けつで。そのためにセクシロイドのマイラちゃんがやって来たなんて」

「それで、梶かじ山やまとマイラちゃんは28世紀へタイムスリップしてラグマラース星人と対決してきたのね。その時にマイラちゃんは故こ障しようしちゃったけど、有ゆう機きバイオロイド。つまり普通の人間として生まれ変わってこの時代に追放されてきた」

　雅まさ彦ひこに代わり沙さ奈なが続ける。

「普通だったら、到とう底てい信じられる類たぐいの話じゃないのでしょうけどね」

　ふうと息を吐きだす。

「梶山とマイラちゃんが消えてしまう場面にも遭そう遇ぐうしてるし、プールでだってあの男が現れて消えるのをしっかり目もく撃げきしてるし。私今、何の疑いも抱いてないわ」

　それから、沙奈は軽けい蔑べつするような眼まな差ざしで獣じゆう吾ごを見る。

「でも、まさか梶山がマイラちゃんにエロ修しゆ行ぎようしてもらってたなんて」

「そーですよ！　わたし、献けん身しん的に獣吾さんにエロ修行させてたんですよ！　この体を使ってそりゃーもうすごいことを」

　自じ慢まん気げに言うマイラの頭に、獣吾はチョップを一発お見み舞まいした。

「大おお噓うそ言ってんじゃねーよ」

　誤ご解かいするなと獣吾は沙奈に説明する。

「さっきも話したとおり、こいつはタイムスリップの時に故障してお子様体型になっちまったんだ。こいつがやってたのは、グラビア雑誌を集めてきたりファイリングしたり、そんなことばかりだよ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに、獣吾はフンと鼻を鳴らす。

「結局、ヌードグラビアまで到達する前に未来に連れてかれちまったんだけどな」

「それにしたって梶山君、水臭くさいよ」

　雅彦が少しだけ不満そうに言った。

「だったら最初から全部話してくれれば良かったんだ。地球の未来がかかってるなんて分かってたら、僕ぼくだってもっともっとエロ修行に協力したのに」

　雅彦がいてもたってもいられない様よう子すで立ち上がる。

「よし、今から家に戻って秘ひ蔵ぞうの逸いつ品ぴん達を持って来よう。梶山君のさらなるレベルアップのために」

「ありがとうございます！　しばらくお休みしてたんですけど、そろそろ本格的にエロ修行を再開しなくちゃと思ってたとこなんです！」

　盛り上がる二人に向かって獣吾は吠ほえた。

「いい加か減げんにしろ！　ちゃんと話を聞いてなかったのか？　もう星せい交こう会議は無事に終わったんだよ。今いま更さらエロ修行する必要なんてないんだ！」

「でもでもでも」

　マイラが反論する。

「わたしが最初にもらった獣じゆう吾ごさんの人生データによると、獣吾さんは一生エロを克こく服ふくすることなく寂しい人生を送ることになるんですよ」

　それを言われると獣吾としても痛いところだ。でも、獣吾にだって言い分はある。

「分かってるさ。いずれは克服しなきゃなとは思ってる。だけど、時間はたっぷりとあるんだ。そんな急ぐことなんてないんだよ。十年、二十年って長いスパンでゆっくりやってきゃいいんだ」

　獣吾の言葉に、マイラと雅まさ彦ひこが物足りなさそうな顔をする。

「さ、話は終わりだ。よし、せっかく集まったんだから。とっておきのＤＶＤでも見せてやるぜ」

　うししししと笑いながら獣吾が机の引き出しから取りだしたのは、もちろんＨなＤＶＤじゃない。プロレスのＤＶＤだ。

「怒ど濤とうのプロレスまみれシリーズの最高傑けつ作さくとも呼ばれる、〈ブル袴はかま田だVSチョッパー・ガリクソン〉の完全試合のＤＶＤだ。オレがたっぷり解説してやるからな」

　一同の気乗りしない様よう子すなんておかまいないしに、獣吾はＤＶＤをプレイヤーにセットする。テレビをつけようとした時だった。

　突とつ如じよ、部屋を震動が襲おそった。

「わ、地震!?」

　雅彦が慌あわてるけれど、獣吾達はそうでもない。プールでもこの震動は味わったばかりなのだ。

　何もなかった空間に、光球が現れた。

「もしかして、またさっきの男の人が……」

　不安そうな顔になる沙さ奈な。

「心配するな、星ほし野の。またオレがぶっ飛ばしてやるからよ」

　膨ふくれ上がっていく光球だったけど、バスケットボール程ほどの大きさになったところでパチンと弾はじけた。そこから何か小さな装そう置ちのようなものが現れフローリングの床に落っこちる。

　と同時に、震動は止まった。何事もなかったかのような静せい寂じやくが訪れる。

　床に転がっていたのは、消しゴムぐらいの装置と、同じぐらいの大きさのカプセルのようなものだった。

「片方はメッセージキューブですね」

　マイラが声を上げる。

「メッセージキューブ？　何だよそりゃ」

「はい、録ろく画がした映えい像ぞうを空間に投とう影えいする装置です。ほら、獣吾さんにも少し前に見せたじゃないですか。地球大だい統とう領りようからのメッセージを」

　獣吾も思いだす。

「きっと、お詫わびメッセージでも送ってきたんじゃねーか？　マイラ。スイッチ入れてみろよ」

　マイラが操そう作さするまでもなかった。メッセージキューブが輝く。空間に立体投とう影えいされたのは、口ヒゲの似に合あうナイスミドルな男性だった。

「梶かじ山やま君、ひょっとしてこの人が？」

　と雅まさ彦ひこ。

「ああ、オレの生まれ変わりだって言う地球大だい統とう領りようさ。ちなみに、この顔でも十八歳さいらしい」

　衝しよう撃げきの真実に、雅まさ彦ひこも沙さ奈なも目を丸くする。

『梶山獣じゆう吾ご君、久しぶりだね。まずは謝らなくてはならないかな。そちらの時代にお邪じや魔ました不届き者のことだ』

　ポッチャリーノのことに違いない。

『こちらに回収後、詳しい話を聞いたよ。君が止めてくれたんだね。本当にありがとう。ターゲットにされてしまったメアリー君の前ぜん世せの少女にもすまないと伝えておいてくれ』

　あくまで録画されたメッセージを再生するだけの装そう置ちだ。沙奈がこの場にいることまでは考こう慮りよに入れていないのだろう。

「ほらな、やっぱお詫わびメッセージだったぜ」

　フンと鼻を鳴らす獣吾。

　だけど、映えい像ぞうは終わらなかった。

『さ、それでは本題に入ろうか』

　ジョコットマンが急に真剣な顔になる。

『実は、ラグマラース星人との星せい交こう会議が終結してから数ヶ月後。長距離光こう星せい通信が地球にいくつも届いたのだ。それらは、地球に対し正式に星せい交こう流りゆうを求める内容だった』

「地球大統領ってのも忙しいんだな」

　人ひと事ごとのように獣吾が呟つぶやく。

『もちろん、こちらも喜んで話に応じるつもりだが、問題はこの異い星せい人じん達の姿すがたなんだ。その、何て言うかだな。非常に言いにくいのだが……』

　口をモゴモゴさせるジョコットマンに代わり、今度はメアリーが顔を出す。

『私が代わってご説明いたします。この度たび、星交流を求めてやってくた異星人は、ムチプリン星人、アマゾネス星人、パイオツデッカー星人です。光星通信と共に送られてた映像データによると、その姿はこんななのです』

　メアリーの姿が消え、アマゾネス星人のデータが投影された。

「うひょっ♡」

　と雅彦が歓かん声せいを上げる。だってそこに投影されたのは、豊満な肉体の女性達なのだから。よく見れば頭から触しよつ覚かくのようなものが出ているとか、耳が尖とがっているといった異星人らしい部分もあるものの、基本的にはヒューマノイドタイプだった。

「ぐふっ！」

　正視できず、獣じゆう吾ごが轟ごう沈ちんする。

『お分かりでしょう？　どれもこれもみんな美しい女性ばかり。しかも事前に星せい交こう流りゆうのある異い星せいに尋たずねたところ、今回の異星人じん達はラグマラース星人のようなまがいものではなく、みんな本物だという話なんです』

　メアリーがふうと肩の力を抜く。

『幸い、どの星も宇う宙ちゆうの果ての果てと呼ばれるＸＮ星せい域いきにある星です。ワープを駆く使ししても地球到着までは一年以上かかります。アイテル博士はかせの計算によれば、地球大だい統とう領りようが二十歳はたちになった頃ころ、最初の異星人が到着するそうです』

　再びジョコットマンが姿すがたを現した。

『ここまで言えば、もうお分かりだろうね？　梶かじ山やま獣吾君』

　見事な大統領スマイルを浮かべながら、ジョコットマンは言ったもんだ。

『二十歳までに、エロ修しゆ行ぎようを完かん遂すいしてもらいたい。言うまでもなく、これには地球の未来がかかっているんだ』

「じょ、冗じよう談だんじゃねーぞ！」

　獣吾が吠ほえた。

「て、てめえ何勝かつ手てなこと言ってんだよ！　自分でどーにかしろよゴラ！」

　獣吾の反応なんて予測していたのだろう。ジョコットマンは悠ゆう然ぜんと首を振る。

『私は前ぜん世せ依い存ぞん体質なんだ。君にがんばってもらわないことにはどうにもならないんだよ』

　続いて現れたのは白はく髪はつを爆ばく発はつさせた老人。28世紀最高の頭ず脳のうの持ち主であるマエチャック・アイテル博士だ。

『まあ、そんなわけで獣吾ドキドキプロジェクト２。始動なんだぎゃーよ。新たなセクシロイドをそちらに送ろうとも思ったんだがね。ここはマイラ、おみゃーさんに任せてみようってことになったんだぎゃー。もちろんおみゃーさんがちっともグラマラスでないことは知っとる。一年やそこらの成長じゃさほど変わらんことも。そこでだ、プレゼントを用意したんだがね』

　得とく意い気げにアイテル博士は続けた。

『実は最近、原げん子し分解圧あつ縮しゆく法という新たな技術を開発したんだぎゃー。大きな装そう置ちを原子分解して小さなカプセルに入れてしまうというシステムだぎゃー。このメッセージキューブと一いつ緒しよに送ったカプセルには、早そう熟じゆくサロンで使われておる成長促そく進しんポットを詰めてあるんだがね。わしが改造を施ほどこした特別品だぎゃー。毎日利用すれば半年ぐらいでムッチムチの体に成長するはずだぎゃーよ』

　最後に、アイテル博士は付け加える。

『あ[image: ～][image: ～]、カプセルに入った原子はひじょ～に不安定なものだからむやみに開けたりしないよーに。原子がバラバラに放出されてもう復元不可能になってしまうだがね。設計図となるコードは入力してあるから、その時代のパソコンにでも接続すれば数時間で復元されるはずだぎゃー』

　再びジョコットマンが姿すがたを現した。

『そういう訳わけだから、よろしく頼むよ。梶かじ山やま獣じゆう吾ご君』

「おい、ちょっと待てよ！　勝かつ手てに締しめくくってんじゃねーよ！　まだ話は終わってねーぞ！　おい！」

　獣吾が摑つかみかかるけど、むなしく映えい像ぞうは消える。もっとも、手が届いたところで摑めるはずもないのだけど。

「二十歳はたちまでに、エロ修しゆ行ぎようを終わらせろだって？」

　青ざめる獣吾。

「大変です！　これは一いち大事ですよ！」

　嬉うれしそうにマイラが叫ぶ。

「大至し急きゆうエロ修行を始めないと！　もちろん急ピッチで！　何てたって地球の未来がかかってるんですから！」

「もちろん僕ぼくも全面協力するよ！　何てたって地球の未来がかかってるんだから！」

　雅まさ彦ひこも声を上げる。

「そうと決まったら、なるべく早く大人おとなの体にならなくっちゃ。そのためには成長促そく進しんポットの復元ですね。獣吾さんのお父とうさんのパソコン、あれを借りましょう」

　成長促進ポットが原げん子し分解され詰まっているカプセルに手を伸ばすマイラ。

　だけど、それよりも早くほっそりとした腕がカプセルを摑む。沙さ奈なだった。

　沙奈は無言でカプセルを開ける。ポシュっという音がした。目には見えない原子が放出されてしまったのだ。もはや成長促進ポットを復元することは不可能だった。

「あああああ、何てことするんですか！　沙奈さん！」

「マイラちゃんが大人の体になることないわ。修行だったら、修行だったら」

　少し躊躇ためらってから、沙奈は顔を真まっ赤かにして叫ぶ。

「私が、私がこの体で協力するから！！！」

「なななな、おま、お前何を！」

　驚き全身をガチガチに硬こう直ちよくさせる獣吾に、沙奈は言う。

「仕方ないじゃない。だって、地球の未来がかかってるんだから！　それに、私の生まれ変わりもこの計画には関わってるんでしょ？　だったら私だって無関係とは言えないわ！」

　大声を出し開き直ったのだろう。沙奈が獣吾に詰め寄る。

「梶山！　私の体を好きに使って！」

「駄だ目めです駄目です！　獣吾さん！　わたしでエロ修行してください！　わたし、これから毎日牛乳をたくさん飲んで少しでも早く成長しますから！」

　マイラも必死に自己アピールする。

　非常にまいってしまう状況だ。

「ま、雅まさ彦ひこ……」

　数少ない友人に助けを求めるけれど、

「バスティー・ベロニカの写真集は外せないよね。それから、桃もも尻じりゆかこのＤＶＤも見てもらわないと。でも、ちょっと刺し激げきが強すぎるかな？　いやいや、地球の未来がかかってるからのんびりはしてられないぞ。まずこの部屋の壁はグラビアで埋めなくちゃね。トイレのドアにだって忘れないようにしなくっちゃ」

　勝かつ手てに計画を立てている。言うまでもなく、大乗り気でだ。

「今、丁ちよう度どプールで着てた水着を持ってるから、今から着替えてもいいわ」

　と沙さ奈な。

「だったらわたしだって水着になります！　何だったら着替えシーンだって見ててくださってかまいません！」

　マイラも負けじと言い放つ。

「か、勘かん弁べんしてくれよ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　獣じゆう吾ごの悲鳴が、梶かじ山やま家けに響ひびき渡ったのだった。







　前ぜん途と多難な、獣吾のエロ修しゆ行ぎようが『またまた』始まる。

　タイムリミットまでに、彼はエロを克こく服ふくすることができるのか？

　そして、28世紀の地球大だい統とう領りようは、ムチプリン星人、アマゾネス星人、パイオツデッカー星人との星せい交こう会議を成功させ人類を不ふ平びよう等どう条約から守ることができるのか？

　獣吾ドキドキプロジェクト２！

　結果は、まだ誰だれにも分からないのだった。





ちゃんちゃん















　　　　　あとがき







　今回一番おいしいところを持っていったのは、他でもないトーマス・ジョコットマン地球大だい統とう領りようのような気がします。

　颯さつ爽そうと現れ星せい交こう会かい議ぎへと向かうシーンでの、

『ナメクジだってかまわない！』

　発言はちょっと格かつ好こ良かったなあ。

　ちなみにラグマラース星せい人じんの衝しよう撃げきの正しよう体たい。

　当初は別の案を考えていました。

　最初は、『ちっともグラマラスでない女性』。

　もう少し驚きを出そうと、『女じよ装そうした男、というか雌し雄ゆう同どう体たい』。

　雌雄同体って言ったら、カタツムリやナメクジもそうだったっけ？

　と連想ゲームのように発展していった結果、『ナメクジ』に落ち着きました。

　実に宇う宙ちゆう人らしいので、個人的にこの正体は気に入っています。

　そんなこんなで、無ぶ事じ星交会議も終了です。

　地球の未来も救われました（もっとも、ＥＸ話において新たな危き機きが知らされてしまいましたが……）。

　失敗ばかりで天てん然ねんでドジドジ満まん載さいのへっぽこアンドロイドのマイラですが、最後ぐらいはヒロインらしくできたかなと思っています。

　ところで、本編中で獣じゆう吾ごが呆あきれてたマイラの特とく性せい。

『アンドロイドのできそうなことがまるでダメダメなくせに、絶対できそうもないことを成功させてしまう』

　という設定が大好きです。

　前巻の催さい眠みん術じゆつに加え、今巻では幽ゆう体たい離り脱だつまで成功させてしまいました（アンドロイドに幽体が存在するのかは、悩んでも答えが出ないので悩まないように）。

　きっと新たに始まるエロ修しゆ行ぎようでは、悪あく魔まを呼び出して契けい約やくするなんて無む茶ちやもやってくれるかもしれません。

　それではでは。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。

出身地は長野県の南にある阿智村。

いろいろあって今はゲーム会社勤務。

よくタイムカードを押し忘れてしまう。
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イラスト／天てん杉すぎ貴たか志し

ゲーム『ワンダと巨像』が好きな漫画家兼イラストレーター。芳文社まんがタイムきららフォワードでコミカライズ「魔法少女かずみ☆マギカ～The innocent malice～」連載中。
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